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押しかけ女房しちゃいました




【九月二十三日、今日は荷造りや部屋の片付けでめちゃくちゃ疲れた。でも、胸はワクワクしている。早く明日が来てほしいな】

　ピンクのド派手な日記帳に今日の出来事を書く。

　昔は日記を書く習慣なんてなかった。

　かわいい日記帳を何度か買っては、二日か三日分書いてそのまま放置するという有様。その後は日記を書くことも忘れ、まあたいてい三日坊主で終わっていたのだが、今回に限っては三カ月も続いている。

　私は佐さ々さ木き璃り子こ、二十二歳。黒髪のショートボブで、身長は百六十センチ。美人の母に似て目はパッチリ二重で鼻が高く、日本人離れした派手な顔立ちをしているため、祖父母には『璃子は器量がいい』と会うたびに言われる。

　だが、身内の言うことだから本気にはしていない。意中の相手から好かれれば、どんな顔でもいいのだ。

　私には幼稚園の時から好きな人がいて、十八年間も片思いしている。

　相手は八や神がみ匡たすくという私の幼馴染で、六つ上の兄の親友。

　彼とは家が隣同士で、互いの家族も仲がよく、よく一緒に旅行をした。

　告白してもまったく相手にされないのがわかっているから、私の気持ちは彼には伝えていない。

　でも、私や彼の家族にはバレバレのようで、兄には『あれは女たらしだからやめておけ』とか、彼の父親には『璃子ちゃんがうちに嫁に来てくれたら嬉うれしいなあ』なんて言われる。

　明日匡のところに押しかけ女房するのは、彼のご両親からの提案で、私が知らない間に互いの家族が話し合って決まったようだ。

　そんな話になったのは、私にとある事情があるから。匡のマンションに押しかけることは、本人が知ったら反対するだろうから内緒にしてある。

　彼の母親に『璃子ちゃん、匡のことお願いね』とニコニコ笑顔で頼まれた時は、天にも昇るような気持ちだった。

　匡のそばにいられるなら、今の私にはそれ以上に望むことはなにもない。というのも、大人になってから匡に会う機会が減ってしまったからだ。彼は都内のマンションでひとり暮らしをしているし、仕事も多忙なので会うのはせいぜい正月くらい。

　他の男性を好きになろうと努力したこともあるが、恋って自分の思い通りにはいかないもの。匡以外の男性に目がいかないし、興味も持てない。

　匡は俺様で意地悪な男なのだけれど、たまに優しくされると胸がキュンとなる。

　溢あふれる気持ちを隠すのに苦労するくらい彼が好き。

　だから、明日から彼と一緒に暮らせると思うと嬉しくてたまらない。家族にはいくら感謝してもしきれなかった。

　だって、匡のそばにいることが、私の一番の幸せだから。

　日記を閉じると、今日部屋を片付けていた時に見つけた写真に目を向けた。

　好きな人とのツーショット。匡の頬には、油性ペンでハートマークが描かれている。

　これ、確かうちと匡の家族とでキャンプに行って……匡がお昼寝している間に私が悪戯いたずら書きした時のものだ。

　彼が私の恋心に全然気づいてくれないから、つい出来心でやっちゃったのよね。

　私の悪戯に気づいて、彼が私の頭をグリグリしている。

「私が中学の時だったかな？　匡が若い。前髪下ろしてる～」

　写真を見て、自然と笑みがこぼれる。

　懐かしいな。

　この頃はなにも悩みがなかった。笑って怒って……こんな普通の日々がずっと続いていくと思っていたのに、人生ってなにが起こるかわからない。

　もうあの時には戻れないんだ。どんなに願っても私の運命は変わらない。

　あ～、暗くならないの。何事もポジティブにって決めたじゃない。

　これからはずっと笑って過ごすんだ。

　写真を日記帳に挟み、窓から見える月を見てポツリと呟つぶやいた。

「神さま、今日も一日をありがとう」

　なんだか不思議。綺き麗れいな月を眺めていると、心が浄化されていく気がする。

　ボーッと窓の外を見ていたら、コンコンとノックの音がして、母が部屋に入ってきた。

「もう準備できたの？」

　母に聞かれ、ニコッと笑顔で答える。

「うん、バッチリ」

「匡くんも忙しいんだから、わがまま言っちゃダメよ」

「わかってるよ。もうそれ、十回くらい聞いた」

　母に釘くぎを刺され苦笑いしたその時、「璃子ちゃーん！」と階下から直なおくんの声がした。

　直くんというのは匡の弟で、私の同級生。

「あっ、直くんだ！」

　部屋を出て階段を下り、玄関に向かうと、黒髪マッシュのヘアスタイルで甘いマスクをした背の高い青年が私を見て微笑んだ。

「夜分にごめんね」

　直くんは優しく穏やかな性格で、同い年だけれども私のよき相談相手。いつも彼から匡の情報を仕入れている。

「どうしたの？」

　玄関に立っている直くんにそう声をかけたら、彼は右手を差し出した。

　その手にあったのはカードキー。

「大事なもの渡すの忘れてて。これ兄貴のマンションのカードキー。父さんも兄貴のことよろしくって言ってたよ」

「直くんありがとう～。匡には私のこと言ってないよね？」

　直くんの手から鍵を受け取りながら、確認する。

「もちろん。もし兄貴になにか嫌なことされたら俺に言って。グーで殴るから」

　私に拳こぶしを見せる彼を見て、思わず笑ってしまった。

「ふふ。それは頼もしいね」

「兄貴には告白しないの？」

「うーん、告白はしないかな。私のキャラじゃないし、告白するくらいなら、匡に私のこと好きだって言わせるわよ」

　女王様のようにわざと高飛車な口調で答えたら、彼はクスリと笑った。

「璃子ちゃんらしいね」

　私らしい……か。本当は告白して振られるのが怖いのだ。

　私って……ホント臆病。

「鍵ありがとね」

　明るく笑って礼を言うと、直くんは急に真剣な顔になる。

「璃子ちゃん」

「ん？　なに？」

　名前を呼ばれて問い返したら、「兄貴にはあのこと……いや、なんでもない」と彼は小さく頭を振った。

　直くんは途中でやめたけれど、私には彼が言おうとしたことがよくわかっていた。

　わざと追及せず、「変な直くん」とクスッと笑ってみせる。

　そんな私をじっと見て、彼は軽く手を上げた。

「今日は荷造り大変だったでしょ？　ゆっくり休みなよ。じゃあ」

「うん、ありがと。おやすみ」

　にこやかに返すと、彼は玄関を後にした。




　次の日の夕方、私は赤あか坂さかにある匡のマンションの部屋の前にいた。

　四十階建ての高級タワーマンションの最上階。エレベーターもカードキーでタッチしないと動かないし、思わずコンシェルジュさんに使い方を聞いてしまった。

　それで、不審者扱いされそうになったのだけど、今年のお正月に匡や彼の家族と撮った写真を見せて、親戚だと説明したら信じてもらえた。

　エレベーターを降りると、目の前に大きな観音開きのドアがあって、ビックリ。

「なんか普通のマンションと違う」

　ドアがひとつしかないし、床がふかふかの絨じゅう毯たんになっていて、マンションというよりホテルのスイートルームみたい。これがペントハウスというものなのかしら。

　匡のお父さんは大きな会社の社長だから、実家も白亜の大豪邸なのだけれども、彼のマンションもすごい。つくづく匡ってお金持ちなんだって再認識した。

「中はどんな風になってるのかな？」

　探検気分で鍵を開け、玄関に入る。

　すると、センサーでもついているのか、パチッという音がして電気がついた。

「……便利な家だな」

　玄関は六畳くらいあるだろうか？　右側にはウォークインシューズクロークがあって、匡の革靴やスニーカーなどがずらりと並んでいる。百足以上ありそう。

「すご～い！　匡、靴何足持ってるの？」

　気分で毎日靴を選ぶのかなあ。セレブな生活してるね、匡。

　玄関の正面の壁にはスイスの山らしき景色の写真が飾られている。匡は大学時代は登山にはまって、よく海外の山を登っていたのだ。

　右と左に廊下があるが、ここからはどんな部屋があるのかわからない。

「お邪魔します」

　黒のスニーカーを脱いで玄関から上がると、まず右側の廊下を進む。

　一番手前がトイレ。次がフローリングの部屋で、物置にしているのか、家具はひとつもなく、ダンボール箱が四つと、キャンプで使う寝袋や椅子が置かれていた。

　その隣の部屋はガラス扉になっていて、部屋の明かりが漏れている。

　ここはリビングだね。電気がついているのは、消し忘れではなくて匡が時間を決めてセットしていたからだろうか。

　今はＩоｏＴでスマホから設定ができるしね。匡はそういう最新のものが好きだ。

　リビングは三十畳ほどの広さで、ブラウンのソファセットと五十インチくらいの大きなテレビが置かれているだけの殺風景な部屋。

　その後、バスルームや、匡の寝室、書斎などを見て、またリビングに戻る。

「部屋はひと通り見たと思うんだけど、５ＬＤＫか６ＬＤＫってところかな」

　綺麗に片付いているが、広くて掃除が大変そう。お手伝いさんでも雇ってるのかな。

　そんなことを思いながらリビングの隣にあるキッチンに行き、冷蔵庫をチェックする。

　冷蔵庫はレストランで使っているような業務用で、すごく大きい。

「中はなにが入ってるんだろう」

　冷蔵庫を開けると、おつまみ用のチーズ、ペットボトルの水と缶ビールしかなかった。

「うわ～、匡なに食べて生きてんの？」

　キッチン周りの棚も見てみる。キッチンはピカピカで調理器具も揃そろってはいるようだけど、使われた形跡があまりない。

　調味料も……ないな。あやつの生活が目に見えるようだ。

　多分、家で料理はしないのだろう。できないのではなく、匡の場合はやらない。基本的に面倒なことはやらない主義なのだ。

　昔、互いの両親が留守にしていた時、私が熱を出して、匡がお粥かゆを作ってくれたことがある。私の兄はいっさい料理ができないため、匡が手際よく作るのをただ横で見ていたらしい。

　確か……私が中学生の頃だっけ。匡が作ってくれたお粥、すごく美味おいしかったなあ。

　キッチンはアイランド型だし、オーブンレンジもあるのに使っていないなんてもったいない。

「これじゃあ明日の朝食も作れないじゃないの」

　ハーッと溜ため息をつくと、スマホで近くのコンビニを探して買い出しに出かけた。

　食料を調達してマンションに戻るが、もうそれだけでかなり体力を消耗してへとへと。少し体調がいいからって調子に乗って動きすぎたかも。

「なんだかマラソンしたみたいに……息が苦し……い」

　食料の入った袋を玄関前に無造作に置き、玄関に座り込んで乱れた息を整える。

　お願い、治まって。まだ来たばかりなのに、病院になんか行きたくない。

　胸を手で押さえ、必死に祈る。

　一、二分くらいで呼吸が落ち着き、ホッと胸を撫なで下ろした。

「よかった。治まった」

　ゆっくりと時間をかけて立ち上がり、キッチンに行って食料を冷蔵庫にしまう。

　それからリビングのソファに座ってしばし休憩した。

　ちょっとしたことでも身体が疲れる。焦らず、のんびりいこう。

　ソファの背に身を預け、フーッと静かに息を吐いた。

「このソファ、座り心地いい。でも、ひとりでいるのはなんか寂しいな」

　ポツリと呟いて、ふと考える。

　匡はここに彼女を連れてきたことはあるんだろうか。浴室や洗面所には女性ものらしきシャンプーや化粧品は置いてなかった。

　まあ、彼は束縛を嫌うし、自分の家には連れてこないか。

「あ～、くだらないこと考えてないで、お風呂の準備でもしよう」

　バスルームに行ってお風呂を沸かすと、リビングに戻ってまたソファに腰かける。

「……今日はもう動きたくないな。このソファでゴロゴロしていたくなる」

　テーブルの上にあったリモコンを操作して、テレビを観ながら匡の帰りを待つ。

　すると、スマホが鳴った。

　画面を確認したら、直くんからのＬＩＮＥ。

【兄貴、今日は接待があるらしくて、帰るのは深夜になるかも】

　時刻は午後九時過ぎ。

【了解】と直くんにすぐに返した。

　遅くなるなら、ご飯作らなくて正解だったかも。

　匡の帰宅が待ち遠しいな。私を見てどういう反応をするだろう。驚いて声も出ない？　それとも、思い切り顔をしかめたりして。

　まあ、絶対に歓迎はされないよね。

　彼が帰ってきたらどう迎えようかと考えていたら、だんだん瞼まぶたが重くなってきた。

　引っ越しや買い出しで昨日今日、動き回ったせいだろうか。

　なんだか……疲れ……た。匡に会えるからってはしゃぎすぎたかも。

　ちょっとだけ休もう。ちょっとだけ……。

　ソファにゴロンと横になり、目を閉じる。十分ほど休むつもりが身体の力がスーッと抜けて、気づけばそのまま意識を手放していた。




「……子、おい璃子！」

　遠くで匡の声がする。

　なんだか怒っているような声。

　どうせ夢なのだろう。

　夢くらいもっと甘いムードでもいいのに。匡の怒りん坊。

「うーん、うるさい。もうちょっと寝かせて」

　そう言って寝返りを打ったら、誰かにほっぺたをつままれた。

「痛いよ！」

　とっさにその手を振り払って目を開けると、目の前にスーツ姿の匡がいて私を睨にらみつけている。

　ああ、そっか。夢じゃなくて、これは現実。

　匡のマンションで帰りを待っていたんだっけ。

　約十カ月ぶりに見る彼は、相変わらずイケメンだった。

　八神匡。二十八歳。ダークブラウンの艶つやのある短髪に、甘さを伴った王子様系の端正な顔立ち。背は百八十二センチと長身で、身体は引き締まっていて、色男のムードが漂っている。

　おまけに彼は世界的に有名な自動車メーカー『ＭＵＧＥＮＤＡＩムゲンダイ』の御曹司で、副社長。女性にも当然モテモテだが、特定の彼女は作らない。

　今、目の前にいる匡は少し癖くせのある前髪を上げていて、ビジネスマンらしく知的な雰囲気。思わずドキッとしてしまうが、顔には出さずに彼に目を向けた。

　私を見た彼の反応は予想通りだ。

「もう、匡痛いじゃないの。乙女おとめになんてことするの！　顔が腫はれるでしょう？」

　頬を押さえながら文句を言ったら、彼は悪びれた様子もなく冷淡に言い返した。

「誰が乙女だ。お前がなんで俺のマンションにいる？　どうやって部屋に入った？」

　そんな犯人を尋問する刑事のような怖い顔をしても無駄。愛おしく思えるだけだよ、匡。

「鍵を昨日直くんにもらってね。私のアパート、下着泥棒が出るの。怖くて悩んでいたら、匡のお母さんが『女のひとり暮らしは物騒だから、匡のマンションに住みなさい』って言ってくれてね。匡のマンションから大学通うことにしたのよ」

　それは私が彼に聞かれた時のために用意していた答え。

「大学？　お前、正月に会った時は出版社に就職決まったって言ってなかったか？」

　私の説明に匡は眉根を寄せる。

「単位落としちゃって、留年しました～」

　ソファから上体を起こし、テヘッと舌を出して明るく言った。

「留年しました～じゃない！　単位落とすなんてなにやってんだよ」

　ペシッと彼に軽く頭を叩たたかれて、思わず顔をしかめた。

「痛いな、もう。ちゃんと理由があるの。テストの日にインフルエンザにかかって、その後のどに炎症起こして肺炎になっちゃって、追試も受けられなかったのよね。先生も厳しくて、なんの恩情もなく、それで留年が決まったのでした」

　他人ひと事ごとのように軽く語る私を、匡はじっと見据える。

　――絶対に目を逸そらしてはいけない。決して怯ひるむな。いつも通り、笑顔でいろ。

　自分に必死に言い聞かせる。

「だから、お前そんな痩せてんの？　いや、でも今九月だよな？　肺炎でもそんな長くは入院しないだろ？」

　彼は鋭い。どう答えたら怪しまれずに済む？

　私の身体のことには触れられたくない。深く考えさせないようにしないと。

「痩せたのは夏バテのせいよ。ほら、私ってか弱いじゃない？　今年の夏の酷暑で食欲なくしちゃって」

　笑ってごまかすが、彼は嘘うそだとすぐに気づくだろう。

「いや、お前そんなか弱くないだろ。それに髪もバッサリ切ったんだな」

　やはり以前とは違う髪型に目がいくよね。当然の反応。

「ずっとロングだったんだもん。飽きちゃってね」

　自分の髪をサッとかき上げてニコッと微笑んでみせると、彼は顎に手を当てながら呟くように言った。

「……男か。男に振られたから髪切って、痩せたんだな」

　そうきたか。その勘違いは私には好都合。下手に詮索されずに済む。

「あ～、はいはい。そういうのは気づかない振りをするものよ。もうこの話はお終い。とにかく今日からここに住むからよろしくね」

　故意に話題を変えて、私が失恋したと彼に思わせた。

　すると、匡は腕を組んで突き放すように言う。

「俺は許可してない。大学なら実家から通えよ。横よこ浜はまからなら余裕だろ？　直だってそうしてる」

「直くんは車で通学してるじゃない。私には遠くて耐えられないの。ここなら大学まで三十分もかからずに行けるのよ」

　そう反論するが、匡は冷たくあしらう。

「大学四年生なら、週一くらいしか行かないだろうが」

　ホント、説き伏せるのが難しい人。でも、通学のことに話題が逸れてちょっとホッとした。

「就職活動するのにも便利なの」

　私の返答を聞いて、匡はクドクド言い始める。

「お前……今内定もらえてないってことは厳しいぞ。しかも、留年してるし。もし内定もらえなかったらどうするつもりだ？」

　相変わらず保護者目線で接してくる彼のお小言が耳に心地よくて、思わずニンマリしてしまう。

「匡のお嫁さんになろうかな？」

　軽いノリで言ったつもりなのだが、彼が眉間にシワを寄せて沈黙するので、クスッと笑ってみせた。

「冗談よ。就職活動するって言ったけど、実はもう来年行くところは決まってるの」

　そう。どんなに足あ掻がいても行く場所は決まっている。

「内定がもらえそうなのか？」

　じっと私を見据える彼の目を見て、ゆっくりと頷うなずく。

「うん。でも、それで安心はできないから、一応他のとこも探しておこうと思って。留年したから今度は慎重に行動することにしたのよ」

　この説明なら彼は信じるはず。

　私の話に納得したのか、匡は小さく相あい槌づちを打った。

「なるほどね。それにしてもおじさんやおばさんはよく俺のところに住むのを許したな」

「うちの両親は匡のとこなら安心だって」

　それは本当の話。両親は匡をとても信頼しているし、実の息子のように思っている。

「京きょう介すけは？　あのシスコンは絶対反対すると思うが」

　京介というのは私の兄のことだ。世界的にもその名を知られている建築家で、今はアメリカを拠点にして仕事をしている。

　私のことを溺愛していて、【今日はナンパされなかったか】とか【変な男につきまとわれていないよな】とか、毎日メールをしてくるちょっと面倒な兄だ。

「お兄ちゃんには言ってないよ。ニューヨークにいるし、たとえ反対しても無駄だけどね」

　兄は私に弱い。私が『お兄ちゃんとは一生口きかない』と言えば、兄はすぐに折れる。

　匡もすぐにそのことに思い至ったのだろう。ハーッと盛大な溜め息をつくと、髪を無造作にかき上げて私を見やった。

「お前は……今日は泊めてやるけど、明日は帰れ」

「嫌よ。おばさまからも頼まれてるの。匡のことよろしくねって。それに、匡の家の冷蔵庫、ほとんど食材が入ってなかった。ちゃんと食べないと身体壊すよ」

　こっちは本気で心配して言っているのに、彼は私の忠告を聞き流す。

「心配ない。俺は健康体だから」

　この人は、もう！　人の言うことなんかちっとも聞かないんだから。

　身体壊してからじゃ遅いのよ。

「ダーメ。いい子だからちゃんと言うこと聞きなさい」

　匡のネクタイを掴つかんで目を合わせれば、彼は不機嫌そうに目を細めた。

「お前、俺をバカにしてるだろ？」

　どうやら子供扱いしたのが気に食わないらしい。

「全然。心から敬っているわよ。ほら、明日も仕事あるんでしょ？　お風呂沸かしてあるから入ってきなさい」

　ネクタイから手を離し、ソファから立ち上がると匡の背中をポンと叩いた。

「明日絶対に帰れよ」

　匡はギロッと私を睨みつけると、リビングを後にする。

　そんな彼の後ろ姿を見ながら心の中で呟いた。

　いつも通りの匡だ。どうやら私の嘘はバレなかったみたい。

　私は絶対に出ていかないわよ、匡。ちょっとだけ、私のわがままに付き合ってね。

　きっと彼は面倒なガキが来たと思っているに違いない。

　いつだって私のことは子供扱い。二十歳を過ぎて大人になったのに、女性として私を見てはくれないのだ。

　本当は彼に抱きついて甘えたかった。

　でも……そんなことしたら、匡に変に思われる。

　弱い自分は決して見せるな。

　久しぶりに匡に会えたんだよ。それだけで幸せ。

　こんなに近くにいられるんだもの。これ以上望むのは贅ぜい沢たくだ。

　それに永遠は望まない。今年のクリスマスが来る前に私はここを出ていくつもりだ。

　彼にはいつも笑っている私を覚えていてほしいから――。

　バッグから日記帳を取り出して、ペンを取る。

【九月二十四日、匡の顔を久しぶりに見れて嬉しかった。匡、大好きだよ】

　告白なんて絶対にできないから、日記には私の気持ちをストレートに記した。










眠り姫にびっくり　―　匡 side




　接待が終わって家に帰ると、玄関に女物の黒いデニムのスニーカーが揃えて置いてあって、思わず首を捻ひねった。

　過去に付き合った女に家の鍵を渡したこともないし、家に上げたこともない。

　考えられるのは母親だが、こんな若い女が履くようなスニーカーは持っていなかったはずだ。

　だとしたら誰が上がり込んだ？

　警戒しながら靴を脱いで上がると、足音を立てずに家の中を進む。

　すると、リビングの方からテレビの音が聞こえてきた。

　泥棒はさすがにテレビは観ないだろう。やはり母親だろうか？

　だが、もう深夜だ。届け物があって来たのであれば、とっくに実家の方に帰っているはず。なぜこの時間までいる？

　リビングのドアを開けて中に入ると、ソファに若い女性が寝ていて目を丸くした。

　黒髪ショートボブの美人。

　よく顔を見たら、それはよく知っている幼馴染で……。

「璃子……？　なんで？」

　璃子……佐々木璃子は俺の六つ下の幼馴染。

　俺の親友の妹で、弟の同級生。家も隣で、実の妹のようにかわいがっていた。

　赤ちゃんの頃から目がクリクリしていてかわいく、女の子ということもあって、璃子の家族はもちろん、うちの家族も璃子にメロメロだった。

　俺も例外ではない。璃子のオムツも替えてやったし、絵本も読んでやったし、寝かしつけもした。

　璃子の兄である京介も必死で世話をしていたが、いつも彼女にギャン泣きされて、結局俺があやすことに。

　自分に懐くと余計かわいく思えるもの。母には『匡は璃子ちゃんがお嫁に行ったら絶対にショックを受けるわね』と言われていたほどだ。

　璃子ファーストで世話をした甲か斐いあってか、彼女が初めて喋しゃべった言葉はママでもパパでもなく、俺の名前だった。

『たーしゅーくぅ』

『ママ～、おばさーん、璃子ちゃんが僕の名前を呼んだよ～』

　璃子が初めて俺の名前を呼んだ時、大騒ぎして喜んだのを今でも覚えている。

　俺が喜ぶ横で京介が『ふん。ちゃんと匡って言えてないよ』って拗すねてたっけ。

　璃子に喜んでもらうために、編み込みやお団子などのヘアスタイルもユーチューブで勉強した。彼女が病気になった時は、お粥だって作ってやった。

　蝶ちょうよ花よと育てられた結果、璃子は生意気な女に育ってしまったが、才色兼備なのは俺も認めざるを得ない。

　誰が見ても美人だし、頭もよくて、学校では弟といつも首席争いをしていた。だが、本人は自分の容姿や頭脳を人にひけらかすことはない。

　大学のミスコンでも何度か優勝していて、芸能界からのスカウトもあったようだが、彼女は自分の容姿には無頓着で、大学生になってもいつもスッピン。オシャレよりも本に興味があって、就職も出版社に決めたようだ。

　小さい頃から弁が立ち、俺も本気で相手にしなければ彼女に言い負かされる。

　しかし、俺の弟の直の話によると、璃子が生意気な口を利くのは俺だけらしく、同級生には優しくて人気があったらしい。

　言われてみれば、俺が甘やかしてしまったせいか、璃子は俺のことだけ匡と呼び捨てにするし、俺が車の免許を取った時はよく『迎えに来て』と電話を寄越した。

　実の兄の京介だって免許を持っていたのに、『お兄ちゃんの運転は怖いから身の危険を感じるの』と拒絶していた彼女。

　京介がそれを知って落ち込んだのは言うまでもない。

　だが、俺が思うに璃子が京介を敬遠するのは、あいつがしつこくしたからだ。

　あれだけかわいい妹がいれば構いたくなる気持ちもわかるが、璃子が休日友達と出かけると言うと、京介は『それは女友達か？　男は一緒じゃないよな？』と何度も確認するほどのシスコンぶり。そんな京介に璃子は、『お兄ちゃん、あまりしつこいとバレンタインにチョコあげないよ』などと言ってうまくあしらっていた。

　確かにあいつの妹への溺愛は度が過ぎていたので、俺が『いい加減、妹離れしろよ』と説教したのだ。

　その後、京介は深く反省したのか、愛する妹から離れて渡米。

　それが四年前の話。

　大学ではシスコンの兄から解放されて、璃子はのびのび過ごしていたようだ。

　夏休みに海外に短期留学したり、女友達と温泉に行ったりして、俺にＬＩＮＥで写真を送ってきた。

　でも、考えてみると、今年の正月以来、璃子には会っていないし、ＬＩＮＥもしていない。自動車メーカーの買収計画で海外を忙しく飛び回り、ひと月の半分以上はホテルに宿泊する生活を送っていたせいもあって、彼女のことを気にかける余裕がなかったのだ。

　彼女の就職祝いも買ってあったのだが、渡せないまま月日が流れてもう秋になってしまった。

　今までずっと髪はロングだったのに、バッサリ切ったんだな。

　だからすぐに璃子だとわからなかった。

　髪型が変わったのにも驚いたが、変わったのはそれだけではない。

　身体がほっそりしていて、肌も雪のように真っ白だ。

　正月に会った時は、スキー焼けして健康的だったのに、今目の前にいる彼女は弱々しく見える。

　手を伸ばして璃子の頬に触れた。だが、彼女が起きる様子はない。

　それだけ疲れているのだろうか？　この十カ月で一体なにがあったのか。それにどうしてここにいる？

　答えは本人に聞くしかない。

「璃子、おい璃子！」

　彼女の名を呼ぶが、寝ぼけているのかすぐに起きない。

「うーん、うるさい。もうちょっと寝かせて」

　ったく、世話をかけさせる女だな。

　仕方なく彼女の頬を軽くつまんだら、やっと起きた。

「痛いよ！」

　璃子は頬を押さえて、俺に恨みがましい視線を向ける。

　その彼女はいつも通りで少しホッとしたが、「お前がなんで俺のマンションにいる？　どうやって部屋に入った？」と問えば、アパートに下着泥棒が出たともっともらしい理由を口にした。

　しかし、俺は信じていない。

　それに、痩せてしまった理由も怪しい。最初は夏バテだと言っていたが、俺が〝失恋〟というワードを出したら、少し傷ついた表情になって曖あい昧まいにではあるが認めた。

　なにかが引っかかる。璃子は明らかになにかを隠している。

　それにしても、もう二十歳を過ぎた女の子が身内ではない独身男と住むのはマズイだろ？

　そう思って明日帰るように言ったのだが、彼女は聞く耳を持たない。俺の家で暮らすつもりでいる。

　彼女にうちの鍵を渡した俺の家族にも腹が立った。

　なにを考えて璃子を俺のもとに寄越したんだ、まったく。

「ほら、明日も仕事あるんでしょ？　お風呂沸かしてあるから入ってきなさい」

　彼女は早速女房気取りでニコッと笑って、俺の背中を叩く。

　この胡う散さん臭い笑顔。彼女の両親や京介はこんな笑い方しないのに、一体誰に似たのか。

　ひょっとして……俺か？

「明日絶対に帰れよ」

　そう念を押してリビングを出ると、寝室へ行ってスマホを置き、部屋着に着替えてバスルームに向かう。

　服を脱いでまずシャワーを浴びるが、全然リラックスできない。

　考えるのは、突然現れた幼馴染のこと。

　だいたい優等生の彼女が留年したというのが信じられない。

　もし本当にインフルエンザにかかって試験を受けられなかったとしても、機転が利く彼女なら教授にうまく言って、論文を提出するなりして単位をもらえたはず。

　問い詰めたところではぐらかされるから、怪しまれない程度に璃子の芝居に付き合ってやったのだが、結局なにが目的でここにやってきたのかわからなかった。

　しかも、うちの家族もグルときている。

　考えてみたら、璃子が留年したという一大事を家族の誰も話題にしないのもおかしい。なにも話がなかったから、彼女は就職して元気にやっているのかと思ってた。

　直は璃子と同じ大学に通っていて、この四月から院に進学したのだが、彼女の話題はまったく口にしないし、メールで知らせても来なかった。

　璃子はなにか困った事態に陥っているのだろうか？　例えばストーカー被害に遭っているとか？　それで精神的に追い詰められて痩せてしまった？

　だから、ストーカーから身を隠すために、実家ではなく、俺のところに来た？

　……いや、それなら俺の家族がなにか相談してくるはずだ。

　璃子は強情だから、困ったことがあっても絶対に本当のことは言わないだろう。彼女は誰にも弱みを見せない性格で、人前では決して泣かない。

　それは、璃子の親が共働きだったせいかもしれない。

　彼女の父親は大学教授、母親は会計士で、日中はどちらも家にいないこともあり、専業主婦である俺の母親が璃子と京介を預かっていた。いくらお隣さんで仲がいいといっても、本当の親ではないからそれなりに気を使っただろう。それに、仕事が多忙な自分の親に対してもわがままを言って困らせてはいけないと思っていたに違いない。

　なぜなら、璃子の両親はとても優しい人たちだが、彼女がべったりと甘えるところを見たことがないから。熱があっても両親にはつらいと言わず、俺の前で倒れたことが何度かあった。それでも『ちょっと転んだだけ』と俺に言い張る彼女の頬をつねって、『つらい時はちゃんと言え』と怒ったことがある。だから、璃子は俺にだけわがままを言うのかもしれない。

　たいてい彼女がわがままを言うのは体調が悪いか、落ち込んだ時で、それは俺に言わせれば〝助けて〟という彼女のサインだ。

　今回のも彼女のＳＯＳのサイン……そんな気がしてならない。

　多分、俺は追い出せずに、あいつが出ていくまでうちにいさせるんだろうな。

　俺もついつい璃子には甘くなる。

　十分ほど湯船に浸かると、風呂から上がってリビングに戻った。

「璃子、お前、風呂には入ったのか？」

　そう声をかけるが反応がない。

　返事がないと思ったら、彼女はソファに横になって寝ていた。

「さっきも寝てたくせにまた寝るのか？」

　風呂に入ってから三十分も経ってないのにな。なにをしてそんなに疲れたのか。

　人の家でぐーすか寝るなんて無防備すぎるだろ。

　璃子の寝顔を見てハーッと溜め息をついたら、彼女がボソッと寝言を言って……。

「匡……にんじん……残しちゃダメ」

　その言葉につい吹き出してしまった。

「お前は母親気取りか」

　ツンと璃子の鼻をつつくが、彼女は起きない。

「こんなところで寝てもゆっくり休めないだろ」

　文句を言って彼女を抱き上げたら、あまりにも軽くて驚いた。

　ホント、彼女の身になにがあったのだろう。

　うちにベッドはひとつしかないので、俺の寝室に連れていって寝かせた。

「おやすみ」

　璃子の頭を撫でると、サイドテーブルに置いたスマホを手に取り、リビングに戻る。

　仕事のメールを確認しようとスマホの画面を見たら、弟からＬＩＮＥが来ていた。

【璃子ちゃん無事に着いた？】

　そのメッセージを見てイラッとした俺は、直に文句のひとつでも言ってやろうと電話をかけた。

　俺からの連絡を待っていたのかすぐに電話が繋つながって、弟のどこか楽しげな声が聞こえた。

《どうしたの、兄貴？》

「どうしたのじゃない。どういうことか説明してもらおうか。なんで璃子が俺のマンションにいるんだよ」

　冷ややかに問えば、直は驚いた様子で言う。

《あれ？　璃子ちゃんから理由聞いてない？　彼女のアパートに下着泥棒が出たらしくって》

　白々しい。……ふたりで口裏を合わせたな。

　弟は一見素直で穏やかな性格に見えるが、結構計算高い。

「その理由で俺が納得するとでも？」

　俺がそう返したら、弟はいつもの優しい声のトーンで俺に頼んだ。

《まあまあ落ち着いて。璃子ちゃんは家族みたいなものなんだから、追い出さずにおいてあげてよ》

　あまり追及するなってか。

　これ以上聞いてもこいつは答えないだろう。

「だったら質問を変える。どうして璃子はあんなに痩せたんだ？」

《俺に聞かれても困るんだけど。夏バテじゃない？　それとも失恋かなあ》

　とぼける直に余計イライラした。

「お前、俺をおちょくってるのか？」

　語気を強めれば、直はクスッと笑う。

《さあ、どうだろうね。でも、璃子ちゃんの心配をする兄貴はやっぱり優しいって思うよ》

「お前は……そんなこと言ってごまかすつもりだろ？」

　クシャッと髪をかき上げて苛いら立だたしげに言い返したら、弟は急に真面目な声音で俺に警告した。

《ごまかしているつもりはないけど、とにかく、璃子ちゃんを泣かしたら、兄貴を許さないよ》

　ブチッと一方的に電話を切る直。

「俺が璃子を泣かす？」

　スマホを見つめ唖あ然ぜんとする。もうわけがわからない。

　ソファ前のテーブルにスマホを置き、ソファにゴロンと横になる。

　寝室のベッドは璃子に譲ったし、今夜はここで寝るしかない。

「なんで璃子は俺のところに来た？」

　璃子と弟の会話を思い出しながら考えを巡めぐらすが、答えなんて見つからない。

「ああ～、これ以上ひとりで悩んでも時間の無駄だ。もう寝よ」

　胸の中がすっきりしないまま目を閉じる。しかし、微かすかに璃子が使っているシャンプーの香りがして、なかなか寝つけなかった。










新生活始まりました




「う……ん」

　寝返りを打って、違和感を覚えた。

　あれ？　いつも使ってる抱き枕がない。おまけにベッドが今日は広いよう……な。

　目を開けたら、そこは昨日チラッと見た匡の寝室だった。

　キングサイズの大きなベッドにひとりで寝ていてムクッと起き上がる。

　ああ、そうか。もううちじゃないんだった。

　リビングのソファにいたはずなのに、匡のベッドで寝ていたということは、彼が運んでくれたのだろう。

　この家にベッドはひとつだけだから、匡はリビングのソファで寝たのかな？

　突然押しかけてきた私に寝室を使わせてくれるなんて、なんだかんだ言っても匡は優しい。

　布団に頬ずりすれば、微かに彼の匂いがした。

　どこかセクシーでそれでいて甘い香り。

　久々にぐっすり眠れた気がするのは、きっとこの匂いのお陰。

「今何時だろ？」

　時計を探して視線を彷徨さまよわせれば、ベッドの上の棚にデジタル時計があった。

　時刻は午前六時五分。どうやら寝坊はしていないようだ。

　ベッドから抜け出し、手て櫛ぐしで髪を整えると、リビングへ向かう。

　静かにドアを開けたら、匡がソファの上で寝ていた。

　長い足はソファからはみ出しているし、なんだか寝心地悪そう。

　私はソファでよかったのにな。匡に申し訳ないことしちゃった。

　眉間にシワが寄っているが、寝ていても美形で、おまけに少しひげが伸びてちょっとワイルドな感じ。

　あ～、そのひげ触ってみたい。

　そんな衝動に駆られたが、グッとこらえた。

　触れたら絶対に目が覚めるだろう。昨日帰ってきたのだって深夜だったのだから、朝食ができるまでは眠らせてあげたい。

　彼を起こさないように隣のキッチンに移動し、朝食作りに取りかかる。

　ご飯は炊飯予約してあるから、お味み噌そ汁しると玉子焼き、それに焼き魚くらいでいいかな。

　彼に朝食を作ってあげるのは初めてで、少し緊張する。

　使い慣れないキッチン。ここはＩＨ調理器なので、卵がうまく焼けるか心配だ。

　どうか失敗しませんように。

　割った卵に砂糖をたっぷり入れ、注意しながら焼く。焼き上げた玉子焼きを包丁で切っていたら、急に耳元で匡の声がしてドキッとした。

「おっ、俺の好きな玉子焼き」

　包丁で切った玉子焼きを、匡がひと切れつまんでパクッと口に入れる。

　彼は甘い玉子焼きに目がない。

「うまい」と子供のように笑う彼にキュンとなるが、心の動揺を抑えながら注意した。

「もう、包丁持ってる時に後ろに立たないでよ。指切りそうになった。それにつまみ食いなんて行儀が悪いな」

「悪い。いい匂いがして誘惑に勝てなかった。ちょっと着替えてくる」

　ポンと私の頭を叩いてキッチンを出ていく匡。

　心臓がバクバクしている。

　なにこの新婚さんみたいなやり取り。キュン死しそう。

　ひとり心の中ではしゃぎながら朝食を作り、六人がけのテーブルに並べる。

　全部並べ終えると、匡が戻ってきた。

　ネクタイはしてないが、スーツに着替え、髪もセットしていてデキる男の雰囲気。

「味噌汁のいい匂いがする」

　彼はクンと鼻をひくつかせながらテーブルに着き、持っていたネクタイを隣の椅子の背もたれにかける。

　私も匡と向かい側の椅子に座り、ニヤリとして嫌みを口にした。

「あれ？　匡は健康体だから朝食はいらないんじゃなかった？」

「俺のじゃなかったら、誰がこれ食うんだよ」

　箸を手に持って私を見据える彼に、間髪容いれずに言い返した。

「私よ」

「あー、はいはい。いただきます」

　匡は軽くあしらって手を合わせると、味噌汁から食べ始める。

　私も手を合わせて味噌汁のお椀を手に取ったら、彼が満足そうに目を細めた。

「美味しい。この味噌汁うちの味。しかも具がナスっていいな」

　褒められると嬉しくなる。匡はナスが好きなのだ。

「おばさまに味噌もらってきたの。この味噌美味しいよね」

「なんか実家に帰った気分」

　リラックスした様子の彼に右手を差し出した。

「一食千円になります」

　そんな冗談を言ったら、匡は顔をしかめ、私の手をパチッと叩く。

「金取るのかよ。ここはホテルか。だったら、明日の朝はサバの味噌煮を所望する」

「明日もいてもいいんだ？」

　フフッと笑みを浮かべる私の目を見て、彼は〝しまった〟というような顔をした。

「あっ……」

　黙り込む彼にとびきりの笑顔を向ける。

「明日はサバの味噌煮作ってあげるね。今夜も遅いの？」

「ああ。平日の夜はだいたい接待」

　匡がボソッと呟くように答え、私は彼をじっと見ながら相槌を打った。

「副社長も大変だね」

　家に帰れと言われるかと思ったけど、彼は私の言葉にコクッと頷く。

「まあな」

「ねえ、匡は家政婦さんとか雇ってるの？」

　これだけ広い家を管理するのは大変だ。

「ああ。週二回掃除に来てもらってる」

「洗濯は？」

　私の質問に、焼き魚を口にしながら彼は答える。

「それは俺がやってる。忙しいから毎日はやらないけどな」

　それでも、洗濯物が部屋に放置されていないのは偉いと思う。

　お兄ちゃんは脱いだ服をベッドにどんどん積んでいくタイプだけど、匡は自己管理しっかりしてるもんね。彼は部屋が散らかっているのは、ストレスを感じるらしい。

「匡は面倒くさがり屋なのに、綺麗好きなんだよね。お兄ちゃんにもそこだけは見習ってほしい」

「そこだけはって失礼だな」

　匡はムスッとしながら私の玉子焼きを奪って口に入れた。

「あ～、私の玉子焼き！」

　呆あっ気けに取られる私を楽しそうに眺め、彼は俺様発言をする。

「俺が好きなのわかってて作ったんだろ？　だが、量が足りない。明日は倍の量用意しろ」

　その言葉に嬉しくなった。

　それは私がここにいてもいいって本人がちゃんと許可してくれたわけで……。

「人の皿から奪うなんてまだまだ子供よね、匡は」

　顔がニヤけるのを抑えながら憎まれ口を叩いたら、彼はフッと笑った。

「璃子のものは俺のもの。俺のものは俺のもの。奪ってはいない」

「なによ、その変な理屈」

　キッと睨んだが、匡はその後もご機嫌な様子でご飯とお味噌汁をお代わりする。

「……お前、さっきからご飯全然減ってないぞ。腹でも痛いのか？」

　不意に匡が箸を止めて私に目を向けるが、彼のその指摘にギクッした。会話でごまかしていたものの、食欲がなくてご飯やおかずをあまり口にしていなかったのだ。

　席に着いた時は食べられると思ったんだけどな。いざ食べようとすると胃が受けつけない。

「そ、そんなことない。匡が豪快に食べるものだからびっくりしただけ」

　ハハッと笑ってそんな言い訳をすると、無理矢理ご飯を口に運ぶ。

　訝いぶかしそうに彼が見ているが、気づかない振りをして食べ続けた。

「璃子」

　だんだんお腹が苦しくなってきた時、匡に名前を呼ばれ、また彼になにか言われるんじゃないかと思ってとっさに身構える。だが、それは言葉ではなく……。

　匡の手が急に伸びてきて私の口元に触れたかと思ったら、なにかを取って自分の口にパクッと入れた。

「ご飯粒が口についてた。子供か、お前は」

　柔らかな笑みを浮かべると、彼は「ごちそうさま」と手を合わせて席を立つ。

　その仕草に不覚にもドキッとしてしまい、なにも言い返せなかった。

　た……匡、いきなりなにするの～！

　無意識でやってるだけに質たちが悪い。

　匡が食器を片付け始めたので、私も慌てて椅子から立ち上がった。

「匡、いいよ。片付けも私がやるから。まだ時間大丈夫なの？」

「もうそろそろ俺の秘書が迎えに来る」

　匡は腕時計をチラッと見ると、ネクタイを締め始める。

「ねえ、私それやってみたい。結婚したらうまくできるようになりたいの」

　ネクタイを指差して頼んだら、彼は「俺を練習に使うなんて贅沢すぎ」と言いながらも手を止めた。

「わ～い、ありがとう。これができたら完璧な奥さんになれるような気がする」

「いや、なれないだろ」

　匡に真顔で突っ込まれたが気にしない。

　少しはしゃぎながらネクタイを掴んで匡に確認する。

「あれ？　こうだっけ？」

「そう。クルッと回して、そこ上から下に通す」

　レクチャーを受けながら結ぶが、彼の背が高くて、背伸びしたままだとバランスを崩しそうだ。

「匡、もうちょっと屈かがんで」

　グイッとネクタイを引っ張ったら、彼の顔がすぐ近くにあって心臓がトクンとなった。

「こら、俺を殺す気か？　首が絞まる」

　匡に注意され、「ご、ごめん」と少し狼狽うろたえながら謝る。

「なんかお前、顔が赤くないか？」

　じっと彼が私の顔を見るものだから手元が狂って、ネクタイの結び方が不格好になってしまった。

「もう、匡が変なこと言うから失敗しちゃったよ」

　匡のせいにしたら、彼はおもしろそうに目を光らせた。

「俺のせいにするな。この下手くそ」

　ツンと私の額を突く彼。

　褒められてはいないのだが、こんな言葉に胸がときめく私って、本当に匡が好きなんだと思う。

「初めてなんだからしょうがないでしょう！」

　溢れる恋心を必死に隠そうと反論したら、彼は楽しげに笑った。

「完璧な璃子にもできないものがあるんだな」

「次はもっとうまくやるわよ」

　匡の腕をつねると、コホンと咳せき払ばらいが聞こえて、ハッとして慌てて匡から手を離した。

　リビングのドアに目を向ければ、メガネをかけたスーツ姿の男性が立っている。

　年は三十くらいで、背が高く、鋭角的な顔立ち。

「お楽しみのところ失礼します。匡さま、お迎えに上がりました」

　彼の言葉に顔が熱くなる。

　恥ずかしいところ見られちゃったな。でも、この人が匡の秘書か。有能そう。

　匡から離れて、彼の秘書のもとへ挨拶に行く。

「おはようございます。昨日から匡と同居することになった佐々木璃子です。うちの匡がお世話になっています」

　ペコリと頭を下げれば、匡がすかさず突っ込んだ。

「こら、うちの匡ってお前は俺の保護者か」

「うるさいな。匡はちょっと黙ってて」

　彼の秘書は、私と匡のやり取りを見てクスッと笑う。

　一見冷たそうに見えるけど、笑うと優しい顔になるんだね。

「社長からお話は伺っています。私は匡さまの第一秘書をしている長は谷せ川がわ怜れい也やです。匡さまのことでなにかありましたら私にご連絡ください」

　長谷川さんが名刺を差し出したので、私はそれを受け取るとニコッと微笑んだ。

「ありがとうございます。あの、お手すきの時でいいので匡のスケジュールを教えてもらえませんか？　朝早い時は早めに起こしますし、帰宅時間の目安にもなるので」

「はい。起こしていただけるのは私としても助かります。いつも私は匡さまの寝室まで起こしに行きますから」

　長谷川さんの話に驚き、私は思わず声をあげた。

「匡ったら長谷川さんにそんなこともさせてるんですね。ホント子供みたい。あの、ＬＩＮＥとかあれば教えてください」

　私がそうお願いしたら、長谷川さんはスーツのポケットからスマホを取り出した。

「はい。私も助かります」

　ふたりで連絡先を交換していると、匡がブスッとした顔でおもしろくなさそうに注意する。

「そこのふたり、勝手にやり取りするな」

「いいじゃないの。匡のスケジュールがわかると私も家事がしやすいの」

　ニコニコ笑顔で匡をなだめると、彼はスーッと目を細めて私を見た。

「お前は……俺を管理する気満々だな」

「匡の家に住まわせてもらう代わりに私が料理や洗濯をしてあげるんだから、お互いウィンウィンでいいじゃない。明日の朝食はサバの味噌煮だよ、匡ちゃん」

　ハイテンションの私を見て、匡は苦虫を噛かみ潰したような顔をする。

「……なんだ、そのちゃんづけ。気持ち悪い」

「おふたりとも仲がいいんですね」

　長谷川さんのコメントに私と匡は同じタイミングで反論した。

「「全然」」

「息もピッタリですよ」とククッと肩を震わせる長谷川さんを、匡はギロッと睨みつける。

「長谷川、もう行くぞ」

「はい」

　リビングを出ていくふたりを追って玄関まで見送った。

「匡、しっかりお仕事してきなさい」

　そう声をかけたら、匡は靴を履きながら私の方を振り返って、ふんと鼻を鳴らす。

「言われなくてもやるさ。璃子は今日は大学あるのか？」

「うん。もうちょっとしたら行くよ」

「もう留年なんかするなよ」

　保護者面でそう言って、彼は私の髪をクシュッとする。

「しないよ」

　自信満々に答えたら、彼は軽く手を上げた。

「行ってくる」

「行ってらっしゃい」

　私も笑顔で軽く手を振り、ドアがバタンと閉まる。

　キッチンに戻って食器を片付けようとしたら、急に吐き気に襲われて手で口を覆おおった。

「ううっ！」

　きっと無理して食べたからだ。

　口を押さえながらトイレに駆け込み、胃の中に入れたものを全部戻す。

　ハーッ、ハーッと苦しく息を吐きながらも、匡に見られなかったことに安あん堵どした。

　彼がいない時でよかった。

　これから食事をする時は気をつけないと。

　トイレを出て洗面所で口をゆすぐと、リビングのソファに座った。

「吐くとぐったり疲れる。このソファが私の定位置になりそう」

　自じ嘲ちょうするように言って、ソファに身を預けて体調を整える。

　匡に会って昔に戻ったつもりでいたけれど、やっぱり現実は変わらないか。

　自分の思い通りにならないこの身体。騙だまし騙し使うしかない。

　チラリと掛け時計に目を向け、時間を確認すると、午前八時二十分だった。

「もうこんな時間。私も大学に行かないと」

　久々に大学に行くのだから遅刻なんてしたくない。

　食器を食洗器に入れると、トートバッグにノートパソコンを入れ、マスクをして大学に向かう。

　匡のマンションから大学までは電車に乗って二十分ほど。だが、今の私の体調だと倍の時間はかかりそうだ。

　以前は電車の中でずっと立っていても平気だったけど、今はかなり体力が落ちていてすぐに椅子に座ってしまう。

　いや、それだけじゃない。駅の階段の上り下りがかなりきつく、息切れする。

　少し休んで歩いて、また少し休んで歩いて……そんなことを繰り返してようやく大学に着くと、講義室ではなく久ひさ野の先生の研究室へ――。

　乱れた息を整えてコンコンとドアをノックすると、「はい」という先生の声が聞こえて、マスクを外して中に入った。

「お久しぶりです、先生。今日からよろしくお願いします」

　ニッコリ笑顔で挨拶したら、先生が心配そうに私に目を向けた。

　久野雅まさ弘ひろ先生はここ皇こう聖せい大学の准教授をしていて、私が尊敬する先生のひとり。専門はイギリス文学で、英米文学学会期待のホープだ。

　清涼感のあるライトブラウンのマッシュヘア。穏やかで包容力があって、おまけに細身で憂い顔のハンサム。年は三十歳と若く、独身で女子学生にも人気がある。

「佐々木さん、もう身体の方はいいの？　交通事故で全身打撲って君のお母さんから電話があったけど」

　そういえば、学校には全身打撲って連絡してたんだっけ。

　匡には肺炎で、大学には全身打撲。嘘もある程度統一しておかないと、自分が混乱しちゃうね。ちゃんと覚えておかないと……。

「はい。ご心配おかけしてすみません。就職も先生が紹介してくれたのに、辞退することになって」

「大学も中退でいいの？」

「はい。授業料も高いし、親にはもう迷惑かけたくないんです。だから先生がバイトで雇ってくれるのはありがたくって。短期で数時間だけ働くなんてバイト、あまりないですから。おまけに仕事が終われば自由に読書できますし」

　実はこのバイト、直くんが先生と話をつけてくれた。私が匡のマンションに同居する手て筈はずを整えてくれたのも彼。私の事情をすべて知っていて、力を貸してくれる。

　他に私の事情を知っているのは、互いの両親だけだ。ニューヨークにいるお兄ちゃんにも知らせていない。知ったらきっと仕事を放り出して日本に帰ってきてしまうから。

「佐々木さんなら奨学金を受けて出版社を目指すという道も……」

「もういいんですよ、先生。来年行くところは決まっているんです。親戚の仕事を手伝うことにしたんですよ」

　久野先生の言葉を遮り、笑顔で今後のことを伝える。

　だが、それも嘘――。

　私は大事な人たちにいくつ嘘をつくのだろう。

　でも、許してほしい。みんなにはいつも通り笑顔でいてもらいたいの。

「そうなんだ。仕事の方は、無理せず自分のペースでやってくれればいいからね。今日は家から来たの？　退院したばかりなのに、横浜から通うのは大変じゃないかな？」

　私の心配をする先生ににっこりと微笑んだ。

「いえ、今、八神くんのお兄さんのところに居候させてもらっているんです。互いの両親も仲がよくて、家も大学に近いところにあるので」

　私の説明に先生は目を大きく見開いた。

「八神くんのお兄さんって……八神匡くん？」

　先生の口から匡の名前が出てきてビックリした。

「そうです。匡をご存じなんですか？」

「高校の時の後輩なんだ。彼は学校のスーパースターで、一年の時から生徒会長をやってたけどね。バスケ部で一緒にプレーしたよ」

「へえ、世の中狭いですね」

　先生の話に相槌を打ったら、彼は表情を曇らせた。

「でも、八神くんのところにって……大丈夫なのかい？　彼はその……学生時代から女遊びがすごいって……」

「先生、そろそろ講義始まるんじゃないですか？」

　チラリと腕時計を見て話を逸らせば、先生は慌てて机の上の資料をかき集めて、一枚の紙を私に手渡した。

「あっ、そうだった。佐々木さん、図書館でオースティンの資料集めておいてくれる？　これリスト」

「了解です」

　紙を受け取り、少しおどけた様子で敬礼すると、久野先生は研究室を後にした。

　私が匡の悪口を言うのはいいのだが、他人に言われるのは嫌だ。

　ふと先生の机を見たら、いつ飲んだかわからない栄養ドリンクの瓶が三本置いてあって苦笑いする。

　建築家のうちのお兄ちゃんもそうだけど、ひとつのことに没頭する人ってあまり片付けないよね。

　瓶を片付けて机の周りを整理すると、私も研究室を出て、大学の敷地内にある図書館で資料を集めた。

　午前中は資料集めで終わり、お昼はカフェテリアで親友と待ち合わせ。

　窓側の席に座って待っていると、茶髪セミロングの小柄の女の子が「璃子～！」と走ってやってきて私に抱きついた。

　彼女は中なか村むら優ゆ里り。私の大親友。優里は就職せず、この四月に院に進学した。

「わ～、璃子久しぶり。全身打撲って、もう大丈夫なの？　身体ずいぶんほっそりしちゃったね」

「うん。心配かけてごめんね。もう大丈夫だよ。優里に久しぶりに会えて嬉しい」

　彼女の背中をポンポン叩いてニコッと微笑む。

「直くんから大学をやめて久野先生のとこでバイトするって聞いたけど」

「今日からバイトなんだ。優里は院に進んだし、これからも会えるね。なに食べる？」

　席を立ち、優里とともに食券を買いに行く。

「私はカルボナーラにしようかな」

　メニューのディスプレイを見て即決すると、彼女もあまり迷わずに決めた。

「私も同じのにしよう」

　食券を買って、トレーにパスタをのせる。

　なんでもないことだが、学生に戻ったみたいでちょっと嬉しい。

　優里と向かい合って席に着き、ふたりでいただきますをして食べ始める。

　朝、胃の中のものを全部戻したけれど、動いたせいかお腹が減っていて、今度は全部食べられそうだ。

「今日は実家から来たの？」

　フォークにパスタをくるくる巻きながら彼女が私を見た。

「ううん。直くんのお兄さんのとこから」

　パスタをフーフーしながら答えると、優里は急にテーブルに身を乗り出した。

「え？　それって璃子がずっと片思いしてた？」

　匡のことはよく彼女に話して聞かせていた。

「そう。押しかけ女房しちゃった……っていっても、告白はしてないけどね」

　フフッと笑みを浮かべる私に、優里は微笑み返す。

「だからそんなウキウキした顔してるんだ」

「そんな顔してる？」

「めちゃくちゃ幸せそうな顔してる。直くんのお兄さんってすごいイケメンなんでしょう？」

「イケメンっていうか、あれは美形男子。ここだけの話、見つめられるとドキッとしちゃう」

　優里に顔を近づけて声を潜める。

　匡はギリシャ彫刻のように綺麗な顔立ちをしていて、私が会った中で一番カッコいい男性だ。

「直くんも中性的な顔立ちのイケメンだもんね」

　私の話に優里がそうコメントしたら、直くんが目の前にいて驚いた。

「俺がなに？」

「い、いえ、直くんのお兄さんの話をしていて……あの……その……」

　優里が直くんを見てあたふたする。実は彼女は直くんに片思いしているのだ。

「直くん、今日講義あったんだ？」

　私がフォローして話題を変えれば、彼は私の方に視線を向けた。

「まあね。俺も一緒に食べていい？」

「どうぞ、どうぞ」

　笑顔で直くんに頷くと、彼は私の隣に座った。

「兄貴はどう？」

　私のことを心配して様子を尋ねる彼に、にこやかに返す。

「うーん、いつもと変わらない。昨日は帰れって言われたけど、結局いてもいいってことになってね。明日の朝食はサバの味噌煮作れって」

　私の惚のろ気けを彼は軽く聞き流し、柔和な笑みを浮かべながら余計な発言をする。

「あ～、それはごちそうさま。昨日も言ったけど、兄貴に告ればいいのに」

　またその話か。直くんにしてはやけにうるさいな。

「あのね、焚たきつけないでくれる？　匡は私のことをまだ子供だって思ってるんだから」

　目を細めて睨むが、直くんは微かに口角を上げた。

「そうかな？」

　このおもしろそうに光る目。直くんは基本的に優しいけど、たまに意地悪に思える。

　特に匡のことに関してはよく私を弄いじるのだ。

「俺がお前のオムツ替えてやったんだんだって何回言われたと思う？　両思いなんて無理無理」

　諦めさせようとそんなぶっちゃけ話をするけれども、彼は引かない。

「せっかくひとつ屋根の下にいるんだから、夜よ這ばいでもすればいいのに」

　彼の過激な発言に驚き、思わずむせた。

「ゴホッ、ゴホッ。ちょっ……夜這いして拒絶されたら、一生立ち直れないわよ。そもそも夜這いするような女、好きになる？」

「それは相手によるかな。璃子ちゃんが相手なら、兄貴はＯＫすると思うけど」

　直くんの言葉にカチンとくる。適当なことを言わないでほしい。

「その根拠はなに？」

　不機嫌顔で質問する私に、彼は頬ほお杖づえをつきながら口元に笑みを湛たたえて言った。

「璃子ちゃんは兄貴にとって特別だから」

　特別……ね。匡の弟なのに直くんは全然わかっていないよ。

「それは妹みたいにって意味でしょう？」

　胸がチクッとするのを感じながらも彼をじっとりと睨みつけた。

「璃子、落ち着いて。みんなこっち見てるよ」

　ずっと静観していた優里が私を注意して、我に返った。

　あっ……。ついムキになっちゃった。

「ごめん。もうこの話題はお終い。直くんも私をからかうのはやめてよね」

　ハハッと笑いながら直くんを注意すると、彼は穏やかな目で謝った。

「本気で言ってるんだけど、気を悪くしたならごめんね」

「直くん……」

　なんて返していいかわからなくて黙り込む私。

　優里が場の空気を変えようと「そういえば、大学の近くに美味しいカフェができてね」と切り出し、何事もなかったかのようにラテアートの話題で盛り上がった。

　パスタを食べ終わると、腕時計に目をやり、気を利かせてふたりに告げた。

「もうこんな時間。久野先生の研究室に戻らなきゃ。優里と直くんはゆっくり食べてて。じゃあ」

　トレーを持って立ち上がると、優里が慌てた。

「え？　ちょ……璃子？」

「ごゆっくり」とびきりの笑顔で微笑んで、ふたりの前から立ち去る。

　下世話なおばさんみたいな真似をしてしまったけれど、大好きな親友の恋を応援したい。




　午後も研究室や図書館を行き来して久野先生の研究の手伝いをし、午後五時過ぎに先生に「お疲れ。今日はもういいよ」と声をかけられ、大学を後にした。

　適度に動いて適度に休めるこのバイトは、今の私にはちょうどいい。それに、大好きな本に囲まれていてホッとする。

　こまめに休憩を取りながら帰っていると、途中でスーパーを見つけた。

　疲れているからこのままマンションに戻りたいところだけれど、また買い物に出る体力が残っているか自信がない。

　帰ったらソファで寝ちゃいそう。ここで済ませた方がいいよね。

　フーッと息を吐くと、スーパーに入って買い物をする。

「うーん、晩ご飯なににしよう」

　匡は接待があるし、軽くお惣そう菜ざいでも買って済ませようかな。

　野菜売り場で悩んでいたら、不意によく知った声がして……。

「俺、温かい豚汁と熱々のご飯が食べたい」

　振り返ると、匡の顔が目と鼻の先にあって驚いた。

「た、匡！　きゃっ！」

　バランスを崩す私をすかさず彼が支える。

「なによろけてんだよ、璃子。危なっかしいな」

　なんで匡がスーパーにいるの？

　心臓がバクバクして、すぐに彼に言い返せなかった。
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「俺、温かい豚汁と熱々のご飯が食べたい」

　スーパーの野菜売り場でボーッと突っ立っている璃子に背後から近づいて声をかける。

　すると、彼女が俺の方を振り返り、大きく目を見開いた。

「た、匡！　きゃっ！」

　俺が現れてビックリしたのか、璃子の足がもつれて倒れそうになった。

「なによろけてんだよ、璃子。危なっかしいな」

　慌てて彼女を支えたが、まだ彼女は放心状態。

　普段ならポンポン言い返してくるのに、今日は反応が鈍かった。

　いや、昨日会った時から明らかにおかしいのだが、いつも通り彼女に接する。

「ほら、しっかり立てよ。ところで、お前、なんでマスクしてるんだ？　風邪引いてたっけ？」

　璃子から手を離してマスクに目を向けたら、彼女は少し狼狽えた。

「あの……これはアレルギーで。ちょっと埃ほこりっぽいと喉をやられるから」

　アレルギー……ね。そんな話は初耳だけどな。

「た、匡はどうしてここにいるの？　接待があるんじゃなかった？」

　俺に深く追及されたくないのか、彼女はすぐに話を逸らした。

「その予定だったが先方の都合で中止になったんだ。で、長谷川に家に送ってもらう途中でスーパーに入っていくお前を見つけたんだよ。多分、長谷川からお前に連絡いってるんじゃないかな」

　俺の話を聞いて、璃子はバッグからスマホを取り出す。

「ホントだ。長谷川さんからＬＩＮＥ来てる。バッグに入れてたから気づかなかった」

　そう。三十分ほど前に接待相手から長谷川に電話が入ったそうで、『今日の接待はなくなりました』と報告を受けた。それで副社長室で仕事をしようとしたら、長谷川が俺に言ったのだ。

『今日は金曜なので、家に帰ってゆっくりされてはいかがですか。璃子さんもいることですし』

　いつもなら決済待ちの書類の処理をしろとかうるさく言うのに珍しい。

『璃子といえば、お前昨日すでに親父から話を聞いて知っていたんだろう？　なぜ俺に内緒にしてた？』

　俺の質問に長谷川は澄すまし顔で答える。

『社長に匡さまには内密にと言われまして』

　こいつは有能なやつなのだが、結構いい性格をしている。

『お前、自分が誰の秘書か忘れてるだろ？』

　スーッと目を細めてそんな皮肉を口にすれば、長谷川はフッと微笑した。

『匡さまの秘書ですが、会社のトップは社長ですので。それに、私が伝えては璃子さんに会う喜びが半減するでしょう？』

　親父も璃子のことをどう長谷川に話したのか？　絶対に俺の女だと思ってるだろ？

『妹に久々に会うようなものだ。別に特別なことじゃない』

　冷淡に返すが、こいつは楽しげに俺を弄る。

『それにしては今朝、恋人のように見えましたけどね』

　ニヤリとする長谷川の発言にギョッとした。

『恋人って……。俺はあいつのオムツだって替えたことがあるんだぞ』

『女の子の成長は早いんですよ。それに、六歳差なら充分恋愛対象です』

　恋愛対象……って、それは今二十二歳の子に会えばの話だ。ずっと妹のようにかわいがってきた璃子を女として見ろと言われても、頭が自然とこいつには手を出すなって線引きする。

　それを言っても長谷川には理解できないだろう。

　彼の決めつけに反論する気も失うせた。

『お前は……璃子に関してなにか知っているのか？』

　うちの家族にしろ、こいつにしろ、俺と璃子をくっつけようと画策しているような気がする。

　だが、なぜ今なのだろう。

『なにかとは？』

　微かに首を傾げる長谷川をじっと見据える。

　これは……なにかを知っている目だ。だが、きっと親父に口止めされていて、問い詰めたところでなにも話さないに違いない。

　実は今朝役員会議の前に親父に『どうして璃子を俺のところに寄越したんだ？』と尋ねたら、璃子は料理上手だから美味しい料理を作ってくれるとか、あんな美人が家にいるなんて羨ましいとか、微妙に論点をずらし、答えをはぐらかした。

　そもそも今日の接待がなくなったのがおかしい。俺の代わりに専務あたりが対応しているのではないだろうか？

『いや……知らないならいい』

　小さく頭を振って、パソコンの電源を落とす。

『お前のアドバイスに従って家でゆっくりするよ』

　胸の中がスッキリしないが、ここはみんなの策に乗ってやろうじゃないか。

『土日はどこか遠出でもされてはいかがですか？』

　長谷川の言葉に顔をしかめた。

『ふん。余計なお世話だ。好きに過ごすさ。週末までお前に管理されたくない』

　その後、長谷川に社用車で家に送ってもらっていると、自宅マンション近くで璃子を見つけた。

『長谷川、ここでいい』

　道路脇に車を停めてもらい、シートベルトを外したら、長谷川が俺に白い封筒を差し出した。

『これ、社長からです』

『なんだ、これ？』

　封筒を受け取りながら尋ねたら、彼はニヤリとした。

『温泉のペア宿泊券です。ちなみに、明日の日付で宿泊予約しているので、必ず行ってくださいね』

　親父と長谷川のふたりに殺意を覚える。

『いらん。俺は好きに過ごすと言ったはずだ』

　突き返すが、こいつは受け取らず、俺の言葉をスルーして笑顔で告げた。

『では、また月曜日にお迎えに上がります』

　これ以上言い返しても無駄だと思い、ムスッとしながら封筒をスーツの内ポケットに入れて車を降りる。

　璃子の後を追ってスーパーの中に入ると、彼女は野菜売り場にボーッと立っていて、ちょっと驚かせてみたくなった。

　だが莉子に声をかけたら予想以上に驚かれて、逆にこっちがビックリした。

　ふらついて倒れそうになるし、おまけにマスクまでしていて、体調でも悪いのかと心配になる。

　じーっと璃子を見ていたら、彼女の声が聞こえてハッとした。

「……く、匡、メインのおかずはなにがいい？」

「おかず？　……ああ、昼間天ぷらだったから、こってりしてないのがいいかな」

　そう答えたら、彼女がブツブツ言いながら野菜をカゴに入れていく。

「うーん、じゃあお刺身とかかな。それに厚揚げ豆腐、あとほうれん草の胡ご麻ま和あえか酢の物つけて……」

「刺し身ならマグロかブリがいいな」

　璃子の手からカゴを奪うと、彼女は少しはにかみながら礼を言った。

「あっ、ありがと」

　その表情が珍しくしおらしいと感じたのも束の間、彼女は調理酒や胡麻油、醤しょう油ゆ、みりんなどガラス瓶の重いものを次々とカゴに入れていく。

「重い！　お前、入れすぎ」

　片手だと手が千切れそうだ。

　顔を歪ゆがめて文句を言ったら、彼女は腰に手を当てて俺をじっとりと見た。

「匡の家に調味料がないのがいけないんじゃない」

　逆ギレかよ。

　こういう時の彼女には歯向かってはいけない。なぜなら小一時間平気で俺に説教するから。

「あー、はいはい」

　聞き流して、黙って荷物持ちに徹する。

「ねえ、私がお世話になってる大学の先生が匡の高校時代の先輩らしいんだけど、知ってる？」

　俺の……先輩。あー、直が前に久野先輩の話をしてたっけ？

「久野さんのことか？」

　璃子の目を見て答えたら、彼女は大きく頷いた。

「そう。今日先生に直くんのお兄さんのところに居候してるって話したら、先生が匡のこと知ってたから、ちょっとビックリしたの」

「お前、一応嫁入り前の娘なんだから、誰にでも話すな。変な噂うわさが立ったらどうする？」

　注意するが、璃子は反省するどころか俺をからかった。

「匡ってうちのお父さんでも言わないこと気にするんだね。考え方古くない？」

「お前ねえ、もうちょっと世間体とか気にしろ」

　溜め息交じりにそう返せば、彼女は自分ではなく俺のことを考える。

「あっ……匡の立場が悪くなるか」

「俺はいいんだよ。自分の心配をしろって言ってる」

　ポンと璃子の頭を叩けば、彼女は屈託のない笑顔を見せた。

「でも、私の心配は匡がしてくれるから」

　この天使のような顔を見ると、怒りたくても怒れない。

「ったく、俺はいつまでお前の心配すればいいんだ？」

　俺のボヤキに璃子はクスッと笑う。

「そうねえ。私の次の誕生日までかな」

「今年のクリスマスイブまでか。でも、お前平気で延長しそう」

　横目で璃子を見れば、彼女は力いっぱい俺の背中を叩いた。

「私の誕生日を覚えてるなんて、偉いぞ、匡」

「痛てっ。イブが誕生日だから忘れないんだよ。お前も毎年しつこくプレゼントくれって言ってくるし。で、今年はなにが欲しいんだ？」

　本人の希望を聞いたら、彼女はその綺麗な漆しっ黒こくの瞳を翳かげらせ、数秒黙り込んだ。

「璃子？」

　気になってその顔を覗のぞき込むと、彼女は顔を上げてニッコリと微笑む。

「一日匡を私のものにする券」

「なに？　その子供が作る肩叩き券みたいなのは。お前、すでに京介を手玉に取ってるじゃないか」

　俺がそう指摘したら、彼女はキラリと目を光らせた。

「私って猛獣を飼い慣らしたい願望があって、俺様な匡を従わせてみたいと常々思っていたのよね」

　さっき一瞬、その瞳が翳った気がしたからなにか璃子の様子がおかしいと思ったのだが……。俺の考えすぎか？　今は元気だ。

「ふん。お前に飼い慣らされてたまるか」

「あら、自分は実はドＳじゃなくて、ドＭだったって気づくかもよ」

「誰がドＭだ。俺は京介じゃない。で、本当はなにが欲しい？」

　くだらない話はそのくらいにして、璃子の望みのものを聞き出そうと再度確認する。

「うーん、ハンドクリームかな。家事をすると手が荒れちゃうから」

　白い手を見せる璃子を見て、俺は軽く溜め息をついた。

「また難しいものをねだるな。ハンドクリームなんてなにを買っていいのかわからない」

　ある意味、アクセサリーを選ぶよりも厄やっ介かいだ。

　困惑してそう返せば、璃子は楽しそうに笑う。

「だろうね。知ってたらビックリだよ」

「別のものにしろよ」

「じゃあ、やっぱり匡を私のものにする券かな」

　俺の腕を掴んで抱きついてくる彼女に向かってフッと微笑する。

「お前はふざけすぎ」

「だって、今、欲しいものがないの。だから、プレゼントはいいよ」

　璃子の言葉に耳を疑った。

　毎年、クリスマスプレゼントと誕生日プレゼントのふたつを要求してきたくせに。

「はあ？　なんかお前の発言が怖い。後ですごく高いものを要求しないだろうな？」

　俺がスーッと目を細めて突っ込んだら、彼女は曖昧に答えた。

「ふふ。どうだろうね」

　それから買い物を済ませて家に帰ると、璃子はすぐに料理の準備に取りかかる。

「ご飯炊き上がるのに一時間くらいかかるから、お風呂でも入ってきたら？」

「ああ。そうする」

　冷蔵庫の前にスーパーの袋を置き、寝室に行ってまず部屋着に着替え、スマホを手に取った。

「あいつは璃子のことなにか知ってるんだろうか」

　時刻は午後六時四十分。ニューヨークはまだ午前五時前だ。

【元気か？　最近璃子に会ったらバッサリ髪を切っていたんだが、お前なんか聞いてる？】

　京介にＬＩＮＥを送ったら、彼はもう起きていたのかすぐに既読がついて、返信が来た。

【え？　初耳だ。璃子の写真ないのか？】

　どうやら彼はなにも知らないらしい。

【そんなのいちいち撮るかよ。知らないならいい。じゃあな】

　璃子の話となると長くなりそうだったからそう返してＬＩＮＥを終わらせようとしたのに、京介はまたメッセージを送ってきた。

【匡、璃子の写真撮って送ってくれ。最近、璃子のメッセージの文面が冷たいんだ。ひょっとして職場で恋人ができたんじゃあ……】

　彼のシスコンぶりは相変わらず。

【俺は忙しいし、璃子にあんまりしつこくすると嫌われるぞ】

　突き放すような文面を送って、スマホをベッドサイドのテーブルに置く。

　立て続けにメッセージが届いてピコピコ鳴っていたが無視した。

　どうせ京介だ。もう付き合っていられない。

　それに、少し状況がわかった。

　京介は璃子が髪を切ったことも、大学を留年したことも知らない。

　多分、知らせたら京介が心配して日本に帰国すると思っているからだろう。

　胸に広がるこの不安はなんだ？

　なにかあるのは確かなのに、誰も俺に話してくれない。

　頭の中は璃子のことでいっぱいだ。

　そういえば、親父が温泉宿の宿泊券をくれたんだっけ。

　週末彼女と一緒に過ごしてじっくり様子を見たらなにかわかるかもしれない。どうせ使わなかったら親父と長谷川が文句を言うだろう。

「……仕方がない。家族サービスするか」

　璃子は血の繋がりはないが、俺の身内同然。

　さっきスーパーで誕生日プレゼントの希望を聞いた時の彼女の表情が忘れられない。

　笑っていたけど、どこか寂しそうな目をしていた。なぜだ？

　去年の誕生日は『大人なものがいい』と普段化粧をしないくせに、口紅と香水をねだられた。

　今年もそれに近いものを要求されるかと思ったのに、『一日匡を私のものにする券』などと言い出して、わけがわからない。

　シャワーを浴び終え、キッチンへ向かうと、豚汁のいい匂いがした。

　キッチンに立つ璃子を見て、なんだかホッとする。

　料理はうまいし、美人だし、いい嫁さんになるだろうな。

　だが、俺が認めない男には彼女をやりたくない。

　俺も……京介に負けないくらいシスコンなのかも。

　鍋をかき混ぜていた璃子が俺の気配に気づいて振り返る。

「いいタイミング。もうすぐできるよ」

「なにか手伝うか？」

　俺がそう声をかけたら、彼女はキッチンカウンターを指差した。

「じゃあ、酢の物とお刺身、あと小皿テーブルに並べておいて」

「了解」

　言われるまま料理を並べると、豚汁の方もでき上がったようで、彼女はお椀によそってテーブルに置いた。

「おっ、根菜たっぷり。うまそう」

　豚汁を見てそんなコメントをしたら、彼女は自信満々に言った。

「うまそうじゃなくて、うまいわよ。匡のは大根いっぱい入れておいたからね」

「サンキュ」

　実は大根は大好物なのだが、ひとり暮らしをしているとあまり口にしない。

　とびきりの笑顔で礼を言ったら、璃子は嬉しそうに頬を緩め、ご飯もテーブルに並べる。

「さあ、召し上がれ。お代わりたくさんあるよ」

　ご飯は湯気が立っていて艶があった。見ただけで美味しいのがわかる。

　いただきますをして、まず豚汁から食べ始める。

「確かにうまい。日本人でよかった」

　実家に帰らないと味わえなかった料理に心も和む。

「おばさまに教えてもらったんだ。お袋の味だよ、匡ちゃん」

　暗に〝私に感謝しろ〟と璃子は言っているのだ。

　だが、うちのお袋に料理を習ってくるなんて、俺を喜ばせようと頑張ったんだな。ここは褒めてやらないと。

「その匡ちゃんってやめろよ。でも、ご飯も炊き立てでうまい。普段、会社で出される弁当は冷めてるし、揚げ物が多くて飽きるんだよな」

「ふふ。喜んでくれてよかった。匡はちゃんと感想言ってくれるから作り甲斐があるよ」

「京介だって褒めるだろ？」

　璃子が出したものなら、食べる前から美味しそうって連呼しそうだ。

　だが、璃子はムスッとした顔で首を左右に振る。

「全然。お兄ちゃんはいつも製図に没頭してて、せっかく作ってもすぐに食べないの。もうね、そこが許せない」

「あいつにはカップ麺でも食わせておけば？」

　俺の提案に璃子は悪戯っぽく目を光らせた。

「それいいね。きっと器に移したら、私の手作り料理だって勘違いすると思うよ」

「言えてる」

　璃子と目を合わせて笑い合う。

　ご飯と豚汁をお代わりすると、お腹も満たされ、心もリラックスしてきた。

　食卓が明るい。弟がここに来てもそう感じることはないのに、やはり女の子がいるからか家が華やぐような気がする。

　璃子が実家に遊びに来ると、親父がいつもそれと似たようなことを口にしていたのだが、俺も同じように感じるのは年を取ったということなのだろうか。

　大学卒業後にひとり暮らしを始めて、自由を謳おう歌かしてきた。だが、最近はこのマンションに帰って寝るだけの生活に虚しさを感じるようになった。

　実家が賑やかだったせいもあるかもしれない。

　京介や璃子がよく出入りしていて、うちで一緒に食事をすることが多かった。

　京介たちの両親は共働きであまり家にいなかったからな。

　夕飯を食べ終えると、璃子の目がトロンとしてきて、彼女の肩をトンと叩いた。

「片付けは俺がやるから、璃子は風呂に入ってこいよ」

　気遣ってそう声をかけると、彼女は欠伸あくびをしながら返事をした。

「あふ……ありがと。ちょっとソファで休んでからお風呂入る」

　璃子はリビングに移動し、ソファにゴロンと横になる。

　休む前に風呂に入ればいいのに。絶対にそのまま寝そうだな。

　そう思ったけれど、言うのはやめた。

　多分環境が急に変わって疲れているのだろう。朝も思ったが、食欲もあまりなさそうだ。夕飯も俺の半分も食べなかった。

　正月に会った時と違って、顔色が悪いし、昨日だってちょくちょく寝ていた。

　食洗機に皿を突っ込んで片付けを済ませたら、案の定、彼女はソファで眠り込んでいた。

　子供のように無邪気な寝顔。

「寝顔は天使なんだけどな」

　彼女を見てフッと笑う。

　せっかく気持ちよさそうに寝ているのに起こすのは可哀想だ。

　璃子をそっと抱き上げて俺のベッドに運ぶ。

　布団をかけてやると、眠る彼女の額に手を当てた。

　ホント、なんで俺のところに来たんだろう。

　俺の前では元気に振る舞っているだけに心配になる。

　だが、本人やうちの家族に聞いたところで、本当の理由は教えてくれない。

　俺自身が答えを見つけるしかないのだ。

　璃子にはいつも元気で笑っていてほしい。今日スーパーで見たような寂しい顔なんて見たくない。

「豚汁うまかった。ぐっすり眠れ」

　囁ささやくように言って、ベッドサイドに置いたスマホを手にリビングへ――。

　ソファに座り、テレビを見ながら、明日璃子と出かける場所をスマホでリサーチする。

　温泉でリラックスすれば、少しは璃子も元気になるだろう。

　その後、仕事関係のメールを処理すると、眠気が襲ってきた。

「明日は遠出するし、そろそろ休もう」

　璃子がいるから、今夜もソファに横になろうとしたけど、やめた。

　ソファは狭くてしっかり寝た気がしないから疲れも取れない。

　寝室のベッドはキングサイズなので、ふたりでも余裕で寝られる。それに、璃子が小さい頃は一緒に雑ざ魚こ寝ねしたことがあるから、同じベッドで寝ても問題ないだろう。

「俺も……寝よ」

　洗面所で歯磨きを済ませると、欠伸をしながら寝室に行き、自分のベッドで眠りについた。










ふたりだけの旅行




「……ん」

　寝返りを打ったら、なにかにぶつかって、目が覚めた。

　目の前には大好きな人の顔。

　あれ？　なんで匡が？　私、夢でも見てる？

　寝ぼけているのかと思って何度も目を瞬くが、状況は変わらない。

　え？　ええ～！

　声にならない悲鳴をあげる私の身体を匡がギュッと抱きしめる。

「……長谷川、今日はフレックス」

　彼の声でハッと息を止めた。

　寝言……か。私を枕と間違えてる？

　じっと匡を見つめるが、彼が目を開ける気配はない。

　なんで匡と一緒にベッドに寝てるの～！

　昨日ご飯作って食べて……それからどうしたっけ？

　げげっ、……記憶がない。

　サーッと顔から血の気が引いていく。

　どうやって匡の腕から抜け出そうかと思案していたら、彼が私の胸に顔を埋めてきて石化した。

「……柔らかくて気持ちいい」

　ちょっ……ちょっと。これ……どうすればいいの～！

　パニックになる私。

　普通ならゲンコツで殴るところだが、この状況は初めてでうまく対処できない。

　なにもできずにいる私の服の中に匡は手を入れてきた。

　ギャギャ～、肌に直接触れてる～！

「……あ～、温ぬくい」

　ゴニョゴニョ寝言を言いながら至福の笑みを浮かべる匡。

　こやつ、わざとやっているのではないだろうな？

　そんな疑問を抱いたその刹那、彼の手が背中からお腹に移動し、慌てて叫んだ。

「この変態！」

　匡の頭を思い切り叩けば、彼が「痛いっ」と声をあげてゆっくりと目を開ける。

「な、なんなんだ？」

　なぜ叩かれたのかわからず頭を押さえながら私を見る彼をじっとりと見て、お腹を押さえながら猛抗議した。

「なんなんだ？じゃないわよ！　私で暖をとるな！　それに、なんで匡がいるのよ！」

「……ん？　ここ、俺のベッド」

　乱れた髪をかき上げながらボソッとした声で答える彼に対し、声を荒らげた。

「そんなことを聞いてるんじゃない！　じゃあ、なんで私は匡のベッドで寝てるの？」

「お前がソファで寝るから邪魔だったんだよ。夜中リビングでエロ動画見られないからな」

　匡の返答を聞いて、顔を思い切り歪めた。

「うわー、最低」

「お前の基準で言えば、世の中の成人男性はみんな最低ってことになるな。京介だって、直だってエロ動画くらい見てる」

　目がはっきり覚めたのか、匡はそういう話題に拒絶反応を示す私を楽しげにからかう。

　あ～、そんな話、知りたくもない。

「じゃあ、匡がソファで寝ればいいじゃない！」

　成人男性の話題は無視して反論するが、彼はおもしろそうに言い返した。

「ソファじゃあゆっくり眠れない。お前も一緒のベッドで寝たくらいで騒ぐな。昔はよく雑魚寝しただろう？　キャンプした時は、一緒のテントでも寝たじゃないか」

　私が小学生の頃の話を持ち出してこないでよ。

「そ、それは私が子供だった頃の話でしょう？　今は大人なんですけど」

　狼狽えながら文句を言う私を匡は軽くあしらい、ベッドから抜け出す。

「あー、はいはい」

「ねえ、ベッド、お客さん用に一個買ったら？」

　もう二十歳を過ぎているのに子供扱いされて胸がチクッと痛んだが、そのことは顔に出さず匡に提案する。しかし、彼は首を縦に振らない。

「買わない。俺は客を呼ばない主義」

「じゃあ、私はこれからどこで寝ればいいの？」

　ソファがダメなら寝る場所がない。

「さあ？　お前が勝手にうちにやってきたんだろ？」

　私の質問に冷淡に答える彼。

「それはそうだけど……」

　突き放すように言われて、強く言い返せなかった。

　そう。私が匡の許可なく転がり込んだのだ。

　どこか空いている部屋の床にでも寝ようかと思案していたら、匡が軽くストレッチしながら言った。

「別にこのベッドで一緒に寝ればいいんじゃないか？　充分広いし。なにか問題でも？」

　え？　このベッドで一緒に寝るの？

　それはマズイんじゃないの？と言い返そうとしたが、考えてみたら匡は私のことを女と思っていないのだ。ここでムキになって反論してもきっと変な顔をされるだけ。

　胸がズキッと痛むのを感じて、彼から目を逸らす。

「……ううん、いい」

　曖昧に答えてシャワーを浴びに行こうとベッドを出た私を、彼が「璃子、お前約束忘れてないだろうな？」と呼び止めた。

「約束？」

　匡の方を振り返って首を傾げたら、彼はいつの間にか背後にいて私の肩に顎をのせてきた。

「朝食はサバの味噌煮」

　ちょっと駄々っ子のような口調に思わず噴き出す。

　ああ、その約束ね。サバの味噌煮なら昨日すでに作ってある。

「大丈夫。私、記憶力いいから」

　バシッと彼の顔を叩こうとしたら、あっさりかわされた。

「覚えてるならいい。俺、シャワー浴びてくる」

　寝室を出ていこうとする匡の服を掴んで、引き止める。

「ちょっと待った。匡は昨日浴びたでしょう？　私、まだ浴びてないの。私が先よ」

「お前、誰の家だと思って……」

　そう言いながら、彼は身を屈めて私の髪の匂いをクンと嗅ぐ。

「ちょっと匂い嗅がないでよ！　あんたは動物か！」

　ツッコミを入れる私を見て匡がニヤリ。

「お前の髪の毛、豚汁の匂いがする」

　豚汁って……。汗臭いって言われるよりはマシだけど、なんだかお母さんみたい。

　ショックを受ける私を楽しげに眺め、彼はポンと私の頭を叩く。

「早く浴びろよ。朝食食べたら出かける。一泊分の着替えを用意しとけ」

「え？　出かけるってどこに？」

　匡の言葉に驚いて聞き返したら、彼はフッと微笑した。

「行き先は内緒。親父がお前のために温泉宿予約したんだよ」

「おじさまが？」

「そう。お前、実の息子より愛されてるな」

　わ～、おじさまに気を使わせちゃったな。

　でも、匡とふたりで温泉って初めて。すごく嬉しい。

　匡はめんどくさがり屋だから、自分から温泉行こうなんて言わないだろうし。

「おじさまに後でお礼言わなきゃ」

　嬉しくてついつい笑顔になる私を彼は急かす。

「そんなことより早くシャワー浴びて、メシ」

「はいはい」

　ニコニコ顔で返事をすると、素早くシャワーを浴びて朝ご飯の準備に取りかかる。

　昨日の残りの豚汁と、サバの味噌煮に玉子焼き。

　匡は体育会系の男子みたいにお代わりして、二合あったご飯を食べ尽くした。

　私も温泉に行けると知って上機嫌だったせいか、いつもより食が進んだ。

　そんな私を見て、匡が少し安心した表情になる。

「食欲なかったのは一時的なものか？」

「引っ越しでちょっと疲れが出たせいよ。気にしないで」

　匡に怪しまれないよう明るく笑ってみせた。




　片付けをふたりで済ませると旅行の支度をして、マンションの地下の駐車場に行く。

　時刻は午前十時十分。

　匡の車は高級ドイツ車のセダンで、色は白だ。

　匡は運転席に、私は助手席に乗ってシートベルトを締める。

　革のシートで座り心地は最高。

「この車乗るのお正月以来だな。匡は車でデート行ったりしないの？」

　カーナビの設定をする彼にそれとなく恋人がいないか探りを入れれば、彼は悩むことなく即答した。

「ないな。女とドライブ行くなら、ひとりの方が気楽。気を使う必要ないからな」

〝女〟という表現をするということは、特定の恋人は今いないのだろう。

「匡でも気を使うんだ？」

　フフッと笑って匡をからかうと、彼はムスッとした顔をする。

「お前、俺をなんだと思ってる？」

「俺様な匡ちゃん」

　匡をじっと見据えて弄れば、彼は軽く溜め息をついた。

「お前ねえ」

「だって寝言で『長谷川、今日はフレックス』って言ってたよ。いろいろ無茶言って長谷川さんを困らせていない？」

　そう尋ねる私に、彼は悪びれた様子もなく言い返す。

「あれは俺がなにを言っても動じない」

「匡、自分の周囲にいる人は大事にしなきゃいけないよ。それに、自分の彼女だって大切にしなきゃ、一生独身よ」

　チクリと言ってやったが、彼は開き直った。

「独身で結構」

「だったら、寂しい老後を過ごしてね」

　そんな皮肉を口にすれば、匡は「好きにするさ」とサングラスをして車を発進させる。

　彼の横顔を見て、ドキッとした。サングラスをしている匡もカッコいい。

　じっと見入っていたら、彼に突っ込まれた。

「そんなに俺を見据えて……。俺の顔になにかついてるのか？」

　匡は正面を向いて運転しているが、私の視線を感じたのか眉をひそめている。

　彼の質問に内心慌てつつも、平静を装った。

「ううん。匡って相変わらずいい男だなって思って」

　わざと笑って本当のことを言う。どうせ彼は信じないから、下手に嘘をつくよりいい。

「気持ち悪いこと言うなよ。なにか欲しいものでもあるのか？」

　眉根を深く寄せる匡を見て、クスッと笑みを浮かべながら返した。

「匡、その質問、おじいちゃんみたい。おじいちゃんて、孫によく欲しいもの聞くじゃない？」

「おじいちゃんって……」

　匡が私の発言に絶句するので、大笑いした。

　彼といると楽しくて、嫌なことをすべて忘れる。しかも、ふたりきりで旅行。匡と週末ずっと一緒にいられるなんて幸せ。

　そんなやり取りをしているうちに、だんだん眠くなって瞼が重くなってきた。

「璃子、シート倒して寝ろよ」

　匡に優しく声をかけられ、「うん」と素直に座席を倒して目を閉じると、彼がジャケットをかけてくれた。

　気づけばそのまま眠ってしまい、匡に身体を揺すられて目が覚める。

「……ん？　もう着いたの？」

　目を擦りながら尋ねたら、彼はシートベルトを外しながら答えた。

「いや。まだ宿には着いていないが、観光がてらお昼にしよう」

「観光……お昼……」

　目の前には『伊い豆ず金きん山ざん』と書かれた看板があり、その横に休憩所のようなお店が何軒か並んでいる。

　どうやらいつの間にか伊豆に着いていたらしい。

　腕時計を見れば、時刻は午後一時を過ぎていた。

　ふたりで車を降りて、近くの店に入る。

　金にちなんだ土産物が並んでいるが、彼はそれに目もくれず、奥にあるレストランに向かう。

　土曜日だからか家族連れがちらほら。だが、混み混みではなく、落ち着ける雰囲気。

　窓際の席に向かい合って座ると、店員さんが水とメニューを持ってきた。

「お前、ぐっすり寝てたな」

　メニューを受け取った匡が私に目を向ける。

「天気もいいせいか、すごく眠くなっちゃって。あと、匡の運転がうまいのもあるかも」

　彼が運転していると急ブレーキもないから、安心してつい寝てしまう。

「俺だからいいが、他の男の車に乗る時は注意しろよ」

　保護者面で言う彼に向かってニコッと笑ってみせた。

「大丈夫。私しっかりしてるから」

　うちの家族と匡の家族以外に送迎を頼んだことはないし、飲み会があってもお酒は控えている。だが、匡は納得しない。

「自分で言うか。お前みたいなのが一番危険なんだよ」

　テーブルに片肘をついて私をじっと見据える彼に、眉間にシワを寄せて噛みついた。

「どこが危険なのよ？」

「お前、顔だけはいいからな。送っていくと言われても断れよ」

　これは一応褒められているのだろうか。でも、私のことを心配しているのは確かだ。

「顔だけはいいって失礼ね。心も優しいわよ。天使みたいって同級生によく言われる」

　表情を和らげてそう言い返したら、匡にスルーされた。

「お前なに食べる？」

　メニューを見つめる彼に文句を言う。

「ちょっと無視しないでよ」

「お前の話に付き合うと、いつまで経ってもメシが食えないだろうが。俺、しらす丼にする」

　何事も即決タイプの彼は早々に決めると、椅子の背にもたれかかり長い足を組んだ。

　しらす丼、いいチョイスだと思う。

「私も同じのにする。せっかく伊豆に来たんだもん」

　店員さんにしらす丼を頼み、窓からの景色を眺める。

　そばに海もあって、一日ここでボーッとしていたくなる。

　遠出したのも久しぶりだもんね。

「匡は今日用事なかったの？　ジムとか行きそうなのに」

「家族サービスってところだな。だが、たまにこんな風に出かけるのもいいかも。最近忙しかったから」

　副社長だし、おじさまを支えるために夜遅くまで仕事してるんだろうな。

　匡は御曹司ではあるけど、副社長になったのは彼の努力と実力によるものだと思う。おじさまの話では匡が経営に加わってから事業も拡大し、業績も右肩上がりらしい。

「お父さんは大変ですね」

　おどけて言うと、彼はわざとらしく溜め息をついて自分の肩を叩く。

「そう。俺、めちゃくちゃ大変なんだよ。後で璃子に肩叩きでもしてもらおうかな」

「そこはお小遣いの額次第かな？」

「幼馴染から金取るのかよ……って、あっ忘れてた」

　匡はズボンのポケットから財布を取り出し、カードを一枚抜いてテーブルの上に置く。

「これ、お前用のクレジットカード。食費や日用品買う時はこれ使え」

「え？　そんなのいいのに」

　クレジットカードなんて受け取れない。

　匡に返そうとするも、強い口調で断られた。

「お前、スーパーで食料品や日用品を買うだろ？　学生に俺の生活費を払わせるわけにはいかない。俺の家にいるつもりならこれを使え」

　つまり私が彼の家にいる条件ってことか。でも、彼の言い分も理解できる。

「じゃあ、生活費だけ使わせてもらうね」

　クレジットカードを受け取ると、彼はコクッと頷いた。

「ああ。まあ好きに使え」

　二十分ほどでランチを済ませると、匡が入場料を払って、店のそばにある金山を見学する。

　ここは佐さ渡どに次ぐ金山で、六十トンもの金が産出されたらしい。坑こう道どうの一部が公開されていて、ところどころに鉱夫の人形が置かれ、当時の作業の様子がよくわかる。

　三十分ほど見学すると、隣の敷地で砂金採り体験している人たちの姿が目に飛び込んで来た。

「匡、私、砂金採りやってみたい」

　匡の袖を引っ張っておねだりすると、彼はクスッと笑った。

「お前、子供みたいだな」

「砂金採り体験したことないし、ここはするっきゃないでしょ」

　ニコニコ顔で主張する私に彼は呆れ顔。

「直なら素通りするのに、お前って面倒くさい」

「あら、私の育ての親のひとりは匡だよ」

　とびきりの笑顔で言い返すと、彼は額に手を当てボソッと呟いた。

「……ホント、面倒くさい」

　嫌そうな顔をしても、匡はここでも入場料を支払って私に付き合ってくれた。

「砂金採れなかったら、お前になにか金のアクセサリーを買わされそう」

「それいいね。やっぱ手ぶらで帰りたくないもの」

　そんな会話をしながら砂金採りの施設の中に入ると、二十メートルほどの幅の大きな水槽があって、その底には砂が入っていた。

　係員の説明を受け、パンニング皿という砂金を選よりわけるプラスチックの皿を受け取る。

　制限時間は三十分。匡と並んで皿に砂をすくい、ゆっくりとゆすりながら捨てていく。

　自分ではかなり慎重にやっているつもりなのに、なかなか砂金は見つからない。

「あ～、金がない」

　本当に砂金なんてあるの？

　ハーッと溜め息をつきながら匡の皿に目を向けると、金色の小さな粒がふたつのっていた。

「うわ～、匡すごい。もう見つけたの？」

「水槽の中で皿を動かして、中の砂を捨てただけ。金は砂より重いから皿に残る。意外と簡単だな、これ」

　彼は得意になることもなく、淡々と作業を続ける。

　私も負けていられない。次、頑張ろう。

　だが、何度トライしても砂金は一向に見つからない。一方、匡は十粒も採れていた。

　二十分ほど経過したところで、身体が疲れてきて思わずしゃがみ込んだ。

「璃子？　もう疲れたのか？」

　匡が私を気遣うように声をかけたので、ハッとして言い返した。

「違う！　集中力を高めてるの」

　本当は疲れているが、彼に心配はかけたくない。

　これくらいでバテてなんかいられないわ。せっかく匡と一緒に来たんだもの。なんとしてでも見つけたい。

　そう自分に言い聞かせ、五分ほど休んでから再び作業を開始する。

　残り時間はあと五分。

　気合いを入れ直して皿で砂をすくうと、匡が私を見てハハッと笑った。

「お前、目が血走ってないか？　もっと無心になれよ」

「嘘？　そんな血走ってる？」

「なにかに取り憑つかれたような顔になってるぞ」

　匡のコメントに沈黙する私。

「ほら頑張れ。せめて一粒くらいは取れよ」

　彼に励まされ、コクッと頷き、パンニング皿をゆすって砂を捨てていく。

　すると、金の粒がふたつ見えた。

「あ～、やっと採れた！」

　思わず歓声をあげる私を見て匡がニコッとする。

「最後に採れてよかったな」

「うん」

　満面の笑みを浮かべ、自分が採った砂金をじっと見つめる。

　すっごく嬉しい。

「匡、これキーホルダーとかにできるんだって」

「じゃあ、俺のと合わせてキーホルダー作れば？」

　匡の提案に興奮気味に返事をした。

「わ～、匡大好き。ありがとう！　半分こして一緒に作ろうね」

　どさくさ紛れに本当の気持ちを口にすると、匡はひどく脱力した顔をした。

「現金なやつ」

　やっぱり信じないと思った。

　でも、言ってちょっと胸の中がスッキリしたかも。

　ずっと気持ちを溜め込んでいると、そのうち寝言で言ってしまいそうだったから。




　その後、採った砂金でストラップを作る。

　ハート、花、クローバー、星、月などの型から好きなのをひとつ選べたので、匡は月、私はクローバーにして早速スマホにつけた。

　いいお土産ができた。

　それから近くの海岸を散歩していたら、急に空が真っ暗になって雨が降り始めた。雷も遠くで鳴っている。これはどしゃ降りになりそう。

「早く車に戻るぞ」

　匡は着ていたジャケットを脱いで私の頭に被せると、私の手を掴んで走りだす。

　急いで車に乗るが、久しぶりに走ったせいか呼吸が苦しい。

　何度息を吸っても空気が……足りない。

　胸に手を当て、呼吸を整える。

　お願いよ。治まって。お願い！　このままじゃ匡に変に思われる。

「璃子、濡れただろ？　このタオル使え……って、璃子どうした？」

　後部座席にあるバッグからタオルを出した匡が、私の様子がおかしいのに気づいて表情を変える。

「さ、最近……運動不足で……ちょっと走っただけで息が上がるの。もう年かしら？」

　呼吸がだいぶ落ち着いてきて笑ってそうごまかしたら、彼は数秒じっと私を見つめて、タオルを私に押しつけた。

「そんな年じゃないだろ？　これで拭いとけ」

「うん。急に降ってきてびっくりしたね」

　彼からタオルを受け取り、濡れた服を拭く。

　これから走る時は注意しなくちゃ。ただでさえ怪しまれているのに、変に思われる。

「ああ。激しくならないうちに移動しよう」

　すぐに車を発進させて、峠の道を走っていたら、崖が崩れていて……。

「参ったな。ここ迂う回かいするとかなり時間かかるんだよな」

　匡は道が土砂で塞がれているのを見て表情を曇らせる。

「しかも大降りになってきたね」

　じっと前を見据えて言うと、真剣な顔で呟いた。

「この降り方はマズイ……な」

　匡は車をバックさせ、もと来た道を戻る。

「さっき通った時、ラブホが見えた。ちょっとそこに立ち寄ろう。もっと雨がひどくなるかもしれない」

　思わぬ彼の発言にギョッとするが、この状況では仕方がない。道路のコンディションが悪いし、このまま走り続けるのは危険だ。

　十分ほど車を走らせていると、お城のような形をした建物が見えてきた。

　かなり古くて、廃ホテルみたい。

【ご休憩三時間三千円】という看板がかかっているのを見て、ゴクッと唾を飲み込む。

　大丈夫、ちょっと休むだけだ。それに、匡は私を抱く気なんてこれっぽっちもない。

　そう自分に言い聞かせているうちに、車はホテルの中に入っていった。

　車で来るのが前提なのか、駐車した場所の奥にドアがあった。

　造りからして普通のビジネスホテルとは違う。

「おい、なにボーッとしてる？」

　匡に声をかけられてハッとする。

　慌ててシートベルトを外して車を降りると、彼も降りてきて迷いなくドアを開けた。

　……どうやら廃ホテルではないらしい。

　靴を脱いで部屋に上がると、コインパーキングにあるような料金の精算機が置かれていた。

　受付とかないんだ。まあ、このシステムなら気兼ねなく入れるよね。

　でも、私と匡は恋人ではない。幼馴染で、今は居候で、彼の家政婦のようなもの。

　どうしよう。心臓がバクバクしてきた。

　精算機の奥にはソファがあって、奥には丸いベッドがある。

　そしてその奥が浴室になっているのだが、お風呂の壁は透明のガラスで外から丸見え。

　初めてラブホに入った私にはあまりに衝撃的で、声が出なかった。

　だが、「あ～、ひどい目に遭った」と匡は平然とした様子でソファに腰かけ、スマホをいじりだす。

「明日の朝までこの雨は続くな。残念だが、温泉は諦めるしかない」

　天気予報を見ていたようで、彼は軽く溜め息をついた。

　ここに朝までいるの？

「璃子、服が濡れたし、先にシャワー浴びて……」

　匡がなにか言っているが、パニックになっているせいで頭に入ってこない。

　ええ～、ラブホに匡と泊まるの～！

「……子、璃子！」

　いつの間にか匡が目の前にいて、デコピンされた。

「い、痛い！　ちょっとなにするの！」

　額を押さえて怒ったら、彼は私を見てフフッと笑った。

「お前、なに緊張してんの？　ひょっとしてラブホ来たの初めてか？」

「な、なに言ってんの！　何百回も来てます」

　激しく狼狽えながら言い返したものの、私の動揺は彼にはバレバレ。

「学生が何百回もねえ。よく金が続くな」

　ニヤニヤする匡が憎らしい。

「うるさい！　匡には関係ないでしょ！」

　ムッとする私の頭を彼はポンポン叩く。

「あー、はいはい」

「またそうやって邪険な扱いする」

　ギロッと睨む私に、匡は今度は優しい目で声をかけた。

「さっきの雨で服が濡れただろ？　風邪引くからお前先にシャワー浴びてこい」

　彼の言葉にカチンと固まる。

　シャワー？　あのガラス張りの浴室で？

　無理、絶対に無理～！

「匡のが運転して疲れてるでしょ。匡が先に入りなさいよ」

　私は匡が寝ている間にこっそり入ろう。裸よりも見られてはいけないものがあるのだ。

　私が匡に先を譲るが、彼は首を横に振る。

「いや、俺は宿にキャンセルの電話するから。風呂は覗かないし、心配するな」

　覗かなくても、ここから見えるじゃないのよ。

　もう気が気じゃない。

　浴室をチラチラ見るが、不安で身体が震えてきた。

　雨で冷えたせいもあるかもしれないけれど、私が隠していることを知られるのが怖いのだ。

「……匡、目を瞑つぶってて」

　震える声でお願いすると、彼は「はあ？」と声をあげて私を見た。

　匡はハッとした表情になるも、すぐにソファにふんぞり返って私に命じた。

「面倒なやつ。フェイスタオルを浴室から持ってこい」

「え？　フェイスタオル？」

　匡の命令を聞いてキョトンとする。

「いいから」

　匡に急かされ、浴室からタオルを持ってくると、彼はそのタオルを指差した。

「それで俺の目を隠せよ」

「……いいの？」

　ためらいながら確認すると、彼はハーッと溜め息交じりに言った。

「それでお前は安心するだろ？」

「うん。じゃあ、遠慮なく」

　タオルを匡の頭の後ろで縛って、彼の顔の前に指を二本出す。

「これ何本？」

　見えるか聞いたら、彼はニヤリとした。

「見えない。これ、なんか変なプレイみたいだな」

「やっぱり匡って変態！」

　ペシッと彼の頭を叩いて浴室に逃げ込む。

　匡がなにか文句を言っていたがもう知らない。

　服を脱いでシャワーを浴びていると、なぜか急にお湯が水に変わり、冷たくて思わず声をあげた。

「キャッ！」

「璃子！　なにかあったのか！」

　私の悲鳴で、目隠しを外した匡がやってきて、頭が混乱した。

「もう、来ないでよ！　なんでもないから！」

　そばにあった洗面器を匡に投げつけ、しゃがみ込む。

　彼はひょいと洗面器をよけ、私に背を向けてソファへと戻っていく。

「はいはい、なんでもないね」

　彼の姿が消えても、不安に襲われた。

　匡に見られただろうか？　でも、見たなら絶対になにか突っ込んで聞いてくるはず。

　自分にそう言い聞かせ、シャワーを浴び終えると、髪をドライヤーで乾かして、籠かごに置いてあるホテルの寝間着に着替える。

「なに……この寝間着。生地は薄いし、ひざ丈までしかない。浴衣とかバスローブじゃないの？」

　まるで手術衣のような水色の無地の寝間着を見て焦るが、下着が透けていなくてホッとする。

　ソファでゴロゴロしている匡のところに戻ると、彼は自分で結び直したのか、またタオルで目隠しをしていた。

「匡、私の裸見たでしょう！」

　問い詰めると、彼はタオルを外して否定した。

「見てない。洗面器が飛んできて、お前の裸なんか見る余裕もなかった。俺もシャワー浴びてくる」

　匡はつまらなそうに言って、浴室へ向かう。

　どうやら本当に見ていないようだ。

　安心してソファに腰を下ろすと、シャワーの音とともに匡の裸が見えて……。

　ぎゃあああ～。

　心の中で悲鳴をあげて、彼がさっきまで使っていたタオルで目を隠す。

　もう嫌。……心臓に悪い。ラブホなんか嫌いだ。

　本当なら今頃温泉宿に着いて、茶菓子でも食べていただろうに……。

　でも、温泉宿に泊まっても似たような状況だったかも。いや……そもそもマンションで同じベッドで寝てるんだよね。私が変に意識しすぎなのだろうか。

　いつもと変わらない匡が恨めしい。

　十五分ほどタオルで目を隠してじっとしていたら、匡にポンと頭を叩かれた。

「お前、俺の裸はしっかりと見ただろう？」

　ニヤニヤ顔でからかう彼にカチンとくる。

「見たくて見たんじゃないわよ！」

「別に俺は見られても全然平気だけど」

「露出狂」

　匡をじっとりと見てそう揶や揄ゆするが、彼は平然としている。

「なんか腹減ってきたな」

　彼は私の言葉を聞き流し、お腹に手を当てながらテーブルの上や冷蔵庫周辺を物色する。

　ハラハラしているのは私だけ。もう匡のバカ！

　ジーッと彼を睨みつけていたら、匡がカップ麺を見つけて私に目を向けた。

「この状況だと出前は取れないし、カップ麺くらいしかないけど、醤油、味噌、塩味だったらなににする？」

　確かにお腹が空いてきた。

「塩」

　ボソッと答えると、彼は「俺は醤油にしよう」と言ってカップ麺にお湯を注ぐ。

「璃子、スマホでタイマー三分セットしろ」

「はーい」

　しかめっ面で返事をしてスマホをセットした。

　時刻は午後七時過ぎ。

　匡が普段通りなのがなんだか腹立たしい。

　イライラするのは自分に余裕がないせいだろうか。

　そんなことを考えていたら、匡がテーブルに烏龍茶のペットボトルを置いた。

「喉渇かないか？　飲めよ」

「……ありがと」

　ペットボトルを手に取り、蓋ふたを外して口に運ぶ。

　彼はテーブルにカップ麺と割り箸を並べると、私の横に座って缶ビールを飲み始めた。

　私は烏龍茶で、匡はビール。やっぱり子供扱い。

　別にお酒が好きというわけではない。でも、『ビール飲むか？』くらい聞いてくれたっていいじゃない？

　私はもう成人しているのに、匡にとってはいつまでも小さい璃子なんだろうな。

　なんだか自分だけ緊張しているのがバカらしくなってきた。

　彼に抱かれる心配はない。多分一生、私は彼にとって妹なのだ。

　苦い思いが胸に広がる。

　スマホのアラームが鳴ると、黙々とカップ麺を食べる。

　すると、匡はそんな私をじっと見据えて謝った。

「豪華な部屋食じゃなくてごめんな」

　匡が悪いわけじゃない。

「ううん、匡のせいじゃない。私こそイライラしちゃってごめん」

　彼だっておじさまから半ば強制されて、伊豆まで私を連れてきたのだ。

「そういえばさあ、お前の家族とキャンプに行った時、今日みたいにいきなり雨に降られたことがあったな」

　それは私が小学生の頃の出来事。私が迷子になって、匡が探しに来てくれたのだけれど、雨に降られてふたりで大きな木の下で雨宿りしたのだ。

「雷がすごかったね」

　今思うとあれも懐かしい思い出。

「お前って嵐を呼ぶ女かも。高校の修学旅行も雨降ったらしいじゃないか」

　匡がラーメンを啜すすりながら、悪戯っぽく目を光らせる。

「失礼ね。たまたまよ。中学の修学旅行はずっと晴れてたもん」

　そう主張するが、彼は疑いの眼差しを私に向ける。

「それは晴れ男と晴れ女がたくさんいたからじゃないのか」

「匡の修学旅行だって雨に降られたそうじゃないのよ」

　匡に負けじとやり返すと、彼は反論した。

「それは京介が雨男だからだ」

「匡が雨男なんじゃないの？」

　そんなくだらない言い合いをする私たち。

　彼のお陰でいつもの自分に戻れたのだけど、いざベッドに横になるとまた緊張してきた。

　匡もベッドにやってきて、私の隣に寝そべる。

　それであまりに動揺した私はベッドのスイッチに触れてしまった。

　ゆっくりと円を描くように動きだすベッド。

「え？　え？　なんでベッドが動くの？」

　呆気に取られる私とは対照的に、匡はハハッと大笑いする。

「噂には聞いたことあるけど、これが回転ベッドなんだな。初めて見た」

　ベッドのスイッチを切る彼に尋ねた。

「これのなにが楽しいの？」

「さあ。俺にも理解できないな。俺は疲れたから寝る」

　匡は欠伸をしながら布団を被ると、目を閉じた。

　しばらくすると静かな寝息が聞こえてきて、笑みがこぼれる。

「ずっと運転してきたんだもん。そりゃあ疲れるよね」

　しかも、あの雨の中、峠を運転してきたのだから、相当神経を使ったはずだ。

　でも、彼は文句ひとつ言わなかった。

　どうしよう。愛おしさが込み上げてきて、彼に触れたくなった。

　彼が好き。誰よりも――。

「匡、お疲れさま」

　彼に顔を近づけ、その唇にそっと口づける。

　彼は寝ているから気づかない。

　……柔らかい。匡の唇ってこんななんだ。

　唇を離すと、匡の寝顔をじっと見つめる。

　きっと最初で最後のキス……。

　このキスは、私だけの秘密だ。

　彼の寝顔を見てフッと微笑み、私も布団を被って眠りについた。










狸寝入りしていたら……　―　匡 side




「匡、お疲れさま」

　囁くような璃子の声がしたかと思ったら、俺の唇になにか柔らかいものが触れてハッとする。

　しばらくじっと動かずにいると、彼女の寝息が聞こえてきた。

　目を開ければ、璃子は俺の方に身を寄せてすやすやと眠っている。

　璃子が俺にキスをした――。

　その予想外の行動に戸惑いを感じずにはいられない。

　彼女が小さい頃から、俺のことを好きだというのはなんとなく気づいていた。

　告白されたことはないが、璃子の俺への眼差しでわかる。

　だが、年上の男に憧れるのはよくあることだし、俺はそのことについてはあえて触れなかった。いつか本当に好きな男を見つけると思っていたのだ。

　璃子ほどの容姿なら男だって選び放題のはず。俺が女たらしなのは知っているわけだから、頭のいい彼女ならもっと誠実な男を選ぶだろう。

　そのうち恋人を紹介されるのを待っていたのだが、いまだ誰からも璃子に恋人ができたという話は聞いたことがない。

「……参ったな」

　前髪を無造作にかき上げ、思わずボソッと呟く。

　それは迷惑だという意味で言ったのではない。

　俺に気持ちを伝えるわけでもなく、こんな風にキスされて正直ドキッとした。

　寝ているからバレないと思ったんだろうな。璃子らしいというか、なんというか。こんなかわいいことをされると愛おしさが増す。

　今までだって自分なりに彼女を妹のように大事にしてきたが、なんだろうな。

　あったかい感情が胸の奥から湧き上がってくるような感じがする。

　ずっと彼女を異性としては見ていなかった……いや、あえて恋愛対象に入れていなかった。

　だが、一緒に暮らし始めてだんだん女性として意識するようになっていた。

　認めるよ。彼女はもう子供じゃない。

　ずっとその成長を見守ってきたはずなのに、いつの間に大人になったのか。

　こうして隣で寝ている姿を見ても、女性らしさを感じてドキッとする。

　ほっそりとしたその身体。だが、胸は意外にあって、寝間着の隙間から胸の谷間が見えてゴクッと唾を飲み込んだ。

　実は璃子に否定はしたものの、お風呂場でチラッと彼女の胸を見てしまった。

　ほんの一瞬だったが、しっかりと脳裏に焼きついている。

　女の裸なんて初めて見たわけではないのに、どうしてこんなに動揺してしまうのだろう。

　触れて……抱いて……自分のものにしたい。

　オスの本能が目覚める。

　しかし、俺の理性が欲望を抑えようとする。

　彼女には絶対に手を出すな、と。

　遊んでいい女じゃない。

　そもそも俺が寝た振りをしたのは、ここに入ってから璃子が俺を変に意識してずっと挙動不審だったからだ。リラックスさせて早く彼女を眠らせようとした。

　それなのに、俺が璃子に欲情してどうする？

「お前……もうちょっとマシな男選べよ」

　ツンと彼女の鼻を突いて文句を言う。

　他に男ならいっぱいいるだろう？

　直だって璃子にとっては身近な異性のひとりだ。あいつは見てくれもいいし、頭もよく、女に優しい。

　それに、幼馴染である彼女を特別に思っているはず。口には出さなかったが、璃子に思いを寄せていた時期があって、いずれふたりはくっつくだろうと考えていた。

「なんで俺なんだよ」

　眠っている彼女に問うが、答えるわけがない。ハーッと息を吐いて、彼女に背を向ける。

　璃子のことを頭から追い出そうとしても、一向に眠れない。

　頭は彼女のことでいっぱい。小さい頃の璃子ではなく、俺の家に突然転がり込んできてからの彼女の顔が浮かんでくる。

『単位落としちゃって、留年しました～』とおちゃらけた表情で報告する彼女。

『サバの味噌煮作ってあげるね』と弾ける笑顔を向ける彼女。

『あら、私の育ての親のひとりは匡だよ』と悪戯っぽく目を光らせる彼女。

　少女のようにかわいい時もあれば、こちらが驚くような色っぽい表情をする時もある。

　まあ、俺ももう二十八歳。璃子が大人になるのも当然だ。

　その考えに至って、もうひとつの事実を改めて認識する。

　一緒に育ってきたけれど、璃子は俺の妹ではない。血がつながっていれば、こんなにドキドキされらせるはずはないのだ。

「女……なんだよな。バカだな、俺」

　額に手を当て、自嘲的に呟いた。

　誰が見たって女なのに……彼女を俺から守るために頑なに妹と思おうとした。

　多分、本能的にわかっていたからだ。

　女と思ってしまったら、自分の理性が崩壊して彼女に手を出してしまうと――。

　生意気でわがままだが、かわいくて、綺麗で、俺にとって特別な存在。

　ホント、参ったな。女のことでこんなに悩むなんて、俺らしくない。だが、それだけ璃子が大事だということ。

　どうすればいい？

　一度触れてしまえば、もう二度と手離せなくなるだろう。

　身体は疲れているのに、頭は冴さえている。

　このまま朝まで悩み続けたら、気がおかしくなりそうだ。

「あ～、逃げずに、受け入れろってか」

　苦笑いしながら璃子の方を向いて、その身体を抱き寄せる。

　すると、彼女は俺の胸に頬を寄せてきた。

　布越しに伝わる璃子の体温。トクントクンという彼女の心音も聞こえてきてホッとする。

　包み込むように抱きしめていると、次第に力が抜けて瞼が重くなってきた。

　俺が璃子とラブホに行ったなんて知ったら、京介は絶対に発狂するだろう……な。

　璃子になにがあったかしつこく聞いて、彼女に……嫌われそう。

　そんな想像をして、そこで記憶がプチッと切れた。




　誰かが俺の頭を撫でている。

　誰……？

　目をゆっくりと開けると、ベッドの端に璃子が腰かけ、寝ていた俺の頭に触れていた。

『璃子？』

　その名を呼べば、彼女は俺の顔を覗き込んだ。

『身体つらい？』

『なんでここに？　……ゴホッ』

　璃子の質問を無視してそう問うが、喉が痛くて咳が出る。

『匡が気管支炎だっておばさまに聞いてね。おばさまはおじさまと用事があって、私が助すけっ人とに来たの』

　そう彼女は説明するが、別に隣の家に助っ人を頼む必要はないのではないかと疑問に思った。

『直は？』

　弟のことを尋ねたら、彼女は俺の脇から体温計を抜いて淡々と返す。

『直くんは部活で北ほっ海かい道どうに遠征中。おばさまに聞いてない？』

『コホッ……いいや』

　口を押さえながら答えたら、彼女は体温計をチラリと見て言った。

『熱まだ三十八度もあるね。なにか食べたい？』

『お前にも病気がうつるぞ。早く帰れ』

　気管支炎というのは厄介だ。咳のしすぎで肋骨は痛くなるし、胸が苦しい。

　なにより、璃子にうつしては困る。

　それなのに彼女は俺に笑ってみせるのだ。

『大丈夫。私丈夫だし、インフルエンザにもかかったことないから。匡は自分の心配だけしなさいよね。で、なに食べる？』

　これは俺が受け入れるまで帰らないだろうな。

『……りんご』

　ハーッと溜め息交じりに言えば、彼女はサイドテーブルに置いてあったりんごと果物ナイフを手に取り、『じゃあ、剥むいてあげる。食べたら薬飲もうね』と言って、器用にりんごの皮を剥いていく。

　どこか子供に言い聞かせるように話す彼女を見て、顔をしかめた。

『お前……人が病気なのに嬉しそうだな』

『そりゃあ、いつも偉そうにしている匡が寝込んでるんだもん。お世話するのが楽しくって。こんな機会、滅多にないでしょ』

　剥いたりんごを皿に並べ、フフッと笑う彼女。

『お前ねえ、人の不幸を……ゴホッゴホッ』

　文句を言おうとしたら、激しく咳き込んだ。

『ほら、そんな大声で喋ろうとするからよ』

　そう注意して俺の背中を擦る璃子に、掠かすれた声で確認する。

『い、今何時だ？』

『夜の九時過ぎ』

『俺が薬飲んだら帰れよ』

　念を押すが、彼女は適当に返事をしてフォークでりんごを刺し、俺に差し出す。

『はいはい。ほら匡、あ～ん』

　完全におもしろがってるな、こいつ。

『俺は幼児じゃない』

　ギロッと睨んだのに、璃子は動じない。

『大学生で反抗期？』

　楽しげに俺を弄る彼女の言葉をスルーして、りんごにかぶりついた。

　反論するのが億劫だったんだ。

　大人しく璃子に従っていれば、彼女はそのうち帰る。

　そう思って薬を飲んでまた眠ったのだが……。

　身体に重みを感じて起きたら、璃子がベッドの横に座り、俺に身を預けて寝ていてギョッとした。

『ったく、帰れって言ったのに』

　壁時計に目を向ければ、時刻は午前四時過ぎ。

　京介が捜索に来ていないということは、うちの親が璃子の家に連絡をしたのだろう。

『お前が風邪引くだろうが。まったく、少しは人の言うことを聞けよ』

　眠っている彼女にぶつぶつ言いながらも、胸がジーンとして温かなもので満たされる。

　体を起こしベッドから出ると、璃子を抱き上げて俺のベッドに寝かせた。

　気のせいだろうか。咳が収まった気がする。それに身体がだいぶ楽になったような。

『ありがとな』

　璃子の頭を撫でていたら、彼女の声が遠くから聞こえてきた。

「……く、匡、起きて！　ヒゲが当たって痛い」

　ヒゲが当たって痛い？

　ハッとして目を開ければ、俺は璃子を強く抱きしめていて、彼女が苦しそうにしていた。

「あっ、悪い」

　そう謝りながらパッと抱ほう擁ようを解いて起き上がる。

　懐かしい夢だったな。俺が登山で風邪をこじらせて気管支炎になった時の夢。

「匡、なんかいい夢でも見たの？　笑ってたよ」

　ベッドから起き上がる璃子に、ニヤリとして答える。

「美女に囲まれる夢」

「わ～、やっぱり変態」

　軽蔑するような目で俺を見て、彼女は枕を投げつけたがひょいと避けた。

「俺、ヒゲ剃そってくる」

　顎に手を当てながら洗面所に行き、身だしなみを整えて部屋に戻ると、璃子はもう着替えていた。

　俺も寝間着を脱いだら、彼女が大騒ぎをして目を丸くする。

「ぎゃあああ～！　なんで脱ぐのよ」

「俺も着替えるから」

「トイレで着替えなさいよ」

　手で目を隠しながら俺に命じる璃子を楽しげに眺める。

　この狼狽えよう。兄だっているのだから、男の着替えなんて初めて見るわけじゃないだろうに。

「なんでわざわざトイレで着替えるのか意味がわからない。昨日俺の裸だって見ただろうが」

　俺がそう指摘すると、彼女は右手を出してシッシッと追い払う真似をする。

「あんなの見たくて見たんじゃありません！」

「あんなのって……失礼だな。今日は水族館にでも連れていってやろうかと思ったがやめに……!?」

「匡さま、水族館行きたいです！」

　璃子は目をキラキラさせ、俺の手をギュッと握る。

　この顔を見てしまってはダメとは言えない。

「だったら、今日うちに帰ったら俺の肩をマッサージしろよ」

　条件を出すが、璃子はニコニコ顔で応じた。

「はい、お安い御用です。ご主人さま！」

　それからホテルの部屋を出て車に乗る。

　昨日の悪天候が嘘のようにもう雨は上がって晴天だった。

「あ～、やっぱ俺って神に愛されてるな」

　そんな軽口を叩いたが、璃子は珍しく反論せず、コクコク頷いた。

「うん。匡がいるから晴れたね」

　どうやら水族館に行くのが相当嬉しいようだ。ご機嫌で鼻歌を歌っている。

　穏やかで楽しい時間。まるで陽だまりのような……。

「お前って調子いいな」

　フッと笑みを浮かべたその時、璃子のスマホが鳴った。

「あっ、お兄ちゃんからの着信！　でも……出ると面倒なんだよね」

　スマホの画面を見て声をあげるが、彼女は電話に出ず放置。

　音がやんだかと思ったら、今度は俺のスマホがブルブルと震えだした。

「このタイミングだと京介だな。俺も出ないでおこう」

　また璃子の写真を撮って送れとか言われそうだ。

　そのまま運転を続けて近くの水族館に行き、イルカやアシカのショーを楽しむと、午後九時過ぎに家路についた。

「あ～、疲れた」

　自宅に着くと、リビングのソファに腰を下ろし、肩をトントン叩く。

　久しぶりに長時間の運転すると、やっぱ疲れるな。

「私は車の中で寝てたけど、匡はずっと運転してたものね。お風呂沸かしてくるから休んでて」

　璃子は俺を見て気遣わしげに言う。

「ああ」

　彼女の言葉に頷いて目を閉じたら、ピンポーンとインターホンが鳴った。

「あっ、私が出るよ」

「変な勧誘だったら出なくていいぞ」

　応対しようとする璃子に声をかけたが、モニター画面を見て彼女はひどく驚いた顔をする。

「嘘……お兄ちゃん！」

「え？　京介が来ているのか？」

　意外な来客に俺も驚き、ソファから立ち上がってモニター画面を確認する。

　本当だ。ニューヨークにいるはずのあいつがなんでここにいる？

　日中電話をしてきたのは、帰国したのを知らせるためだったのだろう。

「京介、なんで日本に？」

　モニター画面を操作して話しかけるが、彼は俺の質問に答えない。

「璃子が今、匡のところにいるんだろう？　開けてくれよ」

　無言でマンションの玄関のロックを解除すると、横にいる璃子は混乱気味に言った。

「なんでお兄ちゃんが帰ってきてるの～？　私、なにも聞いていないんだけど」

「俺も聞いてないし、璃子がここにいるなんて話していない」

　困惑しながら璃子と顔を見合わせる。

「……きっとお母さんから聞いたのね」

　呟くように言って、彼女はその漆黒の瞳を曇らせた。

　すると、今度は玄関のインターホンが鳴る。

「もう来たのか」

　疲れて帰ってきたところにあいつの相手。ヘビーだな。

　深い溜め息をつきながら俺が玄関に向かうと、璃子もついてきた。

　玄関の鍵を開けるとすぐに、京介が飛び込んできて璃子に抱きつく。

　音楽室に飾られているベートーヴェンの肖像画のようなカールした黒髪が彼のトレードマーク。目は璃子と比べると切れ長で、キリッとして見目もいいから、女にもモテる。だが恋人は作らず、妹にひたすら愛情を注ぐ。仕事はクールにこなすのに、愛する妹の前だとダメ男になるのだ。

「璃子～、九カ月と二十三日ぶり。会いたかった～」

　感動的な兄妹の対面……とはならないのがこのふたり。

「あー、はいはい」

　璃子はポンポンと京介の頭を叩いて軽くあしらうが、その身体からは、負のオーラを感じる。

「仕事はどうしたの？」

　鋭い目つきで璃子が問うと、京介は不穏な空気を察したのかおどおどした様子で答えた。

「仕事はあるけど……二、三日休むくらいならいいかなって」

「お兄ちゃん、ちょーっといらっしゃい」

　璃子がスーッと目を細めて京介を見れば、彼は目を見開いたまま震え上がる。

　そんな親友に同情の眼差しを向けた。

　憐あわれな京介。これから小一時間璃子に説教されるな。










兄の帰国




「仕事はどうしたの？」

　うちの両親からは兄が帰国するなんて聞いてない。

　突然やってきた兄をじっと見据えて尋ねると、弱々しい声が返ってきた。

「仕事はあるけど……二、三日休むくらいならいいかなって」

　その返答に怒りが込み上げてくる。

　お兄ちゃんの仕事への情熱ってそんなものなの？

「お兄ちゃん、ちょーっといらっしゃい」

　兄の手を引っ張ってリビングに連れていくと、カーペットを指差して命じた。

「そこにお座りなさい」

「……はい」

　しゅんとなって兄は大人しく正座する。

　そんなやり取りをしていたら、私たちの後ろをついてきた匡が私の目を見て言った。

「ごゆっくり。俺は風呂入ってくる」

　おそらく私の兄への説教が長く続くと思ったのだろう。彼は気を利かせてリビングを出ていく。

「え？　匡～、待って。お前も一緒に……」

　兄が縋すがるような目で匡に声をかけるが、匡は兄の方を振り返りもせず、そのまま行ってしまう。

　匡の姿が消えるのを確認すると、兄に視線を戻し、私もカーペットの上に座った。

「お兄ちゃん、どうして急に日本に戻ってきたの？」

「それは匡から璃子が髪切ったって連絡がきて……ずっと伸ばしてきた髪切るなんておかしいって思ったから……それで母さんに電話して……ううっ」

　理由を説明しながら泣きだす兄を見て、あることを悟り、胸に苦い思いが広がった。

　匡ったら余計なことを。

　チラリとリビングのドアに目を向け、匡が戻ってこないか確認してから、軽く溜め息をついて兄に視線を戻し、声を潜める。

「私の病気のこと聞いたのね」

　それは質問ではなく確認。

　私の言葉に、兄は涙を流しながらコクッと頷いた。

　そう。私の身体は病に侵されている。しかも、治療法がない難病。

　短期間のうちに器官が壊死するもので、原因は不明。日本ではほとんど症例がなく、世界でも百例くらいしかない珍しい病気だ。今までの症例では発症してから一年から三年で患者が死亡しているらしい。

　研究している医者は、この病気のことを『ファントム』と呼んでいる。まるで幽霊のように病原菌がどこからともなく現れて、身体の器官を壊死させるからだ。

　身体に異変を感じたのは、今年のお正月を過ぎた頃。身体中の関節がズキズキと痛みだして鎮痛薬を常用していたら、大学の後期試験の時に急にお腹が痛くなって吐血。救急車で病院に運ばれ、その時一緒にいた直くんが両親に連絡をしてくれた。

　救急で診てもらったら、胃の一部が壊死していた。鎮痛剤の大量使用が原因だと診断され、すぐに胃の壊死した部分を切除。それで治ったと安心していたら、今度はちょっと走っただけで息苦しくなり、また病院に行って診てもらうと、今度は肺の一部が壊死していた。

　その時の検査ではガンのような腫しゅ瘍ようもなく、どこにも異変は見つからなかったので肺の一部を切除して経過観察することになったのだけれど、壊死は止まらなかった。

　それでいろんな病院に行って、レントゲンや血液検査、脳波、心電図、ＭＲＩ……あらゆる検査をやって調べてもらった結果、難病であることがわかった。

　すぐに入院してガン治療に使われている化学療法を試したけれど、病気は治らないし、口内炎や脱毛、吐き気に苦しんだだけで、いいことなんてなにもなかった。

　これ以上抗ガン剤治療を続けても効果がないとわかった時、担当医師に余命宣告されたのだ。

『残念ですが、このまま効果的な治療法が見つからなければ、あと半年の命でしょう』

　私の病気には治療法がない。

　両親はずっと泣いていたけど、自分では覚悟していたから、その言葉で諦めもついた。だから、治療をやめてよかったと思っている。

　このままだと肺が全部壊死して呼吸不全で死んでしまうかもしれない。それでも効果のない抗がん剤治療を続けるよりは、まだ日々息苦しさを感じて生きていく方がマシだ。

　もう病院でできるのは、麻酔や鎮痛剤を使った痛みを抑える緩和ケアだけ。

　ずっと病院のベッドで過ごして死ぬくらいなら、匡のそばで笑って一生を終えたい。

　そんな私の最期の願いを叶えようと、うちの両親も匡の家族も協力してくれたのだ。

　だが、兄には病気のことをギリギリまで内緒にしておくよう親に頼んだ。

　こうやって帰ってきてしまうから。

「私がもう長く生きられないから、慌てて帰国したんでしょ？」

　厳しく追及すると、兄は暗い表情で小さく返事をした。

「……うん」

「お兄ちゃん、いくら私が病気だからって仕事を放り出すのはよくないよ」

　心を鬼にして叱れば、兄は目から涙をこぼしながら反論しようとする。

「でも……」

「でもじゃない！　どんな時でも仕事を投げ出しちゃダメ！」

　たとえ私が死んでもね。

「璃子……」

「私はね、お兄ちゃんが設計する建物が好きなの」

　兄の目を見てしっかりと伝えたら、彼はまた号泣した。

　そんな兄の頭を優しく撫でてやる。

　十分くらいそうしていると、兄もようやく落ち着いてきた。

「……璃子、母さんは、匡はお前の病気のことをなにも知らないって言ってた。匡にも言うべきじゃあ」

「言わない。お兄ちゃんも絶対に言ってはダメよ。もし言ったら、一生口きかないからね」

　きつく釘を刺すが、兄は首を縦に振らない。

「でもさあ……」

「好きな人には元気な私の姿だけ覚えておいてほしいの。大丈夫、死ぬまでここにいるわけじゃない。身体に異変を感じたら、すぐに出ていくから」

　兄をまっすぐに見つめて自分の思いを伝えた。

　それは私の覚悟。

　匡に私が弱った姿は見せたくない。

「今は体調はどうなんだ？」

　私の身体の心配をする兄にニッコリと笑ってみせる。

「抗ガン剤治療から解放されたせいかな？　毎日ちゃんと食事もできているし、調子はいいよ」

　それは嘘ではない。抗ガン剤治療をやめて、これから自由に生きようって決めてから少し元気になったし、食欲も少しずつではあるが出てきた。

　それに、夜鎮痛剤を飲まなくてもよく眠れる。きっと匡と一緒にいるせいだ。

　階段の上り下りはつらいけれど、普通に歩く分には肺は苦しくない。

「つらかったよな？　俺が代わってやれたら……」

　申し訳なさそうに謝る兄を見て、ハハッと苦笑いした。

「お父さんもお母さんも同じこと言ったよ」

　私の顔を見るたびに苦しそうな顔をするから、実家にいるのがしんどかった。

　両親も私とどう接していいか困っていたもの。

　だから、なにも知らない匡といると気が楽だった。

「ねえ、お兄ちゃん、人は交通事故で突然死ぬことだってあるんだよ。だからそんな悲観的にならないで。私、もう自分を不幸とは思ってないんだ。大好きな人たちから大事にされて、とっても幸せ」

　私に残された時間がもうあまりないなら、一分一秒を大事にして笑顔で過ごしたい。

　笑みを浮かべながらそう言って聞かせたら、やっと兄は笑った。

「お前って……強いな」

　本当は強くなんかない。治療法がない難病だと知った時はショックだったし、なんで私が？って毎日泣いていた。

　でも、私が悲しめば、両親は苦しむ。

「そう。私は強いの。お兄ちゃんは男なんだから、いい加減泣きやみなさい」

　パシッと兄の背中を叩くと、彼は手で涙を拭った。

「……うん。ごめん」

「私の顔見に来ただけなら早く帰りなさいよ。大丈夫、そう簡単にくたばらないから。晩ご飯はなにか食べた？」

　帰国したばかりの兄を気遣うと、彼は小声で答えた。

「いや……まだ」

「ラーメンでよければ作るよ。本当はもっと凝ったもの作ってあげたいけど、今日遠出してたから食材がなくって」

　立ち上がってキッチンに移動する私に、兄は思い出したように言う。

「そういえば、お前と匡に電話かけたけど繋がらなかった。どこへ行っていたんだ？」

「静しず岡おか。砂金採りもしたの。今日は水族館に行ってイルカのショーとか見てきたんだ。すごく楽しかったよ」

　ニコニコ顔で報告したら、兄は少し表情を険しくした。

「匡とふたりでか？」

「そう」

　ニッコリと笑って返事をすると、兄はポツリと呟くように言った。

「そっか」

　いつもなら、『匡とふたりなんて危険だ』とかうるさく言うのに、今日の兄は違う。

　そもそも兄にとっては私が匡の家で暮らしていること自体が大問題だろうに、そのこともなにも言わない。兄も私の願いを応援することにしたのだろう。

　その場でじっと座っている兄に、ラーメンを作りながら、いつもの明るい調子で話しかける。

「お兄ちゃんが帰ってくるなら、アメリカのチョコ買ってきてほしかったんだけどなあ」

「ごめん。慌てててなにも買ってこなかった」

「次は忘れないでよ」

　念を押すと、兄は力なく返した。

「……うん」

　あ～あ、完全に落ち込んでる。そんな暗い顔させたくないのに。

「今はなんの仕事やってるの？」

　私から話を振ると、兄は淡々とした口調で話す。

「ニューヨークに新しく博物館を作るんだけど、そのコンペの準備とか、ショッピングビルの設計とか」

「へえ、すごいね。私にはお兄ちゃんみたいな才能ないから羨ましいな」

「璃子だって望めばなんにだってなれるよ」

　ニコッと微笑む兄に自虐的に言い返す。

「私には建築家になりたいとか、弁護士になりたいとか、具体的な夢がないのよ。ただ本に囲まれてれば幸せって感じ」

　でき上がったラーメンを器に移し、コーンをのせ、ダイニングテーブルの上に置いた。

「できたよ。お兄ちゃんの大好きなチャーシューとメンマないの。ごめんね」

「いや。璃子が作ってくれるだけで嬉しいよ」

　兄がこちらにやってきてテーブルに着くと、匡も戻ってきた。

「なんだ京介、夕飯まだだったのか？」

　匡は冷蔵庫を開けて缶ビールを二本出し、一本を兄に渡した。

「サンキュ。まあバタバタしててさ」

　曖昧に答える兄に、匡は帰国の理由を尋ねる。

「なんの用で日本に戻ってきたんだ？」

　匡の質問に私と兄は一瞬固まった。

　急な帰国だもん。そりゃあ匡もわけを知りたいよね。

　でも、兄に帰国の目的を話されては困る。

　お兄ちゃん、うまくごまかしてよ。

　祈るような気持ちで兄を見ていたら、兄がチラッと私を見た。

「いや……あの……その……璃子の髪型が気になって」

　兄はすぐに匡に視線を戻し、たどたどしい口調で答える。

　お兄ちゃんは嘘をつくのが苦手だ。匡は信じるだろうか？

　ハラハラしながら彼の反応をうかがう。

「お前ってホントにバカだな。仕事もあるだろうに、そんな理由で帰ってくるなよ」

　匡は呆れ顔で言って、缶ビールを開けてゴクッと飲む。

　どうやら信じたらしい。

　とりあえずホッとするも、緊張で心臓がおかしくなりそうだった。

「ハハッ。璃子にも説教されたよ」

　兄も安堵した様子でラーメンを啜る。

「京介の仕事の方はうまくいっているのか？」

　兄の対面の席に匡は座り、缶ビールをテーブルに置くと手を組んだ。

「ああ。まあね。お前が家を建てる時は、俺が設計してやるよ」

　箸を止め、兄は匡に目を向ける。

「それは楽しみだな。今夜はホテルでも予約してあるのか？」

　匡が頬を緩めながら聞くと、兄は無邪気に笑った。

「いや。もうなにも考えずに来ちゃったからさあ」

　相変わらず計画性のない兄に、匡が少し強い口調で言う。

「お前うちに泊まる気だろ？　言っておくが、うちにはベッドがひとつしかないぞ」

「え？　じゃあ、璃子はどこで寝てるんだ？」

「俺の寝室」

　匡の返答に兄は顔を青くした。

「はあ～？」

　素っ頓狂な声をあげる兄を楽しげに眺めて、匡は付け加える。

「で、俺がリビングのソファで寝てる」

　いや、その発言は微妙じゃないの？　一昨日は私と一緒にベッドで寝たでしょう？

　じっとりと匡を見て、心の中で突っ込む。

「な、なんだあ。びっくりさせるなよ、匡。お前と璃子が一緒に寝てるのかと一瞬焦ったよ」

　ハハッと顔を引きつらせる兄。

「お前さあ、璃子だってもう二十二だぞ。大人なんだからその程度のことでいちいち大騒ぎするなよ。そんなんで璃子が結婚したら、お前どうすんの？」

「え？　結婚？　……どうしよう？」

　縋るような目を向けられた匡は、兄をギロッと睨みつけた。

「どうしよう……じゃない。妹の幸せを応援しろよ。いや、お前の場合はむしろ無関心でいる方がちょうどいい。俺は直のことなんていっさい干渉しないぞ」

「そりゃあ直くん、男だし。そういえば直くん、元気？」

　兄は反論しつつ話題を変えようとするが、匡はスムーズな流れで話をもとに戻した。

「多分。電話でちょっと話したくらいで最近は会っていないからな。だが、兄弟の距離感なんてそんなもんだ。お前の場合は、アメリカにいたって璃子に毎日メールとか送ってんだろ？　俺が璃子ならお前のアドレス削除するな」

　いつものふたりのやり取りについクスッと笑ってしまう。

「私も一度考えたことあるよ」

　ふたりの話に割って入れば、兄は目を潤ませた。

「璃～子～。ひどいよ」

「今はお兄ちゃんの生存確認と思って割り切ってるけど。ほら、お兄ちゃん、ラーメンのびちゃうよ！　早く食べなさい」

　私の命令に兄はピンと背筋を正して返事をする。

「はい、食べます！」

　集中してラーメンを食べる兄を見て、匡が乾いた笑いを浮かべた。

「……璃子、お前の調教すごいな」

「失礼ね。調教なんかしてません」

　反論しつつ、冷蔵庫からチーズやサラミを取り出してお皿に並べると、テーブルに置いた。

「私もビール飲もうかな」

　匡が美味しそうに飲んでるのを見て呟くが、兄がギョッとした顔になる。

「璃子、それはちょっと……」

　病気なんだから飲むなって？　はいはい、言ってみただけだよ。

　冷蔵庫を開けてペットボトルの水を取ろうとしたら、匡も渋い顔をして……。

「璃子は水かジュースにしとけよ」

　匡も私にお酒を勧めないので少しムカついた。

　考えてみたら、ホテルでもビールじゃなく烏龍茶を私に出したよね？

　いつだって子供扱いなんだから。

「うるさい」

　仏頂面で言って、匡のビールを取り上げてゴクッと飲む。

「お前……」

　呆気に取られた様子の匡に、缶を返して口元を拭った。

「もう大人なんで、私だってビールくらい飲めます」

　匡に向かってそう言い放つが、顔が歪んだ。

　うわ～、まずい。やっぱりビールは好きじゃない。こんなのみんな、よく美味しそうに飲むな。

「お前……バカ。後でどうなっても知らないぞ。吐いたらつらいと思って、昨日ラブホではビールあえて渡さなかったのに。昔俺のワインをジュースと間違えて飲んで、吐いたことがあったじゃないか」

　額に手を当てながらじーっと私を見据える匡に、「そんなのまったく記憶にありません」と言い返したら、兄がこれ以上はないというくらい目をひん剥いてテーブルに身を乗り出した。

「は？　ラブホ？　どういうことだ、匡？」

　あたふたする兄とは対照的に、匡は淡々と返す。

「そんな怖い顔するなよ、京介。別に璃子を襲うためにラブホに行ったんじゃない。豪雨で車を走らせるのが危険だったから、仕方なく休んだだけだ」

　匡の話を聞いても、兄は〝ラブホ〟というワードにショックを受けている様子。

「でも、璃子とラブホなんて……」

　今にも失神しそうな兄を冷ややかに見て、匡は衝撃的な発言をした。

「お前、そこを気にするなら、璃子がうちにいることをもっと突っ込めよ。抱こうと思えばどこでだって抱けるんだぞ」

　匡の発言を聞いて、胸がズキッとした。

　つまり、私を抱く気なんて一ミリもないってことだ。彼は同じベッドで寝ても私を抱かないもの。

　彼が私を女として見ていないのはわかっていたけれど、本人の口から聞かされると、やはり精神的なダメージを受けずにはいられない。

　平静を装いながら、無神経な匡をチクリと注意した。

「匡、お兄ちゃんをあまり刺激しないの。お兄ちゃんも匡の言うことにいちいち動揺しない。匡は私みたいなお子様には絶対に手を出さないわよ。ラブホに泊まってもなにもなかったし。カップ麺食べて、疲れて寝ただけ」

　私の説明に兄は安心したのか、胸を撫で下ろす。

「そ、そうか」

「お兄ちゃんが心配することなんてなにもないから安心して」

　そう兄に言い聞かせてラブホの話を終わらせようとしたのだが……。

「でも……キスくらいはしたかもしれないな」

　匡が私の方を見て、うっすら口角を上げた。

　その思わせぶりな発言に血の気がサーッと引いていく。

　う……そ。まさかと思うけど、匡……私のキスに気づいてた？

　ううん、彼はぐっすり寝ていたはず。ただお兄ちゃんをからかっただけだよね？

　怖くて匡からゆっくりと視線を逸らした。

　ああ、お願い。冗談だって言って！　知られたら困るの。

　動揺しているせいか目が泳ぐし、身体中の神経が匡の一挙手一投足を意識しておかしくなりそうだ。

「匡、本当なのか？」

　お兄ちゃんが震える声で匡に確認する。

　チラッとふたりに目を向けると、匡は悪戯っぽく目を光らせて兄の額を小突いた。

「本気にするな。冗談だ」

　匡の言葉を聞いて緊張の糸がプチッと切れたのか、体の力が抜けてヘナヘナと床に座り込む。

「こら、璃子。酔ったからって座り込むなよ」

　匡が椅子から立ち上がって私に手を伸ばすが、彼の手を振り払った。

「酔ってません。床が気持ちいいから座ってるだけ」

「天邪鬼あまのじゃく」

　おもしろそうに笑って、匡は今度は私を肩に担ぎ上げる。

「わあっ、ちょ……なにするのよ！」

　ビックリして手足をバタバタさせる私に、彼は意地悪く警告した。

「そんな暴れると落とすぞ。ただソファに運ぶだけだ」

「だったらもっと丁重に扱いなさいよ！」

「お前はどっかの姫か」

　ドサッとソファに私を下ろす匡と言い合っていたら、兄もリビングに移動してきて遠慮がちに言った。

「俺って邪魔だったかなあ？　なんだか新婚家庭に来ちゃったような……」

「お兄ちゃんも呑のん気きなこと言ってないで、匡に注意してよ！」

　そう要求するが、マイペースな兄は私の言葉をスルーしてやんわりと言う。

「うーん、璃子はお酒飲まない方がいいなあ。ひと口しか飲んでないのに、もう目が据わってきてるよ」

「ホントだ。お前、二十分後には寝るな」

　私の顔を見て予言する匡に、「寝ないわよ」とムスッとしながら返した。




　その後、匡と兄はテレビでサッカーの試合を観ながら盛り上がっていた。

　私はソファでそんなふたりの様子をじっと見ていたが、だんだん眠くなってきて……。

「やっぱり寝た。京介、俺、こいつベッドに運んでくるわ」

　遠くで匡の楽しげな声がしたと思ったら、身体がフワッと浮いてゆらゆら揺れる。

　なんだか気持ちがいい。雲の上にいるようなそんな感じ。

　だが、目を開ける気力はない。

　これは夢か現うつつか……。

　すぐに揺れが止まって、ふわふわのベッドの上にそっと寝かせられるのを感じた。

「もう無理して酒は飲むなよ」

　この上なく甘い声がしたかと思ったら、なにかが唇に触れる。

　微かにビールの味。

　なにが触れたか気づく前にまた匡の声が降ってきた。

「おやすみ」

　そして、頭を撫でられて……。

　覚えているのはそこまで。

　静かな闇が私を優しい眠りに誘った。










璃子の秘密　―　匡 side




「やっぱり寝た。京介、俺、こいつベッドに運んでくるわ」

　京介と一緒にテレビでサッカーの試合を観ていたら、璃子がソファの背に身を預けてうとうとしだした。

　京介が俺にコクッと頷き、璃子を抱き上げて俺の寝室に運ぶとベッドに寝かせた。

　遠出して疲れたんだろうな。

「もう無理して酒は飲むなよ」

　璃子の顔を見ながらそう言って、身を屈めて彼女にそっと口づける。

　これは昨日の仕返し。

　フッと微笑し、「おやすみ」と告げると、彼女の頭を撫でてから静かに寝室を出た。

　さあ、これでじっくりと京介を尋問できる。

　さっき日本に帰国した理由を尋ねたら、彼はかなり動揺していた。『いや……あの……その……璃子の髪型が気になって』と答えたものの、明らかに嘘だとわかった。

　璃子がいたから本当のことを言えなかったのかもしれない。

　リビングに戻ると、京介はどこかボーッとした様子でテレビを観ていた。

　その顔はひどく憔しょう悴すいしているように見える。

　ソファに座り、リモコンでテレビを消すと、彼に声をかけた。

「璃子も寝たことだし、日本に戻ってきた本当の理由を教えてもらおうか」

　まっすぐに見据える俺が怖いのか、京介はおどおどした様子で答えた。

「だ、だから……璃子の……新しい髪型を確認したくて」

「お前ならそれだけの理由で帰ってきそうだが、なんかいつもと違う。一体なにを隠してる？」

　俺の追及に、京介はブンブン首を横に振った。

「な、なにも」

「その狼狽え方がおかしいんだよ。いつものお前なら、璃子が俺の家にいる時点で大騒ぎするだろうが。だが、そのことにはまったく触れない」

　俺が厳しく問い質すと、彼は俺から視線を逸らして伏し目がちに言い訳する。

「……それは、お前が璃子離れしろってうるさく言ってたから」

「でも、璃子が髪切ったくらいで帰ってきた。矛盾しまくりだ、京介」

「そ、それは……。匡、頼む。もうなにも聞かないでくれ」

　京介は急に椅子から立ち上がり、カーペットの上で土下座した。

「璃子に嫌われたくないんだ。後生だから聞かないでくれよ」

　こいつが親友の俺に土下座までする。

　もっとしつこく追及すれば口を割るだろうが、俺も鬼ではない。

　こんな真似をされたら、もう強く聞けないと思った。

「璃子に口止めされたのか。ったく、どいつもこいつも、なぜ俺になにも言わないんだ」

　苛立ちながら髪をグシャッとかき上げる俺に、京介はひたすら頭を下げた。

「匡……ごめん。俺からは言えないんだ」

「わかった。お前は救いようのないシスコンだからな」

　ハーッと溜め息をつくと、俺はダイニングに行き、キューブ型の棚からウィスキーボトルとグラスを持ってきてリビングのテーブルに置く。

「おい、飲むぞ。朝まで付き合ってもらうから覚悟しろよ」

　胸の中に湧き上がる不安。

　璃子になにかあるはずなのに、俺だけ知らされない。

　飲まなきゃやってられるか。

「……匡」

　グラスにウィスキーを注ぐ俺をじっと見つめる京介。

「ほら、そんなとこに座ってないで、飲むぞ」

　グラスを差し出すと、彼はソファに座り、それを受け取った。

　俺もグラスを手に取り、「乾杯」と高く掲げると、一気に飲み干す。

　それから学生時代の話をしながら、明け方まで飲み続けた。




「ちょっと、もう朝の七時よ。ふたりとも起きなさい！」

　璃子が俺と京介の頭を新聞で勢いよく叩く。

「いってー」

　頭を押さえながらソファから起き上がると、床に転がっている京介も顔をしかめながら立ち上がった。

　どうやら京介と酒を飲んでいるうちに寝てしまったらしい。

　璃子に叩かれたせいというよりは、二日酔いで頭が痛い。

「ふたりとも酒臭い。ウィスキーの瓶が空になってるけど、昨日何時まで飲んでたの？」

　仁王立ちで俺と京介を見据える璃子に、「明け方くらいかな」と答える。

「今日仕事なのにそんな時間まで飲んでたの？　バカねえ。もうちょっと社会人としての自覚を持ちなさいよ」

「はいはい」

　ガミガミ説教する彼女の言葉に適当に頷き、「俺、シャワー浴びてくる」とバスルームに逃げ込む。

　シャワーを浴びながら、この場にいない璃子にボソッと文句を言った。

「こんなに飲んだのはお前のせいだっての」

　面と向かっては言えない。

　酒を飲んでも胸の中のもやもやは消えず、大きくなるばかりだった。

　シャワーを終えると、寝室に行ってスーツに着替える。

　それからスマホをチェックしたら、京介と璃子の母親からメールが来ていた。

「なんの用件だろう」

　首を傾げながらメールを開く。おばさんから連絡をくれるなんて珍しい。

【昨日、京介も匡くんのところにお邪魔したようなのだけど、うちの子たちが迷惑かけて本当にごめんなさいね。おばさん、匡くんにお話があるんだけど、今日会って話せないかしら？　璃子には内緒で】

　璃子に内緒でということは、多分璃子の話なのだろう。

【お久しぶりです、おばさん。迷惑だなんて思っていないですよ。今日大丈夫です。お昼とかどうですか？】

　すぐにメールを打つと、返事が返ってきた。

【お昼で大丈夫よ。忙しいのにごめんなさいね】

　俺を気遣うおばさん。今日会って話したいなんてよほどのことがあるんだと思う。

【お昼は誰だって食事しますから気にしないでください。場所は後で連絡します】

　おばさんを安心させようと紳士的な文面を送る。

　だが、心の中はひどく動揺して、ドッドッドッと鼓動が速くなるのが自分でもわかった。

　落ち着け。俺の態度がおかしいと璃子に気づかれる。

　自分にそう言い聞かせ、キッチンに行くと、玉子焼きを包丁で切っていた璃子が俺の気配に気づいて顔を上げた。

「あら、匡遅かったわね。お兄ちゃんの方が後からシャワーを浴びたのに、もうご飯食べてるよ」

　チラリとダイニングテーブルの方に目を向ければ、京介がお握りを食べながらスマホを見ていた。

「仕事のメールが来てて対応してたんだ」

　面倒くさそうに言い訳して京介の隣に座ると、彼女が京介を注意した。

「ちょっとお兄ちゃん、食べながらスマホ見ないの。これは没収します」

　学校の風紀委員のように厳しい態度で璃子は京介からスマホを取り上げる。

「あっ。仕事のメール見てたのに。頼むから返してよ、璃子」

　手を合わせてお願いする京介に、彼女は目をつり上げる。

「見るのは食べてからにしなさい」

「そんなあ」

　しゅんとする京介の肩にポンと手を置いた。

「諦めろ。璃子に逆らうと、なにも食わせてもらえなくなるぞ」

「匡はちゃんとわかってて偉いじゃない」

　璃子は玉子焼きをテーブルに運び、俺の対面の席に座る。

　ふたりでいただきますをして食べ始めると、しばらく黙々と食べていた京介が口を開いた。

「俺、これ食べたら行くわ。なんか仕事の依頼が来てて、東とう京きょうにいるならすぐに話をしたいって」

　兄の話に少し驚きつつも、璃子は嬉しそうに頬を緩める。

「売れっ子建築家は大変だね。今日アメリカに帰るの？」

「いや、今日は実家に帰って、明日戻ろうと思う」

　妹の問いに淡々と返しながら、京介は味噌汁を啜った。

「次帰ってくるのは年末か？」

　今度は俺が尋ねると、彼は少し寂しげな目でフッと笑う。

「多分」

　朝食を食べ終わると、京介は璃子からスマホを返してもらい、俺に目を向けた。

「じゃあ、俺行くよ。急に訪ねてきて悪かったな」

「いや。また年末帰ってきたら飲もうぜ」

　俺の言葉に彼は「ああ」と頷き、玄関へ行く。

　俺と璃子が見送りのためについていくと、京介は璃子に目をやった。

「璃子、朝食美味しかったよ」

　ちょっと目を潤ませる京介を璃子が抱きしめて、その背中を軽くポンポン叩く。

「お仕事頑張れ。お兄ちゃんは私の自慢だよ」

　京介から離れて極上の笑みを浮かべる彼女。

　その笑顔がとても輝いていて、目に眩まぶしかった。

「……うん」

　感極まったのか京介は涙を拭いながら頷き、玄関を出ていった。

「京介に抱きつくなんて珍しいな」

　璃子にそう言うと、彼女は悪魔的な顔で微笑んでみせた。

「飴あめと鞭むちはうまく使わなきゃね」

「やっぱり調教してるじゃないか」

　呆れ顔で呟くと、璃子は「そうかな？」と茶目っ気たっぷりに笑う。

　その時、玄関のインターホンが鳴って長谷川が入ってきた。

「おはようございます。もう玄関にいるとは、素晴らしいですね」

「全然素晴らしくないですよ。明け方までお酒飲んでたらしくって、もう本当に呆れます」

　璃子の報告を聞いて、長谷川は俺に目を向けると小さく笑った。

「璃子さんが注意してくださるので、私からの小言は控えさせてもらいますね。充分反省していらっしゃると思いますから」

「はいはい。ちゃんと仕事はするさ。ちょっと鞄かばん取ってくる」

　書斎に行こうとしたら、璃子が俺の肩に手を置いた。

「私が取ってくるよ」

「悪いな」

　俺がそう返すと、彼女は小走りで書斎に行く。

「週末は雨に降られて残念でしたね。すごく快適な旅館で評判もよかったのですが」

　璃子を待っている間、長谷川は温泉宿のことに触れてきた。

　一応、俺が無事にチェックインしたか彼が確認すると思って、豪雨で宿に行けなかったことを連絡しておいたのだ。

「旅館には泊まれなかったが、それなりに楽しんだ」

　ラブホのことは言わずフッと笑ってみせると、長谷川も笑顔で相槌を打った。

「それならよかったです。それにしても明け方まで飲むなんて、なにかあったんですか？」

「彼女の兄貴がアメリカから来ててな。お前とすれ違いで帰ったけど」

　そんな話を長谷川としていたら、璃子が鞄を手に戻ってきて俺に手渡す。

「はい。ハンカチと鍵は持ってる？」

　彼女が母親のように確認するので思わず苦笑いした。

「小学生じゃないって。じゃあ、行ってくる」

「行ってらっしゃい」

　璃子がニコニコ笑顔で手を振るのを見て玄関を出ると、社用車で会社に向かった。

　車の中で、長谷川は今日のスケジュールを俺に伝える。

「本日は八時半から役員会議、十一時から睦む月つき製作所の専務と打ち合わせ、午後は……」

「昼はちょっと抜ける。璃子の母親と会うんだ。どこか店を予約しておいてくれ」

　長谷川の言葉を遮って命じると、彼は顔色も変えずに頷いた。

「わかりました。では、午後の予定は念のため少しずらしましょう」

「ああ。頼む」

　窓の外に目をやりながら、長谷川の業務の確認に指示を出す。

　朝の通勤で多くの人が慌ただしく会社に向かっている。

　いつもと変わらない風景。

　だが、言いようのない不安が俺の心をかき乱した。




　会社に着いて自分のオフィスに鞄を置くと、役員会議のある会議室に向かう。

　途中、社長である親父と廊下で会い、週末のことを聞かれた。

「伊豆はどうだった？　雨に降られたそうだが」

「思ったより楽しめましたよ。璃子もすごくはしゃいでいました」

　業務報告のように答えれば、親父は頬を緩めた。

「そうか。璃子ちゃん、喜んでたか。だが、お前は浮かない顔をしてるな」

　穏やかで、普段のほほんとしているように見えても、親父は鋭い。璃子のことが気になって……なんて話をしても、きっと親父にうまくかわされるだろうな。

「昨夜京介が来て、夜飲んだから二日酔いなんですよ」

　もっともらしい言い訳をしたら、親父は驚いた顔をする。

「京介くん、帰国してたのか」

「相変わらずのシスコンぶりでしたよ」

　フッと笑みを浮かべれば、親父もハハッと笑った。

　会議室に入ると、もう他の役員は席に着いていて、定例会議が始まった。

　資料を見ながら報告を聞くが、油断しているとすぐに璃子のことを考えてしまう。

　突然の京介の帰国。それにおばさんからのメール。

　もう嫌な予感しかしない。

　午前中の仕事を終えた後、長谷川が予約してくれた会社近くのイタリアンの店へ――。

　ドアを開けて中に入り、出迎えた店員に「予約した八神です」と伝えると、奥の個室に案内された。

　すでにおばさんは奥の席に座っていて、テーブルに飾られている花をじっと見ていた。

「おばさん、お待たせして申し訳ありません」

　俺もテーブルに着くと、おばさんは恐縮した様子で謝る。

　仕事を抜け出してきたのか、おばさんはカチッとしたネイビーのスーツを着ていた。

「ううん、こちらこそ忙しいのにごめんなさいね。匡くん、スーツ姿だと見違えちゃって、一瞬誰だかわからなかったわ。本当に立派になったわねえ」

　緊張した面持ちのおばさんににこやかに微笑む。

「そんなことないですよ。ここ、コースメニューがあるんですが、それでいいですか？」

「ええ。お任せするわ」

　おばさんが頷くと、店員にコース料理を頼んだ。

　すぐに前菜が運ばれてきて、先週末行った旅行のことをおばさんに話して聞かせる。

　少しでもリラックスしてもらいたかった。

「璃子がどうしても砂金採り体験をしたいっていうからやってみたんですけど、なかなか採れなくて、最後に二粒見つけた時はとても興奮していましたよ」

　にこやかに璃子の話をすると、おばさんは苦笑いした。

「あの子、負けず嫌いだから。匡くんにもわがまま言って困らせてないかしら？」

　璃子のわがままなど、俺が付き合ってきた女たちの要求に比べればかわいいものだ。

　突然俺のマンションで一緒に暮らすと言われた時は驚いたが、高価なアクセサリーを欲しがるわけでもなく、ただ母親のように俺にガミガミ言うだけ。

「いえ。かぐや姫のような無茶な要求はしないのでご心配なく」

　璃子を思い出してクスッと笑う俺を見て、おばさんは小さく溜め息をつく。

「その言い方だと、わがまま言ってるのね。ごめんなさいね。本当に」

「いえ。うちも賑やかになって楽しいですし。それで、話ってなんですか？」

　いよいよ本題に入ると、おばさんは急に表情を変えた。

「……京介にも言われて、やっぱり匡くんに内緒にしておくのはよくないって思い直したの。璃子には口止めされてたけど……」

　強ばった顔で話をするおばさんの声は若干震えている。

「璃子に口止めされてることって？」

「あの子……病気なの。治療法がない難病で、今年の六月にお医者さまにはあと半年の命だって言われてて……。それが璃子の……クリスマスイブの誕生日なのよ」

　治療法がない難病？　次の誕生日までしか生きられない？

　あまりのショックで、頭の中が真っ白になった。

「今年のお正月が終わった頃から身体に違和感を覚えたらしいの。大学で吐血して病院に運ばれて、よく調べたら難病だとわかってね。胃や肺の一部が壊死してて、胃の壊死は切除で止めたけど、肺の方は壊死した部分を切除してもまだ壊死が止まらなくて……。いずれ呼吸が止まるだろうって……」

　おばさんは話を続けるが、璃子が死ぬという話を受け入れられない自分がいた。

「……そうだったんですね」

　動揺してそれしか言葉が出てこない。

「余命宣告されてから退院したんだけど、あの子……匡くんのそばにいたいって言って……」

「それで僕のマンションに来たんですね」

　力なくそう言って、ギュッと唇を噛む。

　あのバカ……。

「あの子の願いだからどうしても叶えてあげたくて……匡くんのご家族に協力してもらったの。匡くんには迷惑かけて本当に……本当に……ごめんなさい」

　泣きながら頭を下げるおばさんに、スーツのポケットからハンカチを出して差し出した。

「謝らないでください、おばさん。迷惑だなんてまったく思っていません。璃子を僕に預けてくれてありがとうございます」

　璃子と過ごす大事な時間を俺にくれたのだ。

　おばさんの話によると、璃子は大学を退学したらしい。今大学に行っているのはバイトのためとか。

　璃子は自分の病気を隠すために俺にいくつも嘘をついていた。

　俺のマンションに転がり込んできたあの日、彼女はある意味決死の覚悟で俺と対峙したのだろう。

　俺に追い出されないよう、俺に病気のことを見抜かれないよう、嘘という鎧よろいを身につけて……。

　どんな思いで俺のところに来たのか。

　彼女の気持ちを考えると、身につまされた。

　その後、どうおばさんと別れて会社に戻ったのか覚えていない。

　なぜ璃子が難病になんか……。あいつまだ二十二だぞ。

　ギュッと拳を握り、何度も思った。

　来客、打ち合わせ、デスクワーク、会議……。午後のスケジュールをひたすらこなしていく。

　会議が終わって副社長室にひとり戻ると、なにかに当たらずにはいられなくて……。

「なんであいつなんだ！」

　喉を詰まらせながら声を出して、怒りを壁にぶつけ、拳でドンと叩いた。

　その音に驚いて長谷川がノックもせずに部屋に入ってきた。

「今のはなんの音ですか？」

「悪い。たまたま壁に手がぶつかった」

　無機質な声で返すと、長谷川は心配そうに俺の顔を見る。

「たまたま……ですか。この後、渡わた辺なべ重機の社長と食事ですが、大丈夫ですか？　午後はずっと顔色が悪いですよ。璃子さんのお母さまとなにかあったんですか？」

「璃子の病気のことを知らされたんだ。お前も知っているんだろう？」

　長谷川をじっと見据えると、彼は静かに頷いた。

「はい。私も詳しくは知りませんが、もう治らない病気だと社長から伺っています。匡さまがショックを受けているのはわかりますが、本当につらいのは璃子さんです。落ち込んでいる場合ではありませんよ」

　彼に叱しっ咤たされ、ハッと目が覚める。

　そうだ。一番苦しんでいるのは璃子だ。

　俺がこんなに狼狽えていては、彼女を支えられない。

　璃子は明るく笑っている時が要注意なのだ。周囲には平気な振りをしていても、本当は悩んでいるはず。

「そうだな」

　長谷川の目を見て静かに頷いた。

　周囲の者はみんな覚悟を持って彼女を見守っている。

　俺にできるのは、璃子を心から笑顔にさせること――。

　それから社用車に乗り、取引先との会食へ。

　社長と業務提携の話を進め、二時間ほどで食事を終える。

　帰宅しようと社用車に乗ったら、直から電話がかかってきた。

「直、どうした？」

　急用かと思ってすぐに電話に出ると、弟は俺の予定を確認してくる。

《電話に出たってことは、もう仕事終わったんだよね？》

「ああ」

　質問に答えたら、直は用件を話しだした。

《今さっきまで璃子ちゃんたちと食事をしてたんだけど、俺、酔った女友達を送っていくことになったから、兄貴、璃子ちゃん迎えに行って。大学の近くの『陽ひだまり』って洋食屋》

　その話に顔をしかめる。

　深夜ならともかく、この時間ならまだ電車も動いているはず。それに、タクシーを呼べばいいんじゃないか？　なんでわざわざ俺に電話してくる？

「璃子もお酒飲んだのか？」

　彼女がひとりでは動けない状況なのかと思ったが、弟の答えは違った。

《いや。でも今、久野先生とふたりきりになったから。お持ち帰りされたくないでしょ？　じゃあ、タクシー来たから切るわ》

　勝手に電話してきて返事も聞かずに切る直。

　多分聞かずとも俺が迎えに行くのがわかっているのだろう。

「三み田たに向かってくれ」

　運転手にそう告げて、直が教えてくれた洋食屋に向かう。

　店の少し手前に車が停車すると、ちょうど店のドアから若い男女が出てきた。

　あれは……璃子。

　すぐに車を降りて声をかけようとしたら、一緒にいた男性が彼女の手を掴んでなにか言っている。

　マズイと思い、慌てて彼女に駆け寄った。

「璃子！」

「え？　匡？　どうしたの？」

　俺の声に驚いて璃子は振り返る。男性は俺に気づいて彼女の手をパッと離した。

　よく見ると、それは久野さんだった。

「直から電話があって迎えに来た。久野さん、お久しぶりです。うちの璃子がお世話になっているようで」

　璃子の手を強く握ると、何食わぬ顔で久野さんににこやかに挨拶する。

　すると、彼も頬を緩めたが、その顔はどこか引きつっていた。

「弟さんと佐々木さんから匡くんの噂は聞いてるよ」

「どんな噂だか。では、急ぎますのでこれで失礼します」

　横目で璃子をチラッと見ると、久野さんに視線を戻して軽く頭を下げた。

「璃子行くぞ」

　突然の俺の登場に少々狼狽えている彼女の手を引いて車に乗せ、そのままマンションに帰る。

　靴を脱いで玄関を上がったら、急に璃子が大声を出して俺の右手を掴んだ。

「ちょっと、なにこの痣あざ！」

「あっ……壁にぶつけた時の」

　思い出したように掴まれた手に目をやると、手の甲が紫になっていて腫れていた。

「もうなにやってるのよ。こっち来て」

　璃子が大騒ぎして俺をリビングのソファまで連れていき、氷を持ってきて俺の手を冷やした。

「これでしばらく冷やして」

「サンキュ」

　礼を言うと、彼女は俺をじっと見た。

「痛くなかったの？」

「全然感じなかった。でも、今は少し痛いかな」

　いつの間にこんなに腫れていたのだろう。璃子に言われるまで痛みを感じなかった。

　それだけ彼女の病気に精神的なダメージを受けたってことか。

「バカね。二日酔いでボーッとしてたんでしょう？」

　お前の病気のこと考えてた……なんて口が裂けても言えない。

「そうかもな。洋食屋から出る時、久野さんとなにかあったのか？」

　曖昧に返して話題を変える。

　久野さんが璃子の手を掴んでいたのが気になった。

「え？　……特になにもないよ」

　俺の質問に彼女はゆっくり視線を逸らし、少しおどおどした様子でとぼける。

　嘘つき。本当になにもないなら笑って否定するはずだ。

「なにもないならいい。お前、先に風呂に入ってくれば？」

「うん。そうする」

　璃子は俺から離れ、バスルームへ行く。

　彼女がいなくなると、親父に電話をした。

「こんな夜遅くに悪い。今日、おばさんから璃子の話を聞いたんだ。彼女が入院していた病院を知ってたら教えてくれないか」

　もっといい病院なら璃子も助かるかもしれないと考えたのだが、親父が口にしたのは国内でも有名な大学病院の名前だった。親父がその病院を紹介し、現状でできる限りの治療が行われたようなのだけれど、病気を治すことはできなかった。

　電話を終わらせると、しばらく放心していた。

　俺は……無力だ。彼女がそばにいるのになにもできない。

　少しすると、璃子が戻ってきて、俺の手の具合を確認した。

「よかった。少し腫れが引いたね」

　俺の手を見てニコッと微笑む彼女。

　人の痣の心配よりももっと自分のことを気にしろよ。

「匡もお風呂入ってきたら？」

「ああ」

　小さく返事をしてバスルームに行く。

　風呂で汗を流してリビングに戻ると、璃子がまたソファで寝ていた。

　考えてみると、ちょっと動いただけで彼女はすぐに寝る。それは病気のせいだったんだな。

　その寝顔は、うちに来た時よりも少しふっくらしているように見えた。

　抗がん剤治療をやめて少し体重が戻ったのだろうか？

　元気な頃よりも痩せてはいるが、彼女が苦痛で顔を歪めているところは見たことがない。

　だが、少し走ったりすると、かなり呼吸が乱れていた。

　今、痛みはないのだろうか？

　そういえば、スーパーで声をかけた時、マスクをつけていたんだよな。あれは感染症予防のためだろう。

　あと三カ月の命。しかも、自分の誕生日までしか生きられないなんて……。

　誕生日プレゼントの話をした時、彼女は欲しいものがないと言っていた。

　それは自分が無事に二十三歳の誕生日を迎えられないと思っていたからに違いない。

　どんな思いでその言葉を口にしたのか。

　それだけじゃない。就職のことを聞いた時だって、彼女は行くところは決まっていると言った。

　彼女はその時笑っていたっけ。

　どこか悲しげだったその笑顔を思い出すと、胸がひどく痛くなった。

　長く生きられないと知った時は、絶望に打ちひしがれたはず。

　きっと誰もいないところで泣いたに違いない。

「バカ璃子」

　ここ何年も泣いたことなんてなかったのに……。

　上を向いて涙をこらえる。

　こいつが一生懸命笑っているのに、俺が泣くわけにはいかない。

　心を落ち着かせると、璃子を抱き上げて、俺のベッドに運んだ。

「なんだかこれが日課になりそうだな」

　ぐっすり眠っている璃子を見つめ、彼女に布団をかける。

　そのままリビングに戻ろうとしたのだが、無性に彼女に触れたくなって……。

「おやすみ」

　身を屈めて彼女の唇にキスをした。

　璃子が病気と知って気づかされたんだ。

　今……誰よりも彼女が大切だって。

　だから、失いたくない。

　絶対に――。










彼に守られて




「う……ん、匡」

　自分の声で目がパッと覚めた。

　ここは……匡のベッド。

　それより気になるのは、自分の腰にしっかりと巻きついている彼の手。

　そういえば、怪我の具合は？

　彼の手を確認すると、だいぶ腫れが引いていて安心した。

　よかった。これなら病院に行かなくてもよさそう。

　彼の手をそっと外そうとしたら、首に匡の吐息がかかってドキッとする。

　背後から彼に抱きしめられているなんて、彼が起きている時には絶対にありえないシチュエーション。

　もうちょっとこのままでいようかな。きっと匡は、私を抱き枕と間違えているんだ。

　そう思ったのだけど……。

「……長谷川～、今日の予定全部キャンセルしないとこうだ」

　そんな寝言が耳元で聞こえたと思ったら、いきなり匡が私の脇をくすぐってきて……。

「きゃあ！」と叫んで抵抗すると、私の肘が彼の顔面にヒットした。

「うっ……痛て」

　顔面を押さえて起き上がる彼を、キッと睨みつけた。

「もう、匡どんな夢見てるの！　ひょっとして長谷川さんとできてるの？」

　女に飽きて自分の秘書に手を出したのでは？

　だって長谷川さんもイケメンだし、ふたり並ぶとなんだかＢＬの世界みたい。

　そんな想像をしていたら、匡が横で大笑いして私の頭をポンと叩く。

「長谷川とできてるって……ないわ。お前、おもしろすぎ」

「だって、いつも匡の寝言は長谷川さん絡みだよ」

　私の指摘に彼はもっともらしい言い訳をする。

「それは長谷川がいつも迎えに来るからだ。お前が来る前は、寝室まで起こしに来たし」

「ふーん」

　そう返したが、やっぱり怪しいと思ってしまう。

「お前、もう七時過ぎてるけど、大学は大丈夫なのか？」

「今日は午後からなの。すぐに朝食作るね。匡が遅刻しちゃう」

　ベッドを出て洗面所で軽く身支度を整えると、キッチンに行って朝食を準備する。

　今日はパンにスクランブルエッグ、ソーセージ、それと具だくさんのミネストローネスープ。スープはレトルトだ。

　昨日はお風呂に入ったら睡魔に襲われて、朝食の仕込みをなにもしてなかったんだよね。

　体調はよくても、体力がないのだ。

　でも、激しい運動をするわけでもないし、日常生活に支障はない。いい睡眠だって取れている。

　そしてなによりも、匡のそばにいられてとっても幸せ。

　前に匡に誕生日のプレゼントになにが欲しいか聞かれたけど、彼といる時間が私にとって最高のプレゼントだと思う。

　朝食をダイニングテーブルに並べていると、スーツに着替えた匡がやってきた。

「今日はパンか」

　テーブルの料理を見ながら席に着く彼に謝る。

「ごめん。昨日お風呂入って寝ちゃったから準備してなくて。手抜き」

「俺には手抜きとかわからん。こうやって食べられるだけで満足だ。なんせいつもコーヒー一杯とかで済ませてたからな」

　スクランブルエッグに塩と胡こ椒しょうをかけながらそんなことを口にする彼を、呆れ顔で見た。

「それは朝食と言わないよ。仕事しててお腹空かない？」

「いつも長谷川にサンドイッチとか買ってきてもらって、会議の合間に食べてる」

　うわ～、長谷川さんにそんなことまでさせてるの？

　あんたはどっかの王様か……と突っ込みたくなる。

「長谷川さんは秘書であって小間使いじゃないんだよ。あんな有能な人、大事にしないとヘッドハンティングされちゃうからね」

　匡を見据えて注意すると、彼はフッと微笑した。

「大丈夫。俺とあいつには共通の野望があるからな」

「野望って？」

　首を傾げて聞き返す私に、彼は何食わぬ顔で答える。

「世界征服」

　は？　なに、その漫画に出てきそうな言い回し。聞いた私がバカだった。

「二十八にもなって中二病？」

　残念なやつを見るような視線を匡に向けるが、彼は自信たっぷりに言う。

「真面目な話。自動車業界でいずれ世界一になってやる」

　トーストにかじりつきながらニヤリと笑う彼。

　その目はキラキラしていて、不覚にもときめいてしまった。

「言うのは誰でも言えるけどね」

　匡から視線を外し、わざと彼を挑発するような言葉を投げた。

　だけど本当は、彼が言うなら実現も夢ではないって思う。

　十年後か二十年後か……。

　私はもうその時にはこの世にはいない。

　ああ、もっと時間が欲しい。そしたら、匡が天下取るところを見られるのに。

　彼といられるなら、あと三カ月の命でもいい。そう思っていたのだけど、人間って欲が出る。もっと彼と一緒に過ごしたいと願ってしまう。

　だが、私の身体は刻一刻と死に近づいている。

　悔しいな。私の運命を変えられたらいいのにね。

　じっとカップの中のスープを見ていたら、彼に頭をツンと突かれた。

「まあ見てろ。今に世界一になってやる」

　そう堂々と宣言する彼に曖昧に返した。

「まあ頑張って」

「その気の抜けた声。お前信じてないだろ？　俺をもっと敬え。せっかく人がいいものやろうと思ってたのにな」

　匡のもったいぶった物言いが気になって、彼の目を見つめて先を促す。

「いいもの？」

「これ。就職祝いに買ったんだが、ずっと渡すの忘れてて……っていっても、お前まだ就職してなかったけど」

　彼はスーツの内ポケットから小さな深紅の箱を取り出し、私に差し出した。

「就職祝い？　え？　なに？」

　彼から箱を受け取って、少しドキドキしながら蓋を開けてみる。

　中に入っていたのは、花をモチーフにしたネックレス。花をかたどったプラチナの台に小さなダイヤモンドがちりばめられていて、とてもキラキラしていて綺麗だ。

　そういえば、同じものをハリウッド女優がつけているのを見て、匡に『あのネックレス素敵』と言ったことがある。

　私だってこのネックレスを見るまで忘れていたのに、匡……覚えていてくれたんだ。

　どうしよう。嬉しくて涙が込み上げてくる。

　なにも言えずにいる私に、匡は優しい声で補足説明をした。

「直には時計を買ってやったんだが、お前はおじさんから時計もらってたし、別のものと思って」

　ああ。直くんの時計、どこか洗練されたデザインでいいなって思ってたんだけど、匡のチョイスだったのか。私にまで就職祝いを用意していたなんて……。

「高かったでしょう？　ありがとね」

　匡の目を見てニコッと微笑む。

　もっといろいろお礼を言いたかったけど、泣いてしまいそうだったからやめた。

「ワインじゃないからお前が就職するまで寝かしておくのも意味がないし」

　彼の説明に苦笑いしながら謝る。

「ハハッ。就職してなくてごめん」

　社会人になって働く姿を見せたかったし、お給料をもらったら匡になにかごちそうしてあげたかった。

「別にお前が悪いわけじゃないだろ。ごちそうさま」

　匡はしつこく言わず手を合わせると、席を立って皿を片付け始める。

「あっ、待って！」

　私も急いで食べて、「これは私の仕事」と主張して匡の手から皿を奪い、後片付けを済ませた。

　キッチンからリビングに移動し、ソファに腰かけようとしたら、彼が背後から「璃子」と呼んで私の肩を軽く叩いた。

「ん？　なに？」と振り返る私に、匡は首に下げたネクタイを当然のように差し出す。

「ほれ、お前の仕事」

「ホント、あんたは王様か」と故意に眉間にシワを寄せてみせたが、内心では喜んでいた。

　えへへ、新婚さん気分。

　ネクタイを手に取り、前に匡にレクチャーされた通りに結んでいると、彼の視線を強く感じた。

「ちょっと。そんな見られると顔に穴が空きそうなんですけど」

　じっとりと彼を見て抗議したら、不機嫌顔で言い返された。

「他にどこを見ろって言うんだよ」

　どこって言われても困る。

「掛け時計とか見ててよ」

　適当に答えたら、匡は私の目を見てクスッと笑った。

「いちいちうるさいね、お前」

　これだけ至近距離でのやり取りは、いくら幼馴染といえども緊張する。

「お黙りなさい」

　胸のドキドキが止まらなくて、照れ隠しにそんな憎まれ口を叩く私。

　好きって告白できたらどんなにいいだろう。

　……バカね。匡と両思いになれるわけでもないし、それに私はもう長く生きられない。匡が困るだけだ。

　そう考えたら、スッと心の中が冷えていくのを感じた。

　無心になれ。溢れる思いは凍らせろ。

　自分に暗示をかける。

　ネクタイに目をやり、手際よく結んで、彼の胸をポンと叩いた。

「今日は成功。こんなの簡単、簡単」

　得意げに言って匡から離れようとすると、彼に手を掴まれた。

「ちょっと待て。今度は俺の番」

「え？」

　驚く私の目を捕え、彼はニヤリとする。

　そのどこか妖あやしげな目を見て、ゴクッと唾を飲み込んだ。

　俺の番って、なにをする気なの？

　ハラハラしながら匡をじっと見ていたら、彼は私にプレゼントしたネックレスを手に取り、私の背後に回る。

「今日からつけてろ」

　彼がネックレスをつけている間、落ち着かなかった。

　きゃあ～、匡の息がうなじにかかるんですけど。これはなんの拷問なの？

「まだなの、匡？　時間……かかりすぎ」

「急かすなよ。金具が小さくて結構難しいんだ」

　時間にしてみれば二分ほど。でも、緊張でどう息をしていいかわからなくなって、じっと立っているのがつらくなった。

「た……匡～、まだあ？」

「できた。ほらこっち向いてみろ」

　匡に身体をクルリと回転させられたかと思ったら、彼が値踏みするように私を見て楽しげに微笑する。

「なかなか似合ってるじゃないか」

　ペンダントトップに彼が触れ、心臓がトクンと高鳴った。

　お願い！　もう離れて！　心臓が飛び出しそう。

　たまらずギュッと目を閉じれば、首筋に彼の吐息を感じて、次の瞬間なにかが触れてチクッとした。

　な、なにされた？

　恐る恐る目を開ければ、匡が妖よう艶えんに微笑んでいて……。

「お前、他の男の前で絶対今みたいに目を閉じるなよ。襲われるぞ」

「今……なにしたの？」

　首筋を押さえながら聞けば、彼は男の色香が漂う顔でペロッと唇を舐なめた。

「ちょっとマーキング。久野さんには気をつけろ。あの人、多分お前に気がある」

　彼の忠告にギクッとする。

　実は昨日の夜、私、優里、直くん、それと久野先生の四人で大学近くの洋食屋へ行った。

　私以外の三人はワインを飲んでいて、酔っ払った優里をひとりで帰らせるのが心配だったから、直くんに彼女を送ってもらった。そこまではなにも問題はなかったのだけれど……。

　ふたりが帰った後、久野先生はアルコールを飲んだせいか、ちょっと感情的になっていて、じっと私を見据えて言った。

『佐々木さん、僕と付き合わないか？　ずっと君のことが気になっていたんだ』

『先生、かなり酔ってますね。帰りましょう』

　本気にはせず、軽く聞き流して席を立った。

　でも、店を出たところで先生に手を掴まれて……。

『僕が送る』

　先生の様子がおかしかったし、どうやって断ろうかと困っていると、タイミングよく匡が現れたのだ。

　あの時は匡が来てくれて助かった。お酒のせいかと思ったけれど、先生は大学を中退した私を気にしてあんな告白をしたのかもしれない。

「お前、目が泳いでるぞ。久野さんとなにがあった？」

　匡の声にハッと我に返る。

「き、昨日も言ったけど、なにもない。し、心配しすぎだよ」

　気が動転して声がうまく出ない私を、彼はおもしろそうに見つめた。

「そういうお前は動揺しすぎ」

「からかわないでよ、匡。マーキングってなにをしたの？」

　先生のことを聞かれたくなくて話を変えると、匡は悪びれた様子もなく答えた。

「俗に言うキスマークをつけた。もっとマーキングしておくか。うちで預かってる以上、変な虫がついたら困るんだよな」

　彼の発言に顔の熱が急上昇する。

　キ、キスマークって……なにを考えてるのよ～。

　もう頭の中はパニックだ。

「ち、ちょっと……待ってよ」

　ブンブン首を横に振って拒否するが、彼が私の両手を掴んで壁際に追い込む。

「さあ、これで逃げられない。次はどこにマーキングしようか？」

　匡の目が妖しく光り、ゴクッと唾を飲み込んだ。

「匡……冗談はそれくらいに」

　匡の顔が私の胸元に下りてきたその時、長谷川さんの声がした。

「匡さま、お取り込み中のところすみません。そろそろ行かないと遅刻しますよ」

　あまりに動揺していて気がつかなかったけど、リビングのドアのところに長谷川さんが立っていた。

　彼を見てカーッと顔の熱が急上昇する。

　やだ。恥ずかしいところを見られちゃった。長谷川さん、いつの間に入ってきてたの!?

　匡は普段と変わらぬ様子で腕時計を見て、私から離れる。

「おっ、もうそんな時間か。じゃあ、行ってくる」

　目を細めてセクシーな笑顔を向ける彼が憎たらしい。

　なんの挨拶も返せず、呆ぼう然ぜんとふたりがリビングを出ていくのを見送ると、床にヘナヘナと座り込んだ。

「匡の意地悪」

　心臓発作でおかしくなりそう。

　あ～、さっきのはなんなの？　セクシーさ全開。あんな匡、初めて見た。

　私ばっかりハラハラさせられてなんだか悔しい。からかうのもいい加減にしてよ。

　それに、最近……変な夢を見る。匡が私に優しくキスをするの。

　それがやけにリアルで、現実なのか夢なのかわからなくなる。

　願望が強すぎて夢に見ちゃったのかな。

　ゆっくりと立ち上がると、久しぶりに日記を書いた。

【九月二十九日。今日は朝から匡にからかわれた。でも、素敵なネックレスをもらった。私の宝物だ】

　ペンダントを眺めると、頬杖をつく。

「最近、夜はいつの間にか寝ちゃうから、ここ数日書けなかったんだよね」

　日記を片付け、それから洗濯を済ませてひと息ついた。

　大学は午後からだし、ちょっと暇になっちゃった。

　あっ、匡にお弁当作って持ってってあげようかな。会社で出されるのは油っぽいとかなんとか言ってたよね。

　生しょう姜が焼き弁当にしようかな。匡好きだし。ネックレスのお礼がしたい。

　早速、スーパーに買い物に行き、食材を買ってくる。

　生姜焼き、ポテトサラダ、ミニトマトに梨。鼻歌を歌いながら調理して、お弁当箱とタッパーに詰めていく。でき上がったお弁当を見て、満足げに微笑んだ。

「これでよし」

　黄色のランチバッグにお弁当を入れ、長谷川さんに【お弁当を届けに行きます】とメッセージを送り、丸まるの内うちにあるＭＵＧＥＮＤＡＩの本社ビルにマスクをして向かう。

　天高くそびえる五十二階建てのビル。一階フロアの半分はショールームになっていて、シルバーの近未来カーが飾られている。中に入るのは初めてだ。

　時刻は十一時五十三分。ランチタイムだからか社員の出入りが多い。

　キョロキョロしながらエントランスを入り、長谷川さんから連絡が来ていないかスマホを確認したが、新着のメッセージはない。

　私のＬＩＮＥに気づいていないのか、それとも忙しくてスマホを見る余裕もないのか。うーん、彼の返事を待っていたらお昼が終わってしまうかもしれない。

　そう考えて、右手にある受付に行く。

　水色の制服を来た受付の女性は、グレーのスーツ姿の女性社員となにか話をしていた。

　話し終わるのを待っていると、女性社員が私に気づいて「なにか？」と声をかけてきた。物腰は洗練されているけど、どこか冷たさを感じさせた。

　マスクを外すと、背筋を正して用件を伝える。

「すみません。八神副社長にお弁当を届けに来たのですが、秘書の長谷川さんを呼んでいただけないでしょうか？」

　ランチバッグを見せてニコッとする私を、グレーのスーツの女性はじっと見据える。

「失礼ですが、どちら様ですか？」

「私は……」

　女性の質問に答えようとして言葉に詰まった。

　副社長の幼馴染って言ったら、怪しまれるかも。普通、幼馴染が会社まで押しかけることなんてないよね。

　それに私が彼女なら、セキュリティ上、副社長の親族でもない女を相手にしない。

「あの……私は八神副社長の家族で」

　正確には家族同然だが、説明するのもややこしいし、この場合仕方がない。

　そう伝えると、グレーのスーツの女性はスーッと目を細めた。

「私は副社長の第二秘書の中なか川がわと申します。八神には姉も妹もおりません。それに秘書の長谷川も今は打ち合わせ中です。申し訳ありませんが、お引き取りください」

「待ってください。でしたら、長谷川さんにこのお弁当を渡してくれませんか？　佐々木璃子からだと伝えていただければ、わかると思いますので」

　ランチバッグを差し出したら、中川さんは「面識のないあなたから飲食物をお預かりすることはできません！」と冷淡に言って私の手を振り払った。

「あっ!?」

　その衝撃でランチバッグが床に落ち、思わず声をあげた。

　落ちた衝撃で汁がこぼれたのか、ランチバッグにシミがじわじわと広がる。

　……せっかく作ったのにな。

「あまりしつこいと警備員を呼びますよ」

　中川さんは表情を険しくして私に向かって言い放つ。

　その声で周囲に社員が集まってきて、ざわつきだした。

　私に突き刺さるみんなの視線が痛い。

　思いつきで来るんじゃなかった。早くここから出ていこう。

　もう今はそれしか頭になかった。

　しゃがんでランチバッグを手に取ったら、カツカツと靴音がして、匡の声がした。

「一体なんの騒ぎだ？」

　顔を上げれば数メートル先に彼がいて、その隣には長谷川さんの姿もあった。

「……匡」

　か細い声でその名を呟いたら、彼が私のもとにやってきて、「大丈夫か？」と手を貸して立ち上がらせる。私が小さく頷くと、彼は中川さんに目を向けた。

「その女性が副社長にお弁当を届けに来たと言っているのですが、面識のない方なのでお断りしました」

　中川さんははっきりとした口調で匡に報告する。不審者を見るような目を向けられて思わず怯むが、匡が〝大丈夫だ〟と言い聞かせるように私の手をしっかりと握ってきた。

「彼女は佐々木璃子といって、私の婚約者だ。彼女が来ることを私が長谷川に伝え忘れていたんだ。迷惑をかけてすまない。今後も来ることがあると思うから覚えておいてくれ」

　匡は中川さんに静かな声で伝えると、何事もなかったかのように私の手を引いて、エレベーターホールの方に歩いていく。

「ちょっ……どこに行くの？」

　足を止めて尋ねる私に、彼は落ち着いた声で答えた。

「俺の執務室。俺たちがいなくならないと騒ぎが収まらないだろ？」

「私は……帰るよ」

　ただの幼馴染の私がパッと思い立って来たのがいけなかった。匡にこれ以上迷惑はかけられない。

「いいから来い」

　一番右側のエレベーターの扉が開き、彼に乗せられる。

　役員専用なのか、ランチ時にもかかわらず、他の社員は乗ってこなかった。

　この狭い空間にふたりだけ。

　なんだか気まずい。なにか話さなくちゃ。

「長谷川さん置いてきちゃっていいの？」

「いいんだよ。あいつが事態をうまく収拾するさ」

　エレベーターが最上階に着き、匡と降りると、左手奥にある副社長室に連れていかれた。

「私……やっぱり帰る。いろいろと迷惑かけちゃって……本当にごめんなさい」

　ひどく落ち込んでしまって、まともに彼の顔は見られなかった。

　匡の手を外そうとするも、彼は離してくれない。

「ダメだ。まだ帰らせない」

「な……なんでよ？」

　半ばパニックになりながら彼に尋ねる。

「だって、お前、今にも泣きそうな顔してるから」

　クスッと笑って、彼はその逞しい胸に有無を言わせず私を抱き寄せ、頭を撫でた。

　こんな時にそんな優しくするなんてズルい。

　気が緩んでしまったのか、大粒の涙が目からこぼれ落ちる。

　あんなことくらいでなんで涙なんか……。

　私が愚かだった。本当の意味で匡の立場を理解してなかった。

　彼はこんな大きな会社の副社長。誰でも気軽に会える相手ではない。中川さんの対応は正しい。よくよく考えてみると、身内でもない人間が作った弁当など受け取れるわけがないのだ。

　私……ネックレスもらって浮かれてたのかな。

「匡のスーツが……汚れる」

　離れようとするが、彼は拒否して、私の頬の涙を手で拭いながら茶目っ気たっぷりに笑う。

「構わない。婚約者を放っておけないだろ？」

「婚約者って……大嘘つき……」

　悪いのはなにも考えずに来てしまった私なのに、匡は自分の非にして、誰も傷つけずにあの場を収めようとした。私を婚約者ということにすれば、みんな納得して誰も文句は言わない。

　匡ってやっぱりすごい。

　私が泣きやむと、彼は私の手からランチバッグを奪った。

「これが俺の弁当？」

「そのはずだったけど、落としちゃって多分中身が出てるから……」

　私の説明を最後まで聞かずに、彼は手前にある高級そうなレザーのソファに腰かけ、弁当を開ける。

「ちゃんと最後まで聞きなさいよ！　中はきっとぐちゃぐちゃだから食べられないわよ」

　慌てて止めようとするも、彼は構わず箸を手に取った。

「問題ない。いい感じに生姜焼きのタレが染みててうまそう」

　匡は上機嫌で食べ始めるが、私への注意も忘れない。

「次からは前もって知らせておくように。急な連絡だとすぐに気づかないからな。長谷川が珍しく慌ててたからなにかと思った」

　ああ。だからふたりで受付まで駆けつけてくれたのか。

「ごめん。もう二度としないから」

　反省してそう伝えたら、匡は顔をしかめた。

「お前ね、それだとお前のことを婚約者だと言った俺の立場がなくなるだろ。じゃんじゃん作って持ってこい」

「じゃんじゃんって……」

　彼の発言につい笑ってしまう。

　自己嫌悪に陥っていた私だが、匡のお陰で少し元気になった。

　匡、ありがと。

　生姜焼きを美味しそうに食べる彼をじっと見ながら、心の中でそっと呟いた。




　その後、長谷川さんが呼んでくれたタクシーで大学に行くと、正門の前で直くんにばったり会った。

「直くんも今日は午後からなんだ？」

　ニコニコ顔で話しかける私を、彼はどこかおもしろそうにじっと見つめる。

「まあね。なんか嬉しそうだけど、いいことあった？」

「匡に就職祝いもらっちゃった。就職してないけど」

　今日もらったばかりの花のネックレスを見せると、彼はフッと笑った。

「へえ、兄貴がアクセサリー贈るなんて雪でも降りそう。でも、もっと他にもあるんじゃない？」

「え？　他にもって？」

　首を傾げて聞き返したら、彼はまた私をからかった。

「兄貴と恋人同士になったとかさ」

　それは私の妄想でしか実現しないだろう。匡の好きな女性のタイプは華やかな美人。数年前、有名女優と食事しているところを週刊誌に撮られていた。

「ないよ。あるわけないし」

　真顔で否定する私の首筋を直くんが指差す。

「でもさあ、璃子ちゃんの首にキスマークついてるよ」

　彼の指摘され、ハッとして手で首を押さえる。

　あっ、お弁当の騒ぎですっかり忘れてた。

「これは……その……なにかで擦れた……!?」

　慌てて言い訳しようとしたら、久野先生がやってきて直くんの肩を叩いた。

「やあ、八神くん、後で研究室来てくれる？」

「はい。じゃあ、僕は図書館に寄るので」

　直くんは私たちに手を上げて、図書館の方に歩いていく。

　先生とふたりきりになり、昨日のこともあって少し気詰まりを覚えた。

　多分さっきの直くんとのやり取りを聞かれたかも。

「佐々木さん……昨日はその……」

　先生も緊張した面持ちで私に声をかける。

　匡……私に勇気をください。

　ネックレスのペンダントトップに触れ、先生をまっすぐに見てニコッと微笑んだ。

「先生、昨日はお酒を飲みすぎたんですよ。ほら、早く準備しないと講義に間に合わなくなりますよ」

「ああ、そうだね」

　久野先生は少しホッとした様子で頷く。

　なんだろう？　ネックレスをしているせい？

　匡にずっと守られているような気がして心強かった。










俺の決意　―　匡 side




　接待が終わって家に帰ると、リビングのソファで璃子が寝ていた。

　時刻は午後十一時過ぎ。

「ただいま」

　小声で言って、璃子の手首に触れる。

　それは最近俺の日課になっている、彼女の体温の確認。

　体温計を使えば、ピピッという電子音で起こしてしまうかもしれない。

「今日も平熱」

　ポツリと呟き、ホッと胸を撫で下ろす。

　十二月の中旬となれば、気温も下がり、風邪が流行りだす。

　璃子は肺をやられているから、風邪は天敵といえる。風邪を引いて病気が一気に進行すれば、下手をすると命取りになる。だから、俺も手洗いうがいは欠かさないし、家に加湿器を置いて部屋の中が乾燥しないよう注意している。

　テーブルの上にはノートパソコン、洋書、ノート、それとイギリスのガイドブックが置かれていた。多分、久野さんに頼まれて資料を作っていたのだろう。前におばさんが、璃子は久野さんの研究室でバイトをしていると話していた。

　疲れているのかここ数日同じような状態が続いていて、俺が帰宅しても気づかない。眠り姫のようにぐっすり寝たままだ。

　そんな彼女をじっと見つめ、ポツリと呟く。

「もうすぐクリスマス……か」

　璃子がうちに来てからあと十日ほどで三カ月になろうとしている。短かった彼女の髪も今では肩まで伸びた。

　璃子との生活は楽しくて時間が経つのをついつい忘れそうになるが、彼女の誕生日であるクリスマスイブが近づくにつれ、日々不安というか恐怖を感じている。

　医師の余命宣告が正しいとするならば、彼女はあと少ししか生きられない。

　璃子が死ぬということは、彼女がこの世界から消えてしまうということ。

　考えるだけでも怖い。

　俺がそう思うのだから、璃子はもっと恐怖に怯おびえているはず。なのに、彼女は俺に病気のことを打ち明けない。

　俺も知らない振りを続けてきたのだが、それも限界に来ている。

「近いうちにちゃんと話をしないとな」

　璃子の寝顔をじっと眺める。

　今の彼女はまだちょっと痩せてはいるが、すこぶる元気で、余命宣告されたとは思えない。

　だが、いつ体調が悪くなるかわからないから、璃子が眠っている時はなるべく起こさないようにしている。

　安心してぐっすり眠らせるのが俺の大事な仕事。

　いい睡眠が取れれば、彼女の身体の免疫力も高まるはずだ。

　それに、心のどこかで信じているんだと思う。

　璃子が幸せなら、病気は治るはずだって。

　それで病気に勝って、俺とこのままずっと一緒に暮らせばいい。

　どうしたら彼女を傷つけずに話ができるだろう？

　それに、自分の気持ちも璃子に伝えたい。

　彼女を愛していると――。

　自覚し始めたのは、璃子と伊豆に旅行した時。

　赤ちゃんの頃から知っていることが、彼女を好きになるストッパーになっていたが、一緒に生活していくうちに外れてしまった。

　昨日よりは今日、今日よりも明日……璃子が愛おしいという気持ちが増していく。

　ただ女としてだけでなく、自分にとって誰よりも大切な存在になっていた。

　璃子を抱き上げようとしたら、彼女の手が動いてテーブルにぶつかり、ショッキングピンクの分厚いノートがカーペットの上に落ちた。

「なんだ？　このド派手なノート」

　拾い上げて中を見たら、それは彼女の日記だった。

【一月一日。今日は匡、お兄ちゃん、直くんの四人で初詣に行った。おみくじを引いたら、他の三人は大吉だったのに、私だけ凶。匡に大笑いされたけど、不機嫌な私に彼はお守りを買ってくれた。その優しさが好き。ちゃんとありがとうって言えなかったから、今ここで……。匡、ありがとう。とっても嬉しいよ】

　日記は女の子らしい丸っこい字で書かれていて、ハートマークもついていた。

　多分、璃子が中学生の時に書いたものだろう。

　日記を読んで当時のことを思い出した。

　おみくじでへそを曲げたから、お守りで彼女のご機嫌を取ったのだ。

　だが、俺と京介と直の三人がちょっと話し込んでいたら、ひとりになった璃子が高校生にナンパされてたんだよな。京介が殺気を漲みなぎらせて睨みつけ、『妹に話しかけるな』って注意して、長くなりそうだから俺たちは京介を置いて帰った。

　日記には俺と璃子のツーショットの写真が挟まっていて、それを見て笑みがこぼれた。

「これ、キャンプに行った時の写真。璃子が俺の頬にペンで悪戯書きをして、俺が怒って……。なんだか懐かしいな」

　それにしても、中学の頃の日記なんかどうして持ってきてるんだ？

　人の日記を黙って読むのは悪いと思いつつも、気になってページをめくる。

　次のページは白紙だったが、さらにめくると日記が再開されていた。大人になってから書いたからか、洗練された美しい文字になっている。しかし、内容は衝撃的だった。

　彼女が書いた文字を目で追っていく。

【六月二十四日。八年ぶりに日記を書く。なんでだろう。自分の生きた証を残したくなったのかな。今日、担当医の先生に、余命宣告されちゃった。クリスマスイブの私の誕生日が、私の命日になるかもしれない。両親にはつらい思いをさせちゃうな】

　その文を見て、涙が頬を伝った。

　神がいるとしたら、なんて残酷なことをするんだろう。

　璃子がなにをしたというのか。なぜ彼女の命をこんなに早く奪おうとする？

　璃子の気持ちを思うと胸が痛い。

　自分が一番つらい時に、両親の心配をする。そんな優しい彼女がどうして苦しまなくてはならないのか。

【六月二十五日。母に付き添われて病院を退院した。先生には週に一度病院に来るように言われたけれど、家はやっぱりいい。もうあのつらい抗がん剤治療から解放されてホッとしている】

【六月二十六日。ねえ、神さまっているのかな？　私の病気がただの風邪とかならよかったのにって……まだ思う。どんなに願っても私の病気は治らないのにね。神さまがそう決めたのなら、私は神さまを憎んでしまうかも】

　璃子の闘病は壮絶なものだったのだろう。彼女の心情が伝わってくる。

　そうだよな。自分が難病だなんて受け入れられるわけがない。

　次の文面を見ると、さらに衝撃を受けた。

【六月三十日。ベッドで休みすぎて根っこが生えそう。暇な時間があると、ついつい死について考えてしまう。頭では納得したつもりでいたけれど、やっぱり生きたい。まだ死にたくないし、死ぬのが怖い……怖いよ】

　そのページは紙がふやけていた。

　それは多分……日記を書きながら泣いたからじゃないだろうか。

　諦め、不安、絶望……。

　どれだけの時間、璃子は悩み続けたのか。考えるだけでも胸が苦しくなる。

　中学の頃の日記は三日ほどで終わっていたのに、今年の六月二十四日から再度書き始めた日記はマメに続けているようで、日記帳も半分くらい埋まっていた。

　俺のところに来てからは、【匡に好きって言いそうになった】【好きって気持ちを顔に出さないようにするのに苦労した】【匡、好きだよ】とか、ほぼラブレターのような内容。

　熱烈な告白に涙腺が崩壊し、嗚お咽えつをこらえるのが大変だった。

「……バカ……璃子。……日記……で……告白……なんか……するなよ」

　今月に入ってからの日記は、少し内容が変わって……。

【本当はもう家に帰る予定だったんだけど、匡のそばにもっといたくて、先延ばしにしている。体調も信じられないくらいいい】

　その文面にホッとするも、次の日には【ここをいつ出ていこうか悩む。ずっといるわけにはいかない】と悩みを吐と露ろしている。

【でも実家に帰るのも気が進まない。まるで死ぬために帰るみたいだ。両親に看取ってもらって、それで本当にいいの？】

　俺には絶対に言えない彼女の胸の内がそこに書かれていた。

　璃子は俺の家を出た後、どこかに行くつもりなのだろうか？

　不意にイギリスのガイドブックが目に留まった。

　そういえば、璃子は大学二年の夏にイギリスに短期留学してたっけ。

　涙を手で拭って日記を置く。

　そして、ガイドブックブックを手に取ってみると、一箇所だけ付ふ箋せんが貼ってあった。

　行きたい場所か、それとも思い出の場所か。

　ガイドブックを戻し、今度こそ璃子を抱き上げて寝室のベッドに運ぶ。

　彼女にそっと布団をかけると、ベッドの棚に置いてある目覚まし時計をチェックした。

　七時にアラームがセットされているが、解除する。璃子が俺のためにセットしたものだ。

　目覚まし時計が鳴らなくても、万が一の時は長谷川が起こしに来るから問題はない。

　寝室を出てシャワーを素早く浴びると、書斎で少し仕事をして、彼女の病気に関する論文を読んで情報を集めた。

　彼女の病気を治したい。なんとしてでも――。

　暇さえあれば、いつもネットでファントムのことを調べている。

　それで最近、ある論文を見つけた。

　それはファントムの患者に、白血病治療用に開発された新薬を投与した臨床経過の報告。イギリスのある有名大学のウィリアム・クラーク教授のチームが、璃子と同じように肺の壊死が進行している二十歳の男性に新薬を投与したところ、肺の壊死が止まったというのだ。

　まだひとりにしか投与していないし、その新薬が日本で認可されるには時間がかかるが、一筋の光明が見えた。

　今、うちのコネを使ってクラーク教授とコンタクトを取っているところだ。

　午前二時までパソコンで調べ物をしてから、俺も寝室に行ってベッドに入った。

　俺もちゃんと寝ないとな。自分が病気になっては彼女を支えられない。

　最近、ベッドに入ると璃子がいるから温かい。

　その温もりに心から安心する。彼女は生きているって……。

　彼女を背後から抱きしめてゆっくりと目を閉じた。

　俺がなんとしてでもファントムの治療法を見つける。

　どうか璃子の病気が治りますように――。

　そう祈りながら眠りについた。




　次の朝、パッと目が覚めた。

「もう朝か……」

　上体を起こしてすぐに璃子の様子を確認すると、俺の隣でスヤスヤ眠っている。

　掛け時計に目を向ければ、時刻は七時四十五分。

　それは璃子がうちに来る前まで俺が起床していた時間。

「璃子、もうすぐ八時だ」

　身体を優しく揺すって声をかけたら、彼女は飛び起きた。

「嘘！　八時！」

　璃子があたふたしている間にベッドから出る。

「目覚ましセットしたのになんで鳴らないの～！」

　彼女が頭を抱えるのを見てクスッと笑うと、洗面所に行って身支度を整える。

　今日も璃子は元気だ。

　スーツに着替えると、玄関のインターホンが鳴って長谷川が入ってきた。

「おはようございます」

　璃子が慌てた様子で玄関に走り、彼に向かって何度もぺこぺこと頭を下げる。

「あ～、長谷川さん、ごめんなさい！　今日私寝坊しちゃって……まだ朝食も食べてないんです」

「大丈夫です。璃子さんがいらっしゃる前は、朝食を召し上がっていないのは日常茶飯事でしたから」

　長谷川が優しくなだめ、俺も彼女の肩に手を置いて言った。

「俺は幼児じゃないんだから。朝食くらいでそんな大騒ぎするな」

「じゃあ、なんのために私がここにいるのよ。匡にご飯作るためよ。ああ～、なんで寝坊したんだろう、私」

　頬に両手を当て落ち込む彼女にしれっと事実を伝えた。

「俺が目覚ましのアラーム解除したんだ。目覚ましの音、うるさいからな」

　本当はお前をぎりぎりまで眠らせてやりたかったから。だが、それは言わない。

「え？　匡が解除したの？　アラームはうるさいから起きるんじゃないの。なにわけのわからないこと……!?」

　俺に噛みつく彼女の唇に指を当てる。

「お前の小言に付き合うと遅刻する。ほら、ネクタイ結べよ」

　俺がいつものように命じると、彼女は急に笑顔になった。

「はい、やります」

　すごく嬉しそうにネクタイを結び、璃子はポンと俺の胸を叩いた。

「今日も綺麗にできた。行ってらっしゃい。明日はちゃんと朝食作るからね」

「はいはい。ところでお前、前髪がめちゃくちゃはねてる」

　ツンとはねてる髪を突いたら、彼女はギョッとした顔で前髪を押さえる。その顔はみるみるうちに真っ赤になった。

「やだ、そういうことはもっと早く言ってよ～。長谷川さんに見られた～。恥ずかしい～！」

　洗面所に逃げ込む彼女を見て、クスッと笑みをこぼす。

「俺はいいのか」

「匡さま、顔がデレデレですよ」

　俺を見て楽しそうに指摘する長谷川。ここぞとばかりに俺を弄ってくる。

「本当は目覚まし時計の音が嫌なのではなくて、璃子さんを休ませてあげたかったんでしょう？　さりげなく優しいですよね。弁当事件の時も璃子さんを守ってましたし。あの時は、私の出る幕がありませんでしたよ」

　長谷川でもうまく対処できただろう。だが、多くの社員の前で璃子が悪者にされていて見ていられなかった。

「俺が璃子の身元を証明するのが一番いいと思ったまでのこと」

「相手が他の女性なら静観していたでしょうね。璃子さんが来るまで、あなたが好きな女性を溺愛するタイプとは知りませんでした」

　俺自身知らなかった。

　だが、考えてみれば、俺が璃子を溺愛するのは当然のこと。彼女が赤ちゃんの頃からずっと見守ってきたのだから。

「あれは特別なんだよ」

　反論せずフッと笑みを浮かべて認めれば、長谷川は驚いたのか、微かに目を見開いた。

「数カ月前は否定していたんですけどね。社員の前で婚約者と嘘の説明をしたのも、あなたにしてみれば本気だったのでしょう？　秘書室でも副社長に婚約者がいるって大騒ぎで、ショックを受けて放心してる秘書が何人かいましたよ」

「お前、今朝はやけに絡むな。俺が羨ましいんだろ？」

　長谷川を見据えてニヤリとすれば、彼はわざと溜め息をついてやり返す。

「上司が色ボケすると、部下は苦労しますね」

　長谷川の発言をハハッと笑い飛ばした。

「ふん、言ってろ」

　色ボケと言われようが俺は構わない。

　全力で璃子を守る。










豹変する彼




「璃子、もうすぐ八時だ」

　匡の声がしてハッと目が覚め、飛び起きた。

「嘘！　八時！」

　思わず声をあげて時計を確認する。

　時刻は、午前七時四十五分。

　嘘でしょう？　寝すごした～！

「目覚ましセットしたのになんで鳴らないの～！」

　時計を手に取ってアラームを確認するが、なぜか解除されている。

　ベッドのシーツを交換した時にセットしたはずなのに……。

　私、ボケてた？　資料作りで疲れてるのかな？

　じっと目覚まし時計を見つめていたら、玄関のインターホンが鳴った。

　あっ、長谷川さんだ。どうしよう～。

　慌ててベッドを出て玄関に向かうと、彼と目が合った。

「おはようございます」

　長谷川さんは完璧さの中にもどこか優しさのある微笑を浮かべて挨拶する。

「あ～、長谷川さん、ごめんなさい！　今日私寝坊しちゃって……まだ朝食も食べてないんです」

　寝起き姿のまま長谷川さんに平謝りする。

「大丈夫です。璃子さんがいらっしゃる前は、朝食を召し上がっていないのは日常茶飯事でしたから」

　彼は終始にこやかに返すが、落ち込まずにはいられなかった。

　あ～、匡をパーフェクトな形で送り出したかったのに。

　長谷川さん、いっそのこと〝役立たず〟と罵ののしってください。

　しゅんとしている私の肩を匡が背後から叩く。

「俺は幼児じゃないんだから。朝食くらいでそんな大騒ぎするな」

「じゃあ、なんのために私がここにいるのよ。匡にご飯作るためよ。ああ～、なんで寝坊したんだろう、私」

　これが本当の家政婦さんなら厳しく注意されているはずだ。

　昔は早起きに自信があったのに、今はアラームなしでは起きられない。

　だから目覚まし時計をセットしたはずなのだけれど。

　思い通りにならない自分の身体に苛立ちを感じていたら、匡が驚きの発言をした。

「俺が目覚ましのアラーム解除したんだ。目覚ましの音、うるさいからな」

「え？　匡が解除したの？　アラームはうるさいから起きるんじゃないの。なにわけのわからないこと……!?」

　私がボケてたわけじゃないんだ。

　匡に文句を言おうとしたら、彼が私の唇に指を当てて止めた。

「お前の小言に付き合うと遅刻する。ほら、ネクタイ結べよ」

　その命令に、沈んでいた気持ちが急浮上する。

　朝食は作れなかったけど、ネクタイだけでも結びたい。

「はい、やります」

　匡のネクタイを手に取ると、彼はもう日課になっているせいか、なにも言わなくても少し屈んでくれた。

「今日も綺麗にできた。行ってらっしゃい。明日はちゃんと朝食作るからね」

　うまく結べてちょっとご機嫌な私が笑顔で見送ろうとしたら、彼がおもしろそうに目を光らせて私の前髪を突いた。

「はいはい。ところでお前、前髪がめちゃくちゃはねてる」

　前髪がはねてる？　彼の指摘に青ざめ、慌てて前髪を押さえる。

「やだ、そういうことはもっと早く言ってよ～。長谷川さんに見られた～。恥ずかしい～！」

　大騒ぎしながら洗面所に行って鏡を見る。確かに前髪がピョンとはねていた。

　よくよく考えてみたら、寝起きのすっぴんも長谷川さんに見られたわけで、ダメージは大きい。

　匡は家族みたいなものだからいいけど、長谷川さんは違う。

「私……ダメダメだなあ」

　洗面台に両手をついてガックリ肩を落としたら、玄関のドアが閉まる音がした。

　しばらく長谷川さんの顔をまともに見られないかも。

　匡もなんで目覚ましのアラーム解除したのよ！ってブツブツ言いたくなるが、それは多分彼の優しさだ。

　だって、毎回私がリビングで寝てても叩き起こさずそっとベッドに運ぶんだもの。

　それに、最近私がバタバタしているから、彼は休ませようとしたんだと思う。

　実は今日がバイトの最終日。本当は十一月末までの予定だったのだけれど、体調がよかったから延ばしてもらったのだ。

　毎日が充実していて楽しかった。でも、それももうお終い。

　自分の身体の限界がわからないから、元気なうちにいろいろしておかないと。

　明日は両親やお兄ちゃんに手紙を書こう。あと、クリスマスプレゼントも買わなきゃね。

　お兄ちゃんからは、もう毎日メールは届かなくなった。多分、匡が注意してくれたからだろう。

　匡にもなにかあげたいな。マフラーとか手袋？　でも、匡はオシャレだからいっぱい持ってるんだよね。

　鏡の中の自分を見ながら考える。

　いっぱいあっても困らないもの……ネクタイとかどうだろう？　うん、いいかも。

　ニンマリした私はシャワーを浴びて身支度を整えると、軽く朝食を食べて、大学に行く準備をする。

　リビングにあるノートパソコンや本を片付けていて、あっ！と思った。

　日記……出しっぱなし。匡に見られていないだろうか？　でも、見たなら、もっと深刻な顔をしているはずだ。今朝の匡はいつもと変わらなかった。

　うん、大丈夫よ。

　自分に強く言い聞かせると、家を出て大学へ向かう。

　いつものように久野先生の研究室に入ったら、先生が奥のデスクに座って論文に目を通していた。

「おはようございます」

　笑顔で声をかけると、先生も論文から顔を上げて頬を緩める。

「佐々木さん、おはよう。今日もお願いしたいことあるから頑張ってね」

「はい、お任せください」

　にっこり微笑んで、デスクの前にある四人掛けのテーブルに着くと、早速仕事に取りかかった。

　それからあっという間にお昼になって、いつものように学内のカフェテリアで優里とランチ。

「あのね、久野先生の仕事、今日が最後なの」と切り出すと、ひどく驚かれた。

「え？　嘘！　クリスマスまでじゃないの？」

　大学は十二月二十五日までだから、優里は私がもう少し長くいると思ったのだろう。

「うん。ちょっと年末にイギリスに行きたくなって、飛行機の値段が高くなる前にやめることにしたの」

　イギリス行きはまだ日にちは決めてないけど、本当に行くつもりだ。

　行きたい場所も決まっている。

「そうなんだ。来年は？」

　私の話に優里はにこやかに相槌を打つが、彼女の質問にどう答えようか迷った。

「来年は……親戚の仕事手伝ってるかも」

　曖昧に答えてニコッと笑う。

　自分の病気のことを伝えようかとも思ったけど、結局嘘をつき通すことにした。

　私がもうすぐ死ぬって話したら、きっと彼女は泣くに違いないから。

「そっかあ。じゃあしばらく会えなくなるね」

　寂しそうな顔をする優里に小さく頷いた。

「うん。そうだね」

　今日が最後かもしれない。

　十年後、優里は私のことを覚えているだろうか。

　コーヒーをじっと見つめて考えていたら、彼女が時計を見て言った。

「私、講義の前に売店に寄らなきゃ。またＬＩＮＥするね」

　トレーを持って席を立つ彼女に、「うん」と返事をする。

　彼女の後ろ姿を見送っていたら、直くんがやってきて、さっきまで優里が座ってた席に腰を下ろした。

「悲しそうな顔してる。今日が久野先生のバイト最後だっけ？」

　直くんの質問に頬杖をつきながら答えた。

「そう。だからちょっと感傷的になったの。もうここにいるみんなには会えないんだなって」

　それに大学の研究室や図書館、講義室が妙にキラキラして見える。

「璃子ちゃん、おばさんに言うように頼まれたんだけど、病院ちゃんと行きなよ」

　急に厳しい顔をする彼に向かって明るく返事をした。

「うん。近いうちに行くよ」

　それは嘘だ。もう病院には行かない。だって行ったら貴重な一日が潰れてしまう。

　どうせ行っても治らないし、今のところ呼吸が苦しくて倒れるような状況にはなっていない。肺の壊死のスピードが落ちているのかも。

　激しい運動をしなければ、多少息が乱れることはあっても普通に生活はできる。

　あと十日しか生きられないなら、自由に過ごしたい。

「そんな嘘で俺をごまかせると思ってる？　璃子ちゃんが病院行かないなら、兄貴に病気のことを言うよ」

　直くんも必死なのだろう。でも、私は知ってる。

「直くんは絶対に言わないよ。私が嫌だと思うことはしないもん」

　まっすぐに直くんを見据えると、彼はハーッと溜め息をついた。

「璃子ちゃんには負けるよ。でもさあ、本当に病院行かなくていいの？　無理してない？」

「うん。今どこも痛くないの。毎日充実してるからかな」

　明るく答えるが、彼の心配はまだ尽きないようで……。

「そっか。兄貴に意地悪は？」

「それは毎日されてる。でも、大事にしてもらってるよ」

　だから、時々勘違いしてしまう。匡はひょっとしたら私のことを好きなんじゃないかって。

　でも、好きならとっくに抱かれているはず。三カ月近く一緒のベッドに寝ていてなにもないのは、彼が私を女と思っていないからだ。

　匡が私を好きなんて勘違いをしないためにも、彼のマンションを早く出ていかないとね。

　彼には思い出をたくさんもらった。

「直くんにはとっても感謝してるんだ。私の願いを叶えてくれてありがとう」

　心から礼を言ったら、彼に頭をツンと指で突かれた。

　こういうところは匡と同じだ。

「もう終わったようなこと言わないの。これからも兄貴と楽しい時間を過ごしなよ。璃子ちゃんには兄貴と幸せになってほしい。俺の妹みたいなものだからね」

「直くん、私より一カ月早く生まれただけじゃないの」

　笑いながら突っ込むが、彼は穏やかな目で主張した。

「それでも璃子ちゃんよりお兄さんだよ」

「ふふ。私にはお兄ちゃんがいっぱいいるね。本当のお兄ちゃんに、匡に直くん。しかも、みんな優しいの」

　病気にはなってしまったけど、私は恵まれている。

　みんなに出会えて幸せだった。

「璃子ちゃんが大切だからだよ。さあて、そろそろ講義始まるな」

　直くんが腕時計を見て席を立つので、「私も戻らなきゃ」と椅子から立ち上がってトレーを持った。

「じゃあ」と直くんは私に目を向けてから立ち去っていく。

　研究室に戻ったら、これから講義に行く先生に仕事を頼まれた。

「佐々木さん、僕の机の上の資料、三十部コピーお願い。あと、積んである本、図書館に返却しておいて」

「了解です」

　にっこり笑って返事をすると、先生は研究室を飛び出す。

「この光景もいつもと変わらないな」

　クスッと笑みをこぼすと、先生がいない間に部屋を掃除して、頼まれた仕事をこなしていく。

　あっという間に五時になり、久野先生に声をかけられた。

「佐々木さん、もう上がっていいよ。手伝ってくれてありがとう」

「猫の手くらいしかお役に立てませんでしたけど、私も楽しくお仕事させてもらいました」

　先生にお礼を言いながらテーブルの上のノートなどをトートバッグに詰め込んでいると、慌てたせいか落としてしまった。

「あっ！」

　ペンケースやスマホが床に散らばり、屈んで拾う。

「なにやってんだろ」

　苦笑いしながら落ちた物を拾い集めると、先生も屈んでスマホを拾ってくれた。

「はい、これも。ヒビは入ってないみたいだけど」

「あっ、ありがとうございます」

　久野先生からスマホを受け取るが、彼は私を見つめたまま手を離してくれない。

「あの……先生……手」

「あっ、ごめん！」

　ためらいながら声をかけたら、先生はハッとした顔をして謝り、私の手をパッと離した。

　先生どうしたんだろう？　忙しくて疲れてるのかな。

　スマホをバッグに入れてコートを手に取ると、先生に向かって一礼した。

「お世話になりました」

「あっ、うん。気をつけて帰って」

　ぎこちなく挨拶する先生。そんな先生ともお別れだ。

　研究室を出て、正門までのなんでもない道のりを歩いていると、なんだか愛おしく思えてきて目頭が熱くなった。

　本当に……これでもう最後――。

　正門に着き、涙を手で拭いながらペコッと頭を下げる。

　卒業はできなかったけど、いっぱい学ばせてくれてありがとう。

　駅までの道は、周りの景色を頭の中にしっかり記憶するようにいつもよりゆっくり歩いた。

　クリスマスの飾り、お母さんと歩いている小さな女の子、真っ赤な葉っぱが綺麗なポインセチア、空を赤く染める夕日。

　もう今日は目に映るものすべてが愛おしい。

　世界ってこんなに綺麗だったんだ。




　匡のマンションに着いたのは午後六時過ぎ。

　その頃には空はすっかり暗くなって月が見えていた。

　リビングのソファにバッグとコートを置き、二十分ほど休憩する。それからキッチンに移動して夕食の準備。

　今日は匡は夜遅くまで会議だから、私の分だけでいい。

　肉じゃがの残りとお漬物と冷凍してあるご飯にしよう。

　ひとりでいると、最近は毎回手抜き。食欲があまりないのだ。

　病気のせいなのか、精神的なものなのかはわからないけれど、胃が食べ物を受けつけない。

　レンジでご飯を温めて食べるが、やはり今日も半分くらい残してしまった。

　匡がそばにいないと、もうすぐ死ぬんだって考えてしまって、明日が来るのが怖くなる。

　このまま食欲がなくなって死んでいくのかな……って、ああ～、ダメ。考えるな。

　私が沈んでいたら匡に怪しまれる。

　そう自分を叱咤し、お風呂の準備をして洗濯物を畳んだり、ベッドのシーツを替えたりして家事に励む。

　クリーニングから戻ってきた匡のスーツをクローゼットにしまっていると、彼の服でさえも愛おしく感じられて、触れながら彼のことを考えた。

　五年後か十年後、匡は結婚して子供がいるかも。

　想像するとチクンと胸が痛んだが、愛する人の幸せを全力で応援したい。

「いいお嫁さん見つけてよね」

　フッと笑みを浮かべてクローゼットを閉めると、リビングに行ってひと息つく。

　しばらくボーッとテレビを観ていたら、スマホの着信音がした。

　バッグからスマホを取り出すと、久野先生からの電話。

　なんだろう？

「はい、佐々木です。先生どうしました？」

　すぐに電話に出たら、先生は《研究室に赤い財布忘れなかった？》と開口一番に聞いてくる。

　念のためバッグの中を確認するが財布がない。

　研究室で落としたんだ。

　財布にはそんなにお金は入っていないけど、匡から預かっているクレジットカードがあるし、金山で作ったストラップもついていて私にとっては大事なものだ。

　時刻は午後七時五十分。

「それ、私のです。先生、まだ研究室にいますか？　これから取りに行きます」

《まだいるけど、明日でもいいなら届けに行くよ》

「いえ。今から行きます！」

　すぐに電話を切って玄関に向かうと、ドアが開いて匡が現れた。

「あら、匡お帰り！　今日早いね」

　スニーカーを履きながら声をかけると、彼はビジネスバッグを玄関の床に置く。

「会議が早く終わってな。お前、どっか行くの？」

「大学に財布忘れちゃって。今から久野先生の研究室に取りに行くの」

「その格好で？」

　彼が私の服装をじっと見るので気づいた。

「あっ……コートとバッグ忘れた」

　匡の顔を見て言えば、彼は軽く溜め息をつく。

「ドジ。コートとバッグ取ってこい。俺が車出すから」

「匡、帰ってきたばっかりなんだからいいよ」

　疲れているのに申し訳ない。

　断ったのだけれど、彼は引き下がらなかった。

「俺の心配はするな。今日のお前ボケてるから、事故にでも遭われたら困る」

　匡が私の頭をクシュッとする。

「ボケてるって……ボケてるか」

　テヘッと笑ってコートとバッグを手に取ると、匡の車に乗って大学へ向かう。

「お前の大学って今年はいつまで？」

　信号待ちをしている時に、匡が横目でチラリと私を見た。

「クリスマスまでだよ。小中学生と冬休みは同じくらい」

　でも、私が大学に行くのは今日まで。匡の前ではずっと学生の振りを続けている。

「大学の冬休みってそんな短かったか。正月は空けておけよ。伊豆の温泉行くぞ。リベンジだ」

　思わぬ言葉が匡の口から出てきて困惑した。

「え？　でも、お正月って温泉宿は高いじゃない。いいよ。お金がもったいない」

　遠回しに断るが、ここでも彼は主張を変えなかった。

「お前を温泉に連れていくくらい余裕で稼いでる」

「それはわかってるけど……」

　私は来年、いないかもしれない。

　反論しようとしたら、彼が急に真剣な顔で命じた。

「行くんだよ。予定しておけ」

「……匡」

　戸惑う私に、彼はどこか得意げに笑って言うのだ。

「一番高い部屋に泊まらせてやる」

　その言葉に涙腺が緩みそうになった。

　なんて言ったらいいの？

　強く反対すれば、彼が怪け訝げんに思うだろう。

　混乱する頭で考えて、「やけに気前がいいね。破産しても知らないよ」と返した。

「お前は余計な心配せず、ただ楽しめばいいんだよ。ほら、大学着いたぞ」

　匡が正門の少し手間で車を停める。

「あ、ありがと。すぐに取ってくるから」

　ぎこちなく言ってコートを着ると、車を降りて久野先生の研究室に向かった。

　少し速足で歩いたせいか、研究室の前まで来ると息が上がっていた。胸に手を当てて乱れた息を整え、ドアをノックして中に入る。

「先生、佐々木です。失礼します」

　パソコン画面を見ていた先生は、私に目を向け席を立つ。

「やあ、思ったより早く着いたね」

「電話の後すぐに家を出たので」

「そう。これ、財布。僕もすぐに気がつけばよかったんだけど」

　申し訳なさそうに謝る先生から財布を受け取ってバッグに入れる。

「いえいえ。私が悪いんです。最後までご迷惑おかけしちゃってすみません」

「ちょうど来年アメリカで開かれる学会に出す論文ができたんだ。ちょっと見てくれないかな？」

　先生がデスクの上の用紙を手に取って私に差し出す。

　匡が待っているのだけれど、お財布の件もあって無下には断れない。

　五分か十分くらいなら匡も待ってくれるだろう。

「見るだけなら」

　腕時計をチラッと見て、先生から用紙を受け取る。

　英語で書かれたヘミングウェイに関する研究論文は、先生らしく洗練された言い回しで頭にスッと入ってきた。

「いい論文ですね。先生が教授になる日も近いかな」

　にこやかに微笑んで感想を伝えると、再び腕時計を見た。

　ここに来て十五分経ってる。

　わ～、そろそろ匡がイライラしそう。

「先生、もう私帰ります！　さよなら――!?」

　別れの挨拶をしようとしたら、先生がいきなり私の両肩を掴んで壁に押しつけてきた。

　その衝撃で持っていた論文が床に散らばる。

「せ、先生？　……どうしたんですか？」

　ビックリしながら尋ねたら、彼はどこか思いつめた表情で私を見た。

「もう堪えられないんだ。君に会うのが今日最後かと思うと……。諦めようと思った。でも、一緒に仕事してたら忘れたくても佐々木さんのことが頭から消えなくて……」

　洋食屋で『僕と付き合わないか？』と言われた時は、入院が長引いて大学を中退した私に同情しているのかと思った。でも、本当に私のことが好きだったのか。

「先生……」

　この状況に戸惑いを感じずにはいられない。

　私は匡が好きだから、先生の気持ちには応えられない。どうすれば先生を傷つけずに断ることができるだろう。

「教え子に手を出すなんて悪いことだと思ってる。でも、僕もひとりの人間だし……この気持ちは止められない。佐々木さんが好きなんだ」

　いつも穏やかな先生が、私に自分の感情をぶつけてくる。

　先生が初めて男に見えて怖かった。

　心臓はバクバクで、うまく息ができない。

　ゴクッと固かた唾ずを呑んで先生を見る。

「このまま帰したくない」

　久野先生は私の肩を掴んでいる手に力を込め、顔を近づけてきた。

　キスされる！

「いやっ！」

　匡！

　とっさに顔を背けてギュッと目を閉じると、ガチャッとドアが勢いよく開く音がして……。

「俺の女に手を出さないでくれますか」

　匡の声がして目を開けると、彼が私と先生の間に立ちはだかっていた。

　彼の登場にホッとした私は、フーッと息を吐く。

　匡が来てくれたからもう大丈夫だ。

「八神……」

　突然匡が現れ、先生は呆然としていた。

　そんな先生を見据えて、匡は呼吸を乱しながら先生を責める。

「久野さん、自分勝手すぎますよ。彼女が嫌がってるのがわかりませんか？」

「……すまない」

　ショックを受けた様子でポツリと呟く先生を見て、匡は怒りを必死で抑えようとしているのか、ハーッと深呼吸すると、私の手を掴んだ。

「璃子、行くぞ」

「……うん。先生、お世話になりました」

　匡に手を引かれると、先生の方を振り返って声をかけた。

　先生はなにも言わなかったけど、そのまま匡と研究室を出る。

「ったく、久野さんにはあれほど気をつけろって言っただろ？」

　私の手を引いて歩きながら匡は呆れ顔で叱るが、その声はどこか優しい。

　多分、私が久野先生に迫られてショックを受けているからだろう。

　ただただ驚いてしまって、さっき起こったことをまだ頭の中で処理できずにいる。

　怖かった。匡が来てくれなかったらどうなっていたか。お酒を飲んでいなくても男の人って豹ひょう変へんするんだ。匡には忠告されていたのに……。

「ごめんなさい。匡はどうして先生の研究室に？」

　久野先生の研究室の場所は、匡は知らないはず。

　疑問に思って聞いたら、彼は淡々とした声で説明した。

「お前がなかなか戻ってこないから、守衛さんに事情を話して教えてもらったんだよ」

「そうだったんだ。心配かけちゃってごめんね」

　匡が『俺の女に手を出さないでくれますか』と先生に言った時は、深い意味はないとしても嬉しかった。

　心から謝ると、彼は面倒くさそうに返した。

「もういい」

　それから匡の車で帰路につくが、マンションに帰る方向とは違う道を走っていて思わず首を傾げた。

「ねえ、この道、違うんじゃない？」

「ちょっとドライブしよう。せっかく車を出したんだから、ただ帰るのもつまらない」

　匡は前を見据えたまま表情を変えずに言う。

　確かに。明日は土曜で匡は仕事休みだし、すぐに帰らなくても問題はない。

「夜のドライブか。いいね」

　昔は部活で遅くなるとよく匡に連絡してたなあ。『なんで俺が』と文句を言いつつも、彼はいつも迎えに来てくれて、帰りにオシャレなカフェに連れていってくれたりしたんだよね。カフェにいた女の子たちの視線を彼はいつも集めていたっけ。

　車は埠頭の方に向かい、東京湾アクアラインを通って海うみほたるパーキングエリアへ。

　匡は駐車場に車を停め、シートベルトを外した。

「ここで休憩」

「海ほたる来たの初めて」

　ワクワクしながら私もシートベルトを外すと、彼は実の兄よりも兄らしく注意する。

「寒いからコート忘れずに」

「はーい」

　上機嫌で返事をしてコートを羽織って車を降りると、彼が助手席側に回ってきて私の手を取った。

「展望台に行ってみよう」

　匡が歩きだすが、車から降りた後も手は握られたまま。

　彼の手が気になって思わず立ち止まる。

「匡……あの……手を掴まなくても大丈夫だよ。さすがに迷子にならないから」

　大学で掴まれた時とは状況が違う。今は危険なことなんてなにもないのに……。

　私がそう主張しても彼は手を離さない。

「迷子にならなくてもナンパされるかもしれないだろ？　お前は警戒心が足りない」

　ああ、保護者として心配してくれてるのね。

「なんか、ごめん」

　久野先生の件もあったので素直に謝ったら、彼は指を絡めて恋人繋ぎをしてきた。

　それだけで、心臓がトクンと跳ねる。

「え？　匡？」

　思わずビックリして匡を見つめると、彼は「手が寒いから」と何食わぬ顔で返してまた歩きだす。

　なんだかくすぐったくて、甘い感じ。手を繋がれただけなのに、ドキドキが止まらない。

　展望デッキに着くと、そこからは三百六十度海が見渡せた。

「わ～、夜景が綺麗～！」

　目を輝かせる私を見て、彼がどこか楽しそうに笑った。

「お前、子供みたいにはしゃぎすぎ。あっちは東京側だな」

「月も真ん丸だよ」

　空を眺めれば、月が私たちを見下ろしている。清らかな光で、心も癒いやされる。

　ちょっと寒いけど、匡と一緒なら気にならない。

「やっぱり風がちょっと冷たいな」

　匡が背後から私を包み込むように抱きしめてきてドキッとした。

　え、ええ～！　まるで恋人みたいじゃない。

「匡、どうしたの？」

「俺寒がりだから、お前で温まってる」

　子供っぽい口調で言う彼に、動揺を隠して言い返した。

「なにそれ？　私はカイロじゃないよ」

「いや、俺専用のカイロだろ？」

　クスクス笑いながら私をギュッとする彼。

「ちょっと匡！　離れなさいよ」

　ふざけている匡に顔が熱くなるのを感じながら抗議するが、彼は私を離さない。

「あったかいな、お前」

　耳元で囁かれて、胸がキュンとなる。

　甘くて、優しいその声――。

　そんなに幸せそうに言わないでほしい。匡に愛されてるって思っちゃうよ。

　このまま時が止まればいいのに。そう願わずにはいられない。

「ねえ、匡」

　月を見ながら背後にいる彼に話かける。

「なに？」

「ごめん。呼んでみただけ」

　私が〝愛してる〟って言ったら、どうする？と聞こうとしたが、やっぱり勇気が出なかった。

「変なやつ」

　匡はフッと笑うと、いきなり私をくすぐりだした。

「キャッ！　くすぐったい、やめてよ、匡！」

　身をよじる私を見て大笑いしたかと思ったら、急に真面目な顔で私の顎をクイッと掴んで、唇を重ねてきた。

　匡が私にキス？

　驚きで目を見張る私に構わず、彼はその形のいい唇を強く押しつける。

　男の人にキスをされるのは初めてだ。

　寝ている人にキスするのとは、やっぱり違う。

　最初は冷たかったその唇が次第に熱を帯びて、頭の中が真っ白になった。

　思考能力を奪われ、彼のコートを掴むことしかできない私。

　柔らかな彼の唇が、私の唇を味わうようにゆっくりと触れる。

　なんだか気持ちよくて、頭がふわふわしていた。

　これが本当のキス――。

　恍こう惚こつとなって身体の力がフッと抜けると、すかさず彼に抱きとめられた。

「な、なんでキスなんか？」

　匡が私にキスをするなんて信じられない。だって私は女だと思われていないのに。

　つっかえながらそう聞けば、彼は悪魔のように妖艶に微笑んで言った。

「ラブホでされたキスの仕返し」










彼女を守って　―　匡 side




「……遅い」

　車のハンドルを指でトントン叩きながら、カーナビの時刻表示に目をやると、璃子が車を降りてから二十分以上が経過していた。

「ただ財布を取りに行くのに何分かかってんだ？」

　璃子の携帯に電話するが彼女は出ない。

　久野さんの研究室というのがちょっと引っかかる。

　あの人……璃子にちょっかい出していないだろうな？

　すごく嫌な予感がする。

　いても立ってもいられなくて、車を降りると正門前にいる守衛さんに事情を話し、久野さんの研究室の場所を教えてもらう。

　夜の大学は学生の姿もなく静かだ。走って研究室のあるフロアまで行くと、久野さんの研究室の前で璃子の叫び声がした。

「いやっ！」

　璃子！

　なにも考えずドアを開けて研究室に入れば、久野さんが璃子にキスをしようとしていて、カッとなった俺はすぐにふたりの間に割って入った。

「俺の女に手を出さないでくれますか」

　俺が突然現れてビックリしたのか、久野さんは呆気に取られた顔をした。

「八神……」

　彼を睨みつけ、語気を強めて言い放つ。

「久野さん、自分勝手すぎますよ。彼女が嫌がってるのがわかりませんか？」

　璃子は少し震えながら俺のコートをギュッと掴んでいた。

「……すまない」

　久野さんは璃子に目を向けると、蚊かの鳴くような声で謝る。

　本当は一発殴ってやりたい。研究室で自分の教え子に襲いかかるなんて最低だ。

　だが、自分の怒りを晴らすことよりも、璃子を守る方が先決。

　早くこの場から離れよう。

　ハーッと息を吐いて心を落ち着けると、彼女の手を取った。

「璃子、行くぞ」

　璃子は少し動揺しながらも、久野さんの方を振り返って挨拶する。

「……うん。先生、お世話になりました」

　もう璃子に久野さんの顔を見せたくなくて、彼女の手を引いて足早に研究室を出ると、ハーッと溜め息をつきながら注意した。

「ったく、久野さんにはあれほど気をつけろって言っただろ？」

「ごめんなさい。匡はどうして先生の研究室に？」

　璃子は申し訳なさそうに謝ると、俺に質問してきた。

「お前がなかなか戻ってこないから、守衛さんに事情を話して教えてもらったんだよ」

　久野さんへの怒りを抑えて答えると、彼女は俺の目をしっかりと見てもう一度謝る。

「そうだったんだ。心配かけちゃってごめんね」

「もういい」

　璃子は久野さんに迫られたショックでまだ顔が強ばっている。これ以上彼のことは思い出させたくなくて話を終わらせた。

　俺も最初から彼女と一緒に研究室に向かえばよかった。そうしたら、さっきのことは防げたはず。璃子だって嫌な思いをしなくて済んだ。

　車に乗るが、まっすぐ家に帰る気にはなれなかった。

　海に向かって車を走らせると、隣に座っている璃子が俺に話しかけた。

「ねえ、この道、違うんじゃない？」

「ちょっとドライブしよう。せっかく車を出したんだから、ただ帰るのもつまらない」

　沈んでいる璃子を元気づけようとドライブに誘うと、彼女は明るい声で応じた。

「夜のドライブか。いいね」

　車の窓から夜の景色を眺める璃子。

　久野さんに襲われたショックはさほどないようで安心する。

　あと何回こうして彼女とドライブできるだろう……って、俺はバカか。

　彼女がいなくなるなんて考えるな。

　一年後だって十年後だって彼女は俺のそばにいる。

　そう自分を叱咤すると、運転に集中した。

　しばらくして海ほたるパーキングエリアに着き、駐車場に車を停めた。

「ここで休憩」

　璃子に声をかけると、彼女は嬉しそうに笑った。

「海ほたる来たの初めて」

「寒いからコート忘れずに」

　璃子の身体を気遣ってそう声をかけると、彼女は浮かれた顔で返事をする。

「はーい」

　このはしゃぎよう。なんだか見ていて危なっかしいな。

　車を降りて助手席側に行き、彼女の手を取った。

「展望台に行ってみよう」

　そのまま璃子の手を引くが、彼女は俺を見上げて遠回しに抗議する。

「匡……あの……手を掴まなくても大丈夫だよ。さすがに迷子にならないから」

　照れ臭そうな顔をする彼女にやんわりと言った。

「迷子にならなくてもナンパされるかもしれないだろ？　お前は警戒心が足りない」

「なんか、ごめん」

　しゅんとした顔で謝る璃子を見て小さく微笑むと、指を絡めてしっかりと彼女の手を握る。その俺の行動に驚いた彼女が、瞠どう目もくして声をあげた。

「え？　匡？」

　恋人繋ぎされてかなり動揺してるな。だが、本当に動揺しているのは俺かもしれない。

「手が寒いから」

　澄まし顔で璃子に言って、ゆっくり歩きだす。

　他の男に璃子を取られたくない。

　こうしてしっかりと捕まえていないと、どこかに行ってしまいそうで怖いのだ。

　璃子は美人だし、また彼女にしつこくアプローチしてくる男が現れるかもしれない。

　璃子だけは絶対に譲れない。こいつは……俺のものだ。

　余裕ないな、俺。長谷川や直がこの場にいたら、嫉妬は醜いって笑われそうだ。

　彼女を連れて展望デッキに行くと、そこには静かな海が広がっていた。

　波の音に心が癒やされる。

「わ～、夜景が綺麗～！」

　海を見て歓声をあげる璃子を見て、クスッと笑みをこぼした。

　彼女の髪が風になびく。

「お前、子供みたいにはしゃぎすぎ。あっちは東京側だな」

　東京側の夜景がキラキラしていてとても美しい。だが、それよりももっと綺麗なものがそばにあった。

「月も真ん丸だよ」

　空を見上げる璃子の顔が月の光に照らされて、あまりに綺麗で見入ってしまう。

　だが、急に彼女がかぐや姫のように月に行って俺の前から永遠に消えてしまうんじゃないかと不安になって、背後からその華きゃ奢しゃな身体を抱きしめた。

「やっぱり風がちょっと冷たいな」

　風を理由にしたのだが、彼女はかなり驚いたようで、狼狽えながら俺に理由を尋ねる。

「匡、どうしたの？」

「俺寒がりだから、お前で温まってる」

　冗談っぽく言えば、彼女はムッとした顔で文句を言う。

「なにそれ？　私はカイロじゃないよ」

「いや、俺専用のカイロだろ？」

　笑いながら言い返して、璃子の身体をもっと強く抱きしめた。

　今……彼女は俺の腕の中にいる。それがどんなに幸せなことか。

「ちょっと匡！　離れなさいよ」

　若干恥ずかしそうに璃子は文句を言う。俺の行動に戸惑っているのだろう。

　だが、悪いな。離してやらない。

「あったかいな、お前」

　璃子の耳元で囁けば、彼女は静かになった。

　あったかいってことは生きているということ。

　そのことに心からホッとしていたら、不意に彼女が口を開いた。

「ねえ、匡」

　その声はどこか真剣。

「なに？」

　ついに病気のことを打ち明けてくれるかと思ったのだが、彼女はすごく切ない声で言う。

「……ごめん。呼んでみただけ」

　その声を聞いて胸が痛くなり、無理矢理笑って彼女の身体をくすぐった。

「変なやつ」

　璃子にはいつだって笑っていてほしい。

「キャッ！　くすぐったい、やめてよ、匡！」

　声をあげながら身をよじって俺から逃げようとする彼女を見て大笑いする。

　そしてそのまま、彼女の顎を掴んで口づけた。

　璃子が無性に愛おしくて、もう我慢できなかったんだ。

　眠っている彼女にキスしたことは何度かあるが、起きている時は初めて。

　璃子の病気のこともあって、自分の気持ちをずっと抑えていた。

　ひどく驚いたのか、璃子は大きく目を見開いたまま。

　構わず口づけを深めれば、彼女は俺のコートをギュッと掴んだ。

　しかしその直後、突然璃子が地面にくずおれそうになり、キスをやめて彼女を支える。

　彼女は激しく動揺しながら俺を見つめた。

「な、なんでキスなんか？」

　どう答えるのが一番いいだろう。

　なにも考えずに衝動的にしてしまったから回答に困った。

　璃子が俺のことを好きなのに今まで告白してこなかったのは、俺がずっと妹扱いしてきたからだ。だから、俺が『お前のことが好きだから』と言っても信じないかもしれない。

　それに、病気のこともある。余命宣告されたのに、告白されても気持ちは複雑だろう。病気のことを知った上で好きだと言っても、同情されたと誤解しそうだし……。

　なんだか八方塞がりだな。仕事なら即決できるのに、こんなの初めてだ。

　今は彼女の秘密に触れて様子を見ることにしよう。

「ラブホでされたキスの仕返し」

　ニヤリとしてそう告げれば、彼女はショックを受けた顔で聞き返した。

「う……そ。匡、起きてたの？」

「そう。あの時、俺も今のお前くらいビックリしたよ」

　俺の話に気が動転したのか、彼女はバツが悪そうに俺から視線を逸らす。

「あれは……その……ちょっとした悪戯心で……」

「悪戯心ねえ。まあいい。風が強くなってきたから中に入ろう」

　彼女の手を引いて、建物の中にある休憩所に移動した。

　気まずいのかずっとダンマリだった彼女だが、足湯と書かれた看板を見て急にテンションを上げた。

「こんなところに足湯があるなんて知らなかった～。匡～、足湯入っていこう」

　ラブホの一件はもう忘れてしまったかのように、璃子は無邪気におねだりしてくる。

「はいはい」

　まあ、気まずくなってずっと黙ったままでいるよりいいか。

　苦笑いしながらオーケーして、休憩所の隣にある足湯の施設でタオルを購入する。

　窓側に木の椅子があって、足湯を楽しんでいる人がちらほらいた。

　俺と璃子も、靴と靴下を脱いで足だけ温泉に浸かる。

「あ～、極楽極楽」

　璃子が気持ちよさそうに目を閉じた。

「どっかのばあさんみたいだな。ここで寝るなよ」

　璃子の頭にポンと手を置いてそう釘を刺すと、彼女は「わかってるよ」と元気よく返事した。

　だが、その十分後、彼女がうとうとしだして慌てて声をかける。

「璃子、寝るなら、車で寝ろ。帰るぞ」

「ん？　うん」

　俺の声に反応はするが、彼女の目は閉じたまま。

「ったく、世話の焼ける」

　軽く溜め息をつきながらも、彼女の顔を見て自然と笑みがこぼれた。

　璃子が愛おしくてたまらない。

　無邪気で、ホント天使みたいだな。

　こんな彼女を見られるのは、俺だけの特権――。

　しばし璃子の寝顔を眺めると、彼女の足をタオルで拭いて靴を履かせる。それから自分も靴を履くと、璃子を起こして立たせた。

「璃子、ほら、駐車場まで行くぞ」

「うん」

　彼女は俺の腕にしがみつきながら覚束ない足取りで歩く。

　なんとか駐車場まで辿たどり着いて車に乗ると、璃子はシートベルトもせずに、「匡……ずっと一緒にいて」と呟いて眠ってしまった。

　それは多分、彼女が普段絶対に口にしない本心。

「言われなくてもずっと一緒にいる」

　璃子の顔を見てそう誓うと、彼女にそっと口づけた。




《匡、土曜の朝にすまん。実はぎっくり腰になってな》

　次の日の朝、ベッドで寝ていたら、スマホに父から電話がかかってきた。

「え？　親父がぎっくり腰？」

　驚いて聞き返す俺に、父は話を続ける。

《ああ。今朝植木を持ち上げたら腰をやってしまってな。歩くのもつらいんだ》

「今日、福ふく岡おかに行くんじゃなかったか？」

《その予定だったがこの状態では無理だ。お前、俺の代わりに法事に行ってきてくれないか？　璃子ちゃんのことも心配だとは思うんだが》

「わかった」

　週末は璃子とゆっくり話をするつもりだったが、親父がぎっくり腰なら仕方がない。

《本当に悪いな、匡》

「謝ることない。すぐに準備して行く。じゃあ、ゆっくり休めよ。月曜も無理しなくていいから」

　謝る父に優しく言って電話を切る。

　璃子を起こさないようにクローゼットを開けて、スーツケースに着替えを詰めていたら、彼女がムクッと起き上がった。

「あれ？　匡、どっか行くの？」

「ああ。起こして悪い。急に親父の代わりに福岡に行くことになって。明日の午後には帰るから」

　手を動かしながら彼女に説明すると、彼女はベッドを抜け出して俺のもとに来る。

「え？　おじさま、なにかあったの？」

「ぎっくり腰だとさ。まあ大人しくしてれば治るから」

　あまり気にしないように伝えるが、彼女は心配そうに顔をしかめた。

「でもつらいだろうな。歩くのも痛そう」

「まあ、ゆっくり休めていいんじゃないか」

　俺がフッと笑みを浮かべてみせると、彼女も微笑する。

「そういう考え方もあるか。今、朝食作るね」

　張り切って寝室を出ていこうとする彼女を止めた。

「いや、飛行機の時間もあるからもう行く」

「もう行っちゃうんだ。大変だね」

　驚く彼女の頭に手を置いて甘く微笑んだ。

「今日は土曜だし、お前はゆっくり寝てればいい。まだ八時だから」

　スーツケースを持って玄関に向かうと、璃子もついてきた。

「気をつけて行ってきて。スマホとかハンカチ持った？」

　昨夜キスをしたのに、彼女はいつもと変わらない。

　俺の追及を避けようと、そう演じているだけなのかもしれないな。

「ああ。留守番頼む」

　このまま玄関を出ようと思ったが、璃子を置いていくのが不安になって、彼女の頭に手をやり抱き寄せた。

「匡？」

　戸惑う彼女を強く抱きしめて、心の中で祈る。

　大丈夫。今のところ彼女の体調に異変はない。俺が少し離れていても彼女は元気でいるはずだ。

　神さま、璃子を俺から奪わないでください。

　俺の命を差し出したっていい。

　彼女を守って――。

「行ってくる。いい子にしてろよ」

　チュッと璃子の髪にキスをすると、彼女の顔は真っ赤になる。

　本当は唇にしたかったのだが、止められなくなりそうだったからやめた。










もう私の心配はしなくていいよ




　お風呂から上がってリビングに行くと、照明を暗くして、ソファにゴロンと寝そべった。

　今日は匡が福岡に行ってしまったから、昼間はクリスマスプレゼントを買いに行き、午後からは家族に手紙を書いて、着なくなった秋服を整理した。

　途中、直くんから《ひとりで大丈夫？》って電話があった。きっと匡が私のことを気にして、直くんに電話するように言ったのだろう。

　俺様な性格だけど、匡は面倒見がいいのだ。

　しばらく直くんと雑談をして、また服の整理を続ける。

　着ない服はもう捨てようかと思ったけれど、結局自分宛てで実家へ送り返すことにした。年末着の指定で、家族への手紙とプレゼントも一緒に入れておく。

　年末もまだ生きてるって思いたいのかも。

　もう数日しかここにいないから、持ってきた荷物はだいぶ減ってスッキリした。

　今日匡がいなくてホッとしつつも、寂しく思う。

　昨日、ラブホでのキスの件を持ち出された時は、心臓が止まりそうだった。

　その上、キスまでされて私の頭の中はパニック状態。

　まさか起きていたなんて……。しかも、三カ月近く経ってから言うなんて匡も意地悪だ。すっかり油断していた。

　悪戯心ととっさに嘘をついてしまったけど、彼が信じるとは思えない。

　絶対に今日深く追及されると戦々恐々としていたから、匡が出かけることになって安堵したのだ。

　でも、出かけ間際に抱きしめられ、しばし放心していた。

　昨日の夜から匡はなにか様子が変だ。恋人みたいに接してくる。

　私を好きなの？って一瞬勘違いしそうになったけれど、私のことは妹のようにしか思っていないはず。

　私がここに来てから彼は誰ともデートをしていない。だから禁断症状が出たのかもしれない。成人男性だから、女を抱きたいって欲求はあるだろう。それで魔が差してそばにいる私にキスしたりしたのではないだろうか？

　匡が私を女として見ることはないって、もう十八年も片思いしているからわかっている。

　戸惑いはしたけれど、匡の恋人になったような気がして嬉しかった。

　それだけに、彼がいなくなると、喪失感に襲われた。

　匡がいない家はとても静かだ。この世に私しかいないように感じられる。

　彼のことを頭から追い出そうと忙しくしていたのだけど、夜になるとひとりでいるのが寂しくなった。

「今日は家がやけに広く感じる」

　匡が帰ってこないだけで、こんなに気分が沈むものだろうか。

　リビングのソファに寝転んで、フーッと息を吐く。

　いつもならまどろんでそのまま寝てしまうのに、目が冴えてしまって眠気は一向に訪れない。目を閉じても身体中の神経が張り詰める感じがして何度も寝返りを打つ。

　彼の不在に心も暗くなるし、胸が痛くなってきた。

　改めて思う。匡は私にとって最強の特効薬なんだって……。

　彼がいないと私の免疫力もがくんと落ちるようだ。

　久しぶりに鎮痛剤を飲んで、再びリビングのソファに横になるが目は冴えたまま。

　寝室に行く気にはなれなかった。

　匡のベッドは広いから、彼の温もりがなければ余計寝られないだろう。

「ダメだ。眠れない」

　匡がいないと思うと、自分の死を深く考えてしまう。

　今目を閉じて寝てしまっても、明日がちゃんと来るのだろうか？　そのまま目覚めなかったら？

　余命宣告された時から、死ぬのは覚悟していた。でも、やっぱり怖い。

　お風呂で身体があったまったはずなのに、身体が冷えていく。

　このまま起きていれば、死なずに朝が迎えられる。

　薄暗い照明の中、じっと天井を見ていたら、テーブルに置いておいたスマホが鳴った。

　画面を見れば、匡からの着信。

　時刻は午後十一時六分。スマホを手に取り、電話に出る。

「どうしたの？」

　明るい声で聞けば、匡の声が聞こえて、沈んでいた心が少し軽くなった。

《お前がソファで寝る前にかけた。今どこにいる？》

「リビングのソファ」

　匡の質問に即答したら、彼は俺様な口調で命じた。

《じゃあ、スマホ持ったまま寝室に移動しろ》

「は？　なにその命令？」

　首を傾げながら聞き返すと、思わぬ答えが返ってきた。

《俺、今福岡だから、お前がソファで寝ても運べないだろ？》

　この優しさに胸がジーンとなる。

　今日は突然福岡に行くことになって疲れただろうに。

「そんなの気にしてかけてきたの？」

　言いながら顔が緩んでしまう。

　匡って私のエネルギー源なんだってつくづく実感する。

《いいから移動》

　今度は私の質問に答えず、彼はわざと強い口調で言う。

「はーい」

　クスクス笑いながら返事をして匡の寝室に行くと、ベッドに横になった。

「ちゃんとベッドに入ったよ」

　電話の向こうにいる彼に伝えたら、次に《じゃあ、目閉じてさっさと寝ろ》と言われた。

　でも、ここで電話を切ると、もっと彼が恋しくなってしまう。

　いけないと思いつつも、匡に甘えた。

「ねえ、なにかお話しして？　そしたら寝る」

　わがままを言ったら、彼は私の子供のようなおねだりに驚いたのか、抑揚のない声で返した。

《絵本なんて持ってきてない》

「そこをなんとかお願いします」

　再度頼んだら、彼は意外に簡単に折れた。

《ったく、仕方がないな。むかーし、むかーし、あるところに佐々木璃子という女の子がいました》

「そんな昔に生まれてませんけど」

　匡が即興で作った話にすかさず抗議したら怒られた。

《うるさい。お前は黙って聞いてろ。生まれた時はとってもかわいくて、隣の家のハンサムなお兄さんにとってもよくお世話をしてもらいました》

　匡は話を続けるが、ツッコミどころ満載である。

　自分を褒めすぎていませんか？

「ハンサムって表現、古くない？」

《お前は～、このまま電話切るぞ》

　私の指摘にイラッとしたのか、彼はそんな脅し文句を口にする。

　だが、本気で怒っているのではなく、これはじゃれ合いだ。

「わ～、黙って聞きます。匡さま」

　おちゃらけながら匡を持ち上げると、彼は話を続けた。

《璃子はすくすく成長して大人になりました。ある時、月から迎えが来て、璃子は月に帰らなければなりませんでした》

　……いつの間にかかぐや姫のお話になってますけど。

　また突っ込もうとしたけど、だんだん眠くなってきた。

　遠くで匡の声がまだ聞こえる。

《……隣の家のハンサムなお兄さんは断固として、璃子を月に返しませんでした。まだ、璃子からお世話をした謝礼を受け取っていなかったからです》

　どんだけ卑いやしいの、そのお兄さん。

　クスッと笑みがこぼれる。

《そして……璃子はお兄さんの家に居座って幸せに暮らしましたとさ。どうだ、俺の名作。璃子？　……寝たのか？》

　……それは駄作だよ。

　そう思うが、もう声にならない。

《璃子？　……寝た？》

　そんな匡の声が微かに聞こえ、身体の力が抜けていく。

　幸せな眠りに誘われ、記憶がそこでプチッと切れた。




　二日後の朝――。

「あっ、また私の玉子焼き！」

　いつもの私たちの食卓。

　私の皿から玉子焼きを奪う匡をキッと睨みつける。

「だから、お前のものは俺のもの。親父がぎっくり腰になって、俺に仕事が回ってくるから超忙しいんだよ。俺をもっと労え」

　何食わぬ顔で玉子焼きを頬張る彼。

　確かにここ数日、彼は寝る間も惜しんで仕事をしている。

　家にいても彼と話すのは朝だけ。昨日もいつ帰ってきたのかわからない。

　ただ、匡がベッドに入って寝ているのは確かで、眠りながら彼の温もりを感じている。

「今日も帰り遅いの？」

　箸を止めて聞けば、彼は曖昧に返した。

「そうだな。昨日と同じくらいかな？」

「大変そうだね」

　私が同情するように相槌を打つと、彼はフッと笑った。

「まあ、年末だし仕方がない。ごちそうさま」

　皿を片付けようとする匡を慌てて止める。

「あっ、いいよ。私がやるから。長谷川さん、もう来るよ」

「それじゃあ頼む。お前、今日大学は？」

　席を立ちながら尋ねる匡に、「今日は講義ないんだ」と答えると、玄関のインターホンが鳴った。

「は～い！」

　玄関に向かって大きく返事をして席を立ち、慣れた手つきで彼のネクタイを結ぶ。

「サンキュ」

　とびきりの笑顔を私に向ける彼に「どういたしまして」と澄まし顔で言って、玄関へ行く。

「おはようございます」

　長谷川さんがニコッとして、私も「おはようございます！」とあたふたしながら挨拶を返すと、いつの間にか匡がコートとビジネスバッグを手に玄関に来ていた。

「親父は明日から出社するから、明日の夜は早く帰れるかもな」

「それなら鍋でもしようかな」

　フフッと微笑んだら、「鍋いいですね」と長谷川さんが相槌を打った。

「じゃあ、長谷川さんも一緒にうちで三人で忘年会にしましょう！」

　私の提案に匡は苦笑いする。

「うちでって……お前すっかり女主人だな」

　その後ふたりが出ていくと、家事を済ませて宅配業者を呼び、まとめておいた荷物の集荷をしてもらった。

　今日は十二月二十一日。明日忘年会をしたら、次の朝ここを出ていこう。

　匡とずっといたくてズルズル先延ばしにしてしまったけど、もうこれ以上はダメだ。

　余命宣告されたその日になってしまう。

　匡が深夜までいないから、荷物整理も進めやすいし、彼にも気づかれにくい。

　明日は楽しい忘年会にしよう。

　鍋にはなにを入れようか？　豪華にカニとか？　長谷川さんも来るなら、日本酒も用意しようかな。早速買い出しに行かないとね。

　時刻は午後一時過ぎ。バッグを持って買い物に行こうとしたら、スマホが鳴った。

　バッグからスマホを取り出すと、匡からのＬＩＮＥ。

【急に今日泊まりで大おお阪さかに行くことになった。シャツとスーツ用意しておいてくれ。中川っていう秘書に取りに行かせる。長谷川と俺は今出先で動けないんだ。よろしく】

　彼のメッセージを見て、すぐに返した。

【了解。荷物はまとめておくから心配しないで。ちゃんとご飯忘れずに食べるのよ】

【わかった】と匡から短い返事が届くと、彼の寝室に行き、スーツケースに頼まれた着替えを入れていく。

　匡の荷物のパッキングが終わり、フーッと息をついた。

　中川さんが取りに来るのか。彼女はなんというか……苦手だ。お弁当事件の後も何度か匡の会社にお弁当を届けに行ったのだけれど、中川さんは毎回刺とげ々とげしい態度で受け取る。

　敵意を感じるんだよね。最初の私の印象が悪すぎたのかも。

　そんなことを考えていたら、エントランスのインターホンが鳴った。

　すぐにリビングに行って応対すれば、しばらくして今度は玄関のインターホンが鳴らされる。

「こんにちは」

　ドアを開けてにこやかに挨拶するが、彼女はぶっきら棒に「どうも」と応えてまじまじと玄関の中を見た。

「あの……これ、匡の荷物です」

　スーツケースを差し出す私に、中川さんは目を細める。

「すっかり女房気取りですね。病気だからって好き勝手していいんですか？」

　彼女の発言に呆気に取られた。

「え？」

　なんで私が病気だって知ってるの？

「社長と副社長の会話を偶然耳にしたんです。副社長の婚約者というのは嘘なんですね。ただの幼馴染のくせに副社長の家に居候して、どれだけ迷惑をかけてるかわかってます？」

　中川さんの話を聞いて動揺せずにはいられなかった。

　匡が私の病気のことを知っていたなんて……。

　でも、彼は一度だってそんな素振りを見せたことがない。この前だって、来年旅行に行く話をしていた。

　匡はいつ私が病気だと知ったの？

　知ってたなら、どうして私になにも言わなかった？

　いや、今はそれよりも、私が匡に迷惑をかけたって……どういうこと？

　私が問いかけるように中川さんを見つめると、彼女は少し苛立たしげに話を続けた。

「本当なら副社長は十月と十一月に海外出張に行って、大事な商談をまとめる予定でした。ですが、あなたが副社長のところにやってきたものだから、社長命令で海外出張はなしになったんですよ」

　そんなの初耳だ。でも、確かに出張といえば先週末の福岡くらいで、私がここに来てから匡は海外になんか行っていない。

　私が彼の仕事を邪魔している？

「あなたがもう長く生きられないことに心から同情はしますが、あなたがいるから副社長は思うように仕事ができない。副社長が言えないから私が代わりに言います。もうこれ以上彼の邪魔はしないでください」

　中川さんの言葉が胸に突き刺さる。ショックでなにも言い返せなかった。

　彼女はスーツケースを手に持って出ていく。

　ガチャッと玄関のドアが閉まると、ヘナヘナと床にくずおれた。

　私のせいで匡は仕事が思うようにできなかったのか。

　考えてみたら、私……自分勝手だったな。匡の都合も考えずに、私の願いを彼に押しつけていた。自分が死ぬからって言い訳して……。

　彼は優しいから追い出さなかった。私、匡にも周りのみんなにも甘えすぎてた。

「匡……ごめんね」

　涙がポタッと手に落ちた。

　本当はギリギリまで匡と一緒にいたかったけど、私の存在が彼の迷惑になるのなら今すぐ出ていこう。準備することはリストにしてある。

　自分の服をスーツケースに入れ、浴室や洗面所にあるシャンプーや化粧品を片付けると、匡から預かったクレジットカードをリビングのテーブルの上に置く。

　そして、彼に一筆書いた。

【お世話になりました】

　もっと書きたいことはいっぱいあったけど、あまり長くなると遺書みたいになりそうだったからやめた。

　匡は私の病気のことを知っている。これくらい簡潔な方がいい。病気になる前の私ならそう書くはずだ。

　最後に、赤い包装紙で綺麗にラッピングされた匡へのクリスマスプレゼントを置く。

　中身はエンジ色のネクタイ。先週の土曜日に、匡が好きなブランド店でひと目惚れしたものだ。

　匡は戦隊モノで言うと、リーダーの赤のイメージがあって似合うと思った。

「気に入ってくれるといいな」

　忘年会できなくてごめんね。

　スーツケースを手に持ち、玄関を出てエレベーターで一階に降りると、もうすっかり顔見知りになったコンシェルジュのお兄さんに、匡に渡してもらうようマンションの鍵を預けた。

　タクシーで東京駅へ行き、リムジンバスに乗って成なり田た空港まで向かう。

　実家には帰らない。十二月二十四日の誕生日をひとり、イギリスで迎えるつもりだ。

　パスポートは匡のマンションに持ってきていた。匡のもとから去った後、実家に帰るかどうか迷っていたから。それで最終的に、イギリスに行くことに決めたのだ。

　やっぱり自分が弱って死んでいく姿を両親には見られたくない。両親には私の病気のことで散々心配をかけた。ふたりが大好きだからもうこれ以上悲しませたくない。

　よく一番の親孝行は親より長生きすることだって言われてるけれど、私は先に死んでしまう。

　だからね、せめて元気に笑っている私を、両親には覚えていてほしい。

　それに、最後に私のお気に入りの場所に行きたい――。

　空港に着くと、航空会社のカウンターへ。しかし、今日はもうロンドン行きの飛行機がなく、明日の朝九時出発の便を予約した。

　ホテルに泊まろうと思ったけれど、ひとりベッドで寝るのが怖くて、空港のベンチに座って待つことにした。

　空港の時計を見ると、午後七時過ぎ。

　今日は匡は大阪に泊まるし、私がマンションにいないことにすぐには気づかない。私が出ていったと気づいた時には、私はもう日本にはいないだろう。

　匡、お父さん、お母さん、直くん……みんな、ごめんなさい。私のわがままを許して。

　ずっとベンチに座って飛行機の離発着を眺めていたが、急に胸が苦しくなってゴホゴホと咳き込んだ。口に当てていた手を見れば血がついていて、やはり私は不治の病に冒おかされているんだと思い知らされる。

　咳はすぐに治まらず、近くのトイレに駆け込むと吐血した。

　ハーッ、ハアーッと激しく息をしながらトイレの壁に寄りかかる。

「……死にたく……ない」

　咳が落ち着くと洗面所で口をゆすぎ、持っていた薬を飲むが、また血を吐きそうで怖かった。

　匡の家では吐血なんてしたことなかったのにね。彼のテリトリーから離れたせいだろうか。

　彼の家にいた時は体調がよかったから、このまま病気が治るんじゃないかって思ったりもしたけど、やはり現実は変わらない。精神的なダメージのせいで身体にも悪い影響が出たのかも。

　トイレを出ると、再びベンチに戻り、自分の両肩を抱いた。

　匡……怖いよ。ここで死にたくない。

　せめてイギリスに行って、お気に入りのあの場所を見てから死にたい。

　ひとり震えながらそんなことを考えていたら、匡からＬＩＮＥが届いた。

　スマホの時刻を見ると、二十三時十一分と表示されている。

【今どこにいる？】

　匡からのメッセージを見てなんとも言えない気持ちになった。

　私がつらい時にメッセージを送ってくるなんてタイミングよすぎだよ。

　電話じゃないってことは、まだホテルではないのかもしれない。

　また私がソファで寝てないかの確認だろう。面倒くさがり屋なのに、マメだ。

　いや、匡は私が病気だって知っているのよね。心配で連絡してきたのかも。

【ソファでテレビ観てる】

　大嘘だが、空港にいるとは言えない。

【今すぐテレビ消して寝室に行け】

　匡の命令にフッと笑みを浮かべながら文句をつけた。

【横暴だな、匡は】

【お前が放っておくとソファで寝るからだ】

　俺様なのに優しい。

　もういいんだよ、匡。私の心配なんかしなくて。

　彼がいつ私の病気のことを知ったのかはわからない。でも、きっと彼は私に付き合って知らない振りをしていたのよね。その優しさが今はなんだか苦しく感じる。

【はいはい、わかりました。移動したよ】

　早くＬＩＮＥを終わらせようと、すぐにメッセージを返すと、彼からツッコミが入った。

【やけに早くないか？】

　その指摘にドキッとする。相変わらず鋭い。

【普通です。ほら、ベッドにもちゃんと入ったよ。おやすみ】

　それを最後のメッセージにしてスマホの電源を切ろうとしたのだが、すぐにまた返信があった。

【今日はひとりでちゃんと眠れるのか？】

　その文面を見て、目頭が熱くなった。

　……だから、優しすぎ。

　涙でスマホの画面がボヤける。

　もう心配も迷惑もかけないから安心して……。

【子供じゃないんだから大丈夫。おやすみ】

　何度か打ち直してそう送ると、スマホの電源を切った。

　これで彼のメッセージに既読がつかなくても、私が寝たと思うはず。

　匡、今までありがとう。

　匡に会えてとっても幸せだったよ。

　もし、生まれ変わったら、もう一度あなたに会いたい。

　でも……私の願いなんてどうでもいい。

　それより、いい人を見つけて幸せになってね、匡。

　涙がスーッと頬を伝う。

　最後のやり取りがＬＩＮＥでよかった。

　電話だったら、泣いているのがバレてしまうから――。

　そのまま空港で一夜を過ごすと、朝の飛行機でイギリスに向かった。










彼とずっと一緒に




「うわ～、まるで絵本の世界に来たみたい」

　昨日の午後イギリスに着いて、電車で一時間半かけてやってきたのは、ロンドンの南東部にある古城。

　一昨年の夏に一度来て、すごく気に入ったお城だ。

　でも、太陽が眩しい夏よりも、冬の方がお城が霧に包まれていてより幻想的。

「雲うん海かいの城だね」

　あまりに綺麗で夢を見ているんじゃないかって思えてしまう。

　お城は湖のほとりにあって、午前中は雨が降ったせいか、観光客は少ない。

　チケット売り場で入場チケットと一緒に鳥の餌えさを買ってお城の敷地に入ると、色鮮やかな緑の芝生が広がっていて、野鳥がたくさんいた。

　人に慣れているのか、私を見ても逃げない。白鳥、カモといった野鳥が周りに集まってきて、餌をおねだりしてくる。

　近くで三歳くらいの金髪の男の子が餌やりをしていて、見ていて微笑ましかった。

　いいなあ。まるで天使みたい。あんなかわいい子がいたら、もう毎日ハグしちゃうかも。

　でも、それは私が望めない未来だ。

　ここに来れただけでもラッキーだと思わなきゃね。

　気を取り直して鳥に餌をやる。

　人も少なく、ゆったりとした時間が流れていて、心からリラックスできた。

　二十分ほど餌やりをすると、休憩を挟みながら森の中をゆっくり歩いて城に向かう。

　気温は五度と寒いが、この道のりが心地よくて苦にならない。

　ようやく石造りのお城が見えてきて、湖に佇むその美しい姿を目にしっかりと焼き付けるようにしばし眺めた。

「いつ見ても綺麗。またここに来れてよかった」

　ちょっと安堵しながら微笑むと、長さが三十メートルほどあるアーチ型の石橋を渡り、城門をくぐって城の中へ――。

　ワインの貯蔵庫、客間、会議室、寝室などを順路に沿って見ていくが、ところどころに甲かっ冑ちゅうが飾ってあったりして、中世の歴史を感じさせる。

　階段を上って屋上に出れば、霧が晴れて湖が一望できた。

　六百エーカーの広大な庭園に湖、それに木が生い茂った深い森。

「……綺麗」

　自然に口から言葉が出た。

　チラッと時計を見たら、午後三時を回っている。イギリスではまだ十二月二十三日だけど、日本では二十四日の午前零時になったところ。

「二十三歳の誕生日おめでとう」

　時計を見ながら小さく笑う。

　半年前は、この日を迎えられないと思っていた。

　誰もいないひとりだけの誕生日。寂しさ半分、嬉しさ半分。

　でも、ふと思う。

　あとどれくらい生きられるかわからないのに、なにを生きがいにしたらいいの？

　もう匡のところには戻れない。

　家に帰って家族と過ごすのもつらい。

　私はどこにいればいい？

　病院でじっと死を待つなんて嫌だ。

　誰にも言わずにイギリスに来てしまったから、匡やうちの両親は今頃私がいなくなって大騒ぎしているかもしれない。

　私のスマホは鳴らない。あえてイギリスで繋がるよう手続きはしなかった。

　もし日本に戻ったら、私のスマホの着信履歴はすごいことになっているだろう。

　私のことをみんなの記憶から消せたらいいのに……。

　そしたら、私がいなくなってもみんな悲しまずに済む。

「このまま空気になって消えちゃいたいな」

　ポツリとそんな弱音を口にしたら――。

「俺の前から勝手に消えられたら困るんだけど」

　背後からよく知った声が聞こえて、心臓が飛び出そうなくらい驚いた。

　う……そ。匡？

　これは幻聴だろうか。

　恐る恐る後ろを振り返れば、彼がしかめっ面で後ろに立っている。

「ほ、本当に匡？　なんで……」

　イギリスにいるの？と聞きたいが、声にならない。

　心臓はバクバク。

「この家出娘。俺が大阪出張の間に勝手に出ていくなよ」

　彼はツンといつもの調子で私の額を指で小突いた。

「どうして私がイギリスにいるってわかったの？」

　なんとか喉の奥から声を絞り出せば、匡はフッと微笑した。

「悪いと思ったが日記帳を見た。それにお前が持ってたガイドブック、この城のページに付箋がしてあったしな」

　日記を見たということは、私の匡への思いも彼は知ってしまったということ。

　一気に血の気が引いていく。

　彼に合わす顔なんてない。逃げなきゃ！

　急いで城の中に戻ろうとしたら、匡に腕を掴まれた。

「もう逃げるな。俺の話をちゃんと聞けよ」

「嫌！」

　匡の手を振り払おうとするも、彼は離してくれない。

「璃子、落ち着いて俺の話を聞け」

　それはとても静かな声だった。

　ハッとして匡を見れば、彼は優しい笑みを浮かべている。

「お前の病気のことは、日記を見る前から知ってた。京介が来た次の日におばさんから聞いたんだ」

　彼の話に驚かずにはいられない。

　兄が来たのは九月だから、だいぶ前から匡は知っていたことになる。

　彼は全然そんな素振りも見せなかった。

　匡には絶対に知られたくなかったのにな……。

「お母さんが話したんだ」

　力なく呟く私の手を彼はしっかりと握ってきた。

「おばさんを責めるなよ。俺は話してもらったことに感謝してるんだから」

「知ってるならなんでイギリスまで追ってきたのよ！　放っておいてくれればよかったのに」

　声を荒らげて匡の胸をドンと叩くと、彼は今までにないくらい甘い顔をして言った。

「お前からクリスマスプレゼントもらったし、俺も渡そうと思ってな」

　よくよく彼を見ると、私がプレゼントしたエンジ色のネクタイをつけていた。

「プレゼント？」

　ハンドクリームだろうか？　以前、彼になにが欲しいか聞かれ、そう答えたことがある。

　聞き返したら、彼はコートのポケットから白い紙切れを出して私に手渡した。

「そう。お前へのクリスマスプレゼントは、俺を一生お前のものにする券」

　紙には匡の筆跡で【俺はもう一生お前のもの】と書かれていた。

　前に匡が言ったのと同じツッコミをする。

「……小学生の作った肩叩き券じゃないんだから。冗談はやめてよ」

　一生って意味わかってる？

　涙が込み上げてきて、声が震えた。

　だが、匡は構わず続ける。

「冗談なんかじゃない。その証拠にこれを用意したんだ」

　今度は彼はコートのポケットから深緑の小箱を出した。

「この指輪は、お前への誕生日プレゼント」

　彼は破顔して小箱から指輪を取り出すと、私の左手を取った。

「お前が好きなんだ。俺と結婚しよう」

　彼のプロポーズに涙腺が崩壊する。

　夢でもこんな極上なのは見たことがなかった。

「匡は……大バカ者だよ」

　私がもうすぐ死ぬと知った上で結婚を申し込むなんて……。

　泣きじゃくる私の涙を指で拭いながら彼は穏やかに笑うと、私の左手の薬指に指輪をはめた。

　それは匡にもらったネックレスに合う、花のようにダイヤがちりばめられた華やかな指輪だった。

　いつの間に用意したのだろう。

「プロポーズして罵られるとは思わなかったな。だが、ノーって返事は認めない。お前は俺のものだから」

「わかってる？　私はもう長く生きられな――!?」

　考え直させようとする私の言葉を遮り、匡が突然強く私をかき抱いた。

「お前は長生きして、一生俺のそばにいるんだよ！」

　私の耳元で彼は語気を強めて言い聞かせようとする。

「匡……」

　匡のコートをギュッと掴むと、彼は身を屈めて私に熱く口づけた。

　彼の思いがその唇から伝わってくる。

　お前を愛しているって――。

　キスを終わらせると、彼はとびきりの笑顔で微笑んだ。

「俺たち、キスの相性抜群」

　こんな状況なのに匡の発言に笑ってしまって、彼の胸をドンと叩いた。

「もう！　恥ずかしいこと言わないでよ」

「痛てっ！　そんだけ元気あるなら二百歳まで長生きするさ。明日病院に行こう。ある人と会う約束をしているんだ。俺が絶対に璃子を死なせない」

　自信満々に告げる彼の言葉が、私の身体に深く浸透していく。

　匡が言うなら、私、死なないかも。

　そう思えてきた。

「うん」と彼の目を見て返事をする。

　それから匡と庭園内にある迷路や、遊覧船に乗って城巡りを楽しむと、彼が手配した車でロンドンに戻った。

　もう日が暮れて月が空に輝いている。

　匡に連れてこられたのは、ロンドンでも有名な高級ホテル。しかも、スイートルームで、リビングとキッチン付きの豪華な部屋だった。

　お城で見たようなアンティークの家具が置かれていて上品で落ち着いた雰囲気。

　部屋には私の荷物も届けられていて苦笑いした。

　多分私のホテルを調べて、誰かに取りに行かせたのだろう。

「私の行動はすべてお見通しだったわけね」

　匡に隠し事をしても無駄なんだと改めて思った。

「お前の日記を見た時から、こうなることは予想してた。だが、うちで忘年会するまでは俺のところにいると思ってたのに、なんで急に出ていった？」

　匡が急に真剣な眼差しを向けてきた。

「……中川さんに言われちゃったから。私が匡の仕事の邪魔してるって。海外出張だって社長命令で行けなくなったんでしょう？　ごめんなさい」

　匡のそばにいたいと願ったけど、彼の仕事の邪魔になるとわかっていたら、すぐに家に戻っていただろう。

「それはたまたまだ。俺が直接出向く必要がなくなっただけのことだよ。中川の言ったことなんか気にするな」

　匡は私の身体をひょいと抱き上げてベッドに運ぶ。

「え？　なに？」

　突然ベッドに寝かされて戸惑う私の頬に、匡が身を屈めてそっと手を添える。

「明日のために今日はゆっくり休むこと。きっと病院でいろいろ検査されるだろうから」

「私……生きたい。生きて匡のそのばにずっといたい」

　匡の腕を掴んでそう訴えたら、彼もベッドに上がり、優しく微笑んでゆっくりと口づけた。

「大丈夫。お前の病気は必ず治る。俺が保証する」




　次の日の朝、私は匡に連れられ、ロンドン郊外にある病院にいた。

　目の前にいるのは、ファントム研究の第一人者のウィリアム・クラーク教授。

「いただいていたデータよりも身体の状態はいいですね。これならすぐに治療に入れます」

　検査結果が書かれた書類を見ながらクラーク教授が私と匡ににこやかに微笑む。

　その言葉を聞いて、私と匡はホッと胸を撫で下ろした。

「よかった」

　私が匡の手をギュッと握ると、彼も私と目を合わせて手を握り返す。

「ああ」

　匡の話では、クラーク教授の息子さんも私と同じ病気だったのだが、教授が投与した新薬で壊死が止まり、その上壊死した細胞が再生したらしい。

　匡は私の病気を知った時から、治療法を必死に探していた。それで、クラーク教授の臨床を知り、彼と連絡を取り合っていたようだ。

　投与した新薬は日本では認可されるまで時間がかかるので、私は今日からこの病院で入院して治療を受けることになった。

「今、他の患者にも試していますが、新薬が効かない患者もいます。データが少ないので原因はわかりません。ですが、他に治療法がない以上、試す価値はあります。私と一緒に頑張りましょう」

　クラーク教授の説明を聞いて、コクッと頷く。

　これは賭けだ。でも、薬が私に効けば、匡と一緒にいられる。

「俺もお前を支えるから、治ると信じて頑張ろう」

　匡が私の肩を抱いて元気づける。

　今日検査してもらったところでは、幸い肺の壊死は広がっていなかった。

　クラーク教授の診察の後、すぐに病室に案内され、匡が用意してくれていたパジャマに着替えると、早速点滴による薬の投与が始まった。匡は正月休みが終わるまでは一緒にいてくれるらしい。

「私にも効いてくれるといいな」

　ベッドに横になり、点滴を眺めながらそんなことを呟くと、匡が私の頭を撫でた。

「心配するな。必ず効く」

「うん」

　笑顔で頷く私に彼はチュッとキスをする。

「た、匡、ここ病院だよ」

　顔を赤くしながら注意するが、彼は平然としていた。

「日本じゃないんだからうるさく言うなよ。イギリスじゃあ、こんなの挨拶だ。それに、俺のキスはどんな薬よりも効果がある」

　ニヤリとする彼を見て、思わずクスッと笑ってしまった。

　この自信。匡節が聞けて安心する。

「そうだね。確かにどんな薬よりもすごいよ」

　今日は初めての治療でかなり緊張していたのだけれど、匡のお陰で心が落ち着いた。

　それに、匡がいたから今まで病状が悪化しなかったんだと思う。

　病は気からって言うし……彼は私の元気の源だ。




　新薬の投与から一カ月、私は薬の副作用に苦しんでいた。

　激しい頭痛と吐き気に襲われる毎日。つらくて夜もぐっすり眠れず、体力も落ちて、入院してからまた体重が減ってしまった。

　抗がん剤の時みたいに効かないかもしれない。

　頑張れって何度も自分に言い聞かせてきたが、それも限界にきていた。

《……で、副作用はまだ続いてるのか？》

　いつものようにパソコンを開いて匡とテレビ電話をする。

　彼は正月休みが終わると仕事もあって日本に帰国したが、私を心配してこうして毎日のように連絡をくれる。

「うん。ちょっとつらいけど、抗がん剤の時みたいに髪の毛が抜けないだけマシかな」

　ハハッと笑ってみせたが、笑顔を作るのもかなりしんどい。

《そうか。あまりにつらかったら、教授に言って薬を処方してもらえよ》

「うん。そうだね」

　匡にそう返事をしたものの、教授に言うつもりはなかった。

　ここで治療を一旦止められたら、また同じ苦しみを何度も味わうことになるかもしれない。教授が言うには、この苦しさは新薬がファントムと戦っている証拠らしい。

　今頑張らなければ、治らない可能性もある。そしたら、私には死しかないのだ。

　ひとりでいるのが怖い。

　本当は今すぐにでも匡にギュッと抱きしめてほしい。

　でも、それは無理だ。彼は副社長だから、仕事を放置して私のそばにいるわけにはいかない。

《……子、璃子？》

　匡に名前を呼ばれてハッとする。

「ん？　なに？　ちょっと画面が固まっちゃったみたい」

　首を傾げてとっさにごまかす。匡に心配をかけてはいけない。

《お前、大丈夫か？》

　匡が心配そうな顔をしているので、笑顔を貼りつけて言い返した。

「大丈夫、大丈夫。必ず病気に勝つよ」

　どうか私に騙されて。もうこれ以上彼に負担をかけたくない。

　多忙な彼が毎日テレビ電話するのは、相当大変なはず。睡眠時間だって削っているかもしれない。

《その意気だ。あっ、長谷川が呼んでるから、切るな。じゃあ、また》

　匡が慌てた様子でテレビ電話を終わらせると、パソコン画面が真っ暗になった。

　匡にバレなかったみたいでホッと胸を撫で下ろす。

　ノートパソコンを閉じるとベッドサイドのテーブルに起き、リモコンでベッドの角度を下げた。

　無理して話していたせいか、頭がズキズキと激しく痛む。

　いつまでこの状態が続くの？

　お願いだから早く治まって。治まってよ。

　唇を噛みしめながら痛みをこらえ、匡にもらった婚約指輪に触れながら心の中で必死に願った。

　匡……私、死にたくない――。




　どれくらいそうしていたのだろう。

　匡とテレビ電話をしていた時はまだ外は明るかったのに、もう日が暮れて空には月が浮かんでいる。

　私が退院して外を元気に歩く日は来るのかな？

　もう……来ないかもしれない。そう考えたら、涙がこぼれた。

　両手で顔を覆い、泣きじゃくる。

　このまま病気に負けてしまったら？　もう二度と匡に会えなかったら？

「匡……怖い」

　しゃくり上げながらそんなことを呟いたら、ポンと誰かに頭を軽く叩かれた。

「バーカ。怖いなら怖いってちゃんと俺に言えよ。ひとりで泣くな」

　それは匡の声。

　え？

　両手を離して目を開けたら、スーツ姿の匡が笑って立っていて目を見張った。

「匡……？」

　どうして彼がここにいるの？

「急遽イギリス出張が決まったんだ。こっちでやりたい仕事があってな。長谷川がいろいろ調整してくれたお陰で、日本の仕事はリモートで対応できる。だから、しばらく璃子のそばにいられる」

　にっこり微笑む彼を見て、また涙が込み上げてきた。

「……無理させちゃってごめんなさい」

　今日テレビ電話した時にはもうロンドンにいたのだろう。長谷川さんもスケジュールの調整が大変だったに違いない。ふたりに迷惑をかけてしまった。

「無理なんかしてない。俺が来たんだからお前は素直に喜べ」

　匡はベッドの端に腰かけると、私を抱き寄せる。

「匡……ありがと」

　泣きながら彼に言葉を返した。

　やっぱりテレビ電話より実物の方がいい。彼の温もりを感じるし、安心する。

「俺が来たから大丈夫。もう怖くない」

　私の頭を撫でながら彼はこの上なく優しい声で言う。

　その声が私の不安や恐れを溶かしてなくしていく。

「……うん。……怖くない。匡に会いたかった。ずっと、ずっと会いたかった」

　泣きながら自分の気持ちを伝えると、彼は私の涙を唇で拭い、甘い目で私を見つめた。

「もうひとりで怖がるなよ。忘れるな。お前には俺がいる。必ず璃子の病気を治す。五十年後もお前はたくさんの孫に囲まれて俺のそばにいるんだ」

「そうだね、匡。来てくれてありがとう」

　匡の背中に腕を回し、彼の胸に頬を寄せる。

　――不思議。さっきまであんなに不安でいっぱいだったのに、匡が来てくれて心が落ち着いてきた。それに、身体も少し楽になった気がする。

　その夜、彼がずっとついてくれていて、久しぶりに朝まで起きずに眠れた。




　それから一年後――。

　私は病室で匡と一緒にクラーク教授の診断を聞いていた。

「薬が効きましたね。肺の壊死はなくなりましたし、壊死した細胞も再生しています。よく頑張りましたね。もう退院しても大丈夫ですよ。おめでとう」

　クラーク教授は検査データを見てそんなコメントをすると、穏やかな目で微笑んだ。

「ありがとうございます」

　私の身体からファントムは消えた。これからは普通の生活が送れる。

　薬の副作用がなくなった数カ月前からリハビリをしていて、散歩くらいなら問題なくできるようになった。体重も入院時よりは増えてベスト体重に戻りつつあるし、髪も今は胸のあたりまで伸びた。

　これからずっと匡のそばにいられるのがなによりも嬉しい。

　私が心から礼を言うと、匡も教授に感謝の気持ちを伝えた。

「彼女の病気を治してくださってありがとうございます」

「いいえ。頑張ったのは彼女です。それにＭＵＧＥＮＤＡＩが私たちの研究を支援してくれたお陰です。彼女とお幸せに。おふたりの幸せを祈っています」

　教授が日本人を真似て頭を下げるが、彼の話を聞いて驚いた。

「ＭＵＧＥＮＤＡＩが支援？」

　匡に目を向け説明を求めると、彼はニヤリとした。

「社会貢献だ。多少私情は入ってるがな。ＭＵＧＥＮＤＡＩとしては、璃子みたいに難病に苦しむ人を助ける活動をしていくことに決めたんだ」

「多少どころかほぼ私情だよね」

　思わずそう突っ込んでしまったが、改めて彼の決死の覚悟を思い知った。

　ファントム患者は世界に百人もいない。だから、ファントムの特効薬が開発されるのは難しかった。製薬会社だって利益が見込めない薬の開発はしない。ファントムを研究する資金さえあまりなかったに違いない。

　匡の……ＭＵＧＥＮＤＡＩの支援のお陰でクラーク教授たちの研究が進んだのだろう。

　すべては私を助けるため。今、私が生きているのは匡のお陰だ。

　私は黙って死を待つつもりでいたけど、彼は決して諦めなかった。

　こんなに愛されて私は幸せ者だね。

　教授が病室を後にすると、匡がベッドに腰を下ろし、私の頬に手を添えた。

「これでやっと日本に帰れるな」

「うん。匡のマンションに帰ったら、なんでも好きな料理作ってあげるね」

　匡はこの一年、ロンドンと東京を行き来する生活をしていた。それでもリモートワークで私のそばにできるだけいてくれて、ロンドンにいる時はこの病室に泊まり込み、私の闘病を支えてくれた。きっと彼の食生活は乱れているはずだ。

　これからいっぱい美味しいものを作って、彼に食べさせてあげたい。

「帰るのは俺たちの新居だ」

　匡からとんでもない言葉が返ってきて、思わす声をあげた。

「え？　新居？　まだお兄ちゃん、設計中じゃあ？」

　匡は私を元気づけるために新居の設計を兄に依頼した。それで兄がちょくちょくロンドンに来てくれて、入院中に壁紙やカーペットの素材などを匡と話し合って決めた。

　それが私の心の支えにもなっていた。

　絶対に匡と一緒に住むんだって。

　でも、もう家が完成していたなんて知らなかった。

「実は俺がここに来る二日前に完成した。お前をビックリさせたくて内緒にしてたんだ」

　サプライズが成功した子供みたいに、匡は目をキラリと光らせる。

「……匡」

　彼の優しさに胸がじわじわと熱くなる。

「これからはずっと一緒だ。俺が出張に行く時も、お前を連れていく」

　独占欲剥き出しの言葉を聞いて顔が火ほ照てった。

「出張までって……」

　嬉しいけれど、仕事の邪魔になるんじゃあ。

　チラッとそんなことを思ったら、彼は私の思考を読んだかのように続けた。

「長谷川や親父が言うんだ。璃子といる方が俺の仕事がサクサク進むって。お前と離れてると、変な男に迫られてるんじゃないかって心配で仕事が手につかないからな」

　眉間にシワを寄せていらぬ心配をする彼を見て小さく笑う。

「ふふっ。入院中の患者を口説く人なんていないよ」

「俺が日本にいる間、クラーク教授の助手がお前を口説いてたって看護師が話してたぞ」

「冗談で退院したらデートしましょうって言われただけ。元気づけようとしただけで、本気じゃなかったよ」

　ハハッと軽く流す私の額を彼が指でツンと突いた。

「この無自覚娘。これだからひとりにしておけないんだよ」

「子供じゃないんだから」

　お兄ちゃん以上に心配性だな。

　少し呆れ顔で返すと、彼が真剣な眼差しを向けてきた。

「バーカ、子供じゃないから心配なんだ」

　私の頬に添えられていた匡の指が唇に移動し、ゆっくりと触れてきたかと思ったら、彼が顔を近づけてきて……。

　よく知った唇が私の唇に触れた。

　温かくてこの上なく優しいそのキスに涙が込み上げてくる。

「もうなにがあっても離さないから覚悟しろよ」

　匡はキスを終わらせると愛おしげに私を見つめる。

「覚悟するのは匡の方だよ。匡が嫌だって言っても離れないわよ」

　彼の目を見つめ返してとびきりの笑顔で言ったら、「望むところだ」と彼は甘く微笑んでまた私に口づけた。

　その愛情のこもった甘いキスに心も身体も蕩とろけそうだ。

「結婚式で誓いのキスをするから今から慣れておかないとな。日本に帰ったら式の準備で忙しくなるぞ」

「結婚式……」

　彼の言葉を聞いて、また胸がジーンとしてきた。

　私……匡の奥さんになれるんだ。

　もう結婚なんてできないって思っていた時期もあったし、ここに入院した時も薬の副作用に苦しめられて、彼と式を挙げるなんて到底無理だと諦めたこともあった。

　でも、彼が諦めずに私の病気のことを調べてくれたから、クラーク教授に出会えて、一般では行われていない治療をすぐに受けられた。全部手配もしてくれて相当大変だったはず。かなりお金もかかっただろうし、大企業の副社長としての地位やコネもいっぱい使っただろう。感謝してもしきれない。

　それになにより、匡は私を全力で支えてくれた。

「匡……。私……幸せすぎておかしくなりそう」

　涙がこぼれ落ちるが、もう自分では止められない。

　泣きじゃくる私を抱き寄せ、彼は自分の唇で私の目元の涙を拭う。

「もう泣くのは今日でお終いだ。これからはずっと笑っていろ」

「……うん」

　匡に抱きつきながら、彼とこれからも一緒にいられる喜びを噛みしめた。




　退院したその夜、前に匡と泊まったホテルで荷物の整理をしていたら、突然彼が私を抱き上げてベッドに運んだ。

「もう荷造りはそのくらいでいいよ」

「病人は寝てろって言いたいの？」

　抗議しようと思ったら、彼から意外な答えが返ってきた。

「お前を抱きたい」

　匡の熱を帯びた目にドキッとするも、その要望に困惑した。

「そんな急に言われても……」

　心の準備ができていない。今彼とここにいるのだってまだ夢みたいで信じられないのだ。

　それになによりも、私の身体を見られたくない。

「急じゃない。お前とラブホに泊まった時からずっと我慢してた。クラーク教授はもう普通に夫婦生活していいって話してたぞ」

「ちょ……待って。まだ私たち夫婦じゃない……!?」

「待たない。もう俺も限界……」

　匡はそう言って、キスをしながら私の服を一枚一枚脱がしていく。

　彼がキャミソールに手をかけた時、思わずその手を掴んで止めた。

「やっぱり無理。私……お腹に手術の痕があるの。見たらきっと引く」

　正直に話したが、彼はいささか呆れ顔で聞き返した。

「あのさあ、俺をなんだと思ってる？　そんなんで璃子のことを嫌いにならないよ。もう痛くはないんだろ？」

「……うん。身体の調子もいいけど」

　小声で返す私に彼はニヤリとして、私が着ていたキャミソールを勢いよく脱がした。

「だったらなにも問題ない」

「キャッ！」

　もうブラとショーツしか身につけていなくて、思わず声をあげて手術痕を手で隠した。

　肌に触れる空気が冷たい。

「ちょっ……匡、寒いよ」

　それは建前で、本当は恥ずかしいし、これから彼に抱かれるかと思うとちょっと怖い。

「すぐに暑くなる」

　私の不安をわかっているのか、彼もベッドに上がって私に覆い被さると、私の髪を優しく梳すいて耳にかけた。

　ドッドッドッと心臓の鼓動が激しくなって、どう空気を吸っていいのかわからない。

「……匡」

　助けを求めるようにその名を呼べば、彼は「大丈夫だ。優しく抱くから」と甘い目で微笑んで口づけた。

　私を甘やかすような優しいキス――。

　言葉にしなくても彼の私への愛情が伝わってくる。

　匡はキスをしながら私の残りの下着もすべて脱がしてしまった。

　一糸纏まとわぬ姿になったのに、彼に愛あい撫ぶされるうちに恥ずかしいと考える余裕もなくなって……。

「これもお前の一部かと思うと愛おしいよ」

　匡がチュッと私の手術痕に口づけて、「あ……ん」と声をあげた。

「いい声」と匡がニヤリ。

　口を手で押さえて声を我慢するも、彼に手を掴まれた。

「我慢することはない。もっと聞かせろよ」

　彼は唇と手を使って我が物顔で私の身体を探索する。

　時間をかけてゆっくりと――。

　互いの肌と肌が触れ合って、身体が熱い。

「綺麗だ」って何度も匡が口にして、彼が身体を重ねてきた。

「璃子、愛してる」

　耳元でそう囁かれたまでは覚えているけど、その後の記憶がない。




『ママ！』

　三歳くらいの男の子が匡に肩車をされ、私に大きく手を振っている。

　ここは匡と行ったイギリスのお城の迷路だ。

　匡と男の子はすでにゴールにいて、まだゴールしていない私に『右』とか『左』とか叫んでいる。

　言われるまま進んでなんとか私もゴールすると、男の子に抱きつかれた。

『ママ、頑張ったね』

　天使のような笑顔を向ける男の子。

　匡もそばで穏やかな微笑を浮かべていた。

『ママ、また会おうね、約束だよ』

　男の子が元気よく言って、周囲が光に包まれた。

　ゆっくりと目を開けると、部屋のカーテンから光が差し込んでいて、匡が枕に片肘をつきながら愛おしげに私をじっと見ていた。

「おはよ」

　我が物顔で私に羽根のようなキスをする彼。

　なに？　この絵に描いたような朝。

　赤面しながら「おはよう」と返した。

　さっきのは夢だったか。あの小さな男の子、とてもかわいかったな。

「なに笑ってるんだ？」

　怪訝な顔をしている彼に、夢のことを話した。

「三歳くらいの男の子が夢に出てきたの。匡に肩車されててね。そういえば、匡に似てたよ」

　フフッと笑みを浮かべる私を見て、彼も楽しそうに微笑んだ。

「それは正夢かもな。教授、出産もいつでもできるって言ってたし。身体は大丈夫か？　つらくないか？」

　私の乱れた髪を直しながら匡が尋ねる。

　彼が朝から優しい。

　匡に抱かれるなんて一生ないと思ってた。

　身体がちょっと変な感じがする。今までの自分じゃないみたいだ。

「多分……大丈夫」

　はにかみながら答えたら、彼はホッとした顔で笑った。

「シャワー浴びたら、ルームサービスでも頼もう」

「うん」

　彼の提案にコクッと頷く。

　その日はロンドン市内で観光やショッピングを楽しみ、最後にＭＵＧＥＮＤＡＩのロンドン支社に立ち寄り、支社長に挨拶した。

『ねえ、私は社員じゃないからどっかのカフェで待ってるよ』

　そう言ったのに、彼に無理矢理連れてこられたのだ。

　匡が支社長に私のことを「俺のワイフ」と紹介してギョッとする。

「ちょっと、ワイフってまだ結婚してないよ」

　オフィスを出た後に抗議したら、彼はいけしゃあしゃあと笑ってみせた。

「どうせ日本に戻ったら結婚するんだからいいんだよ。婚姻届も用意してあるし、心配するな」

「ねえ……私と結婚しても後悔しない？」

　念のため匡の気持ちを確認したら、彼は真剣な眼差しではっきりと告げる。

「なにを今さら。俺が手塩にかけてお前を育ててきたんだ。他の男になんか絶対にやらない。璃子は俺のものだ。そして俺は……」

「俺のもの？」

　いつもの流れならそう言うと思ったのだけれど、彼は極上の笑みを浮かべて否定した。

「違う。璃子のもの。俺はもう一生お前のものって券をやっただろ？　忘れたか……って泣くなよ」

　彼の言葉が胸にグッときて、涙が込み上げてくる。

「これは……嬉し涙だもん」

　泣きながらそんな言い訳を口にする私を、彼が愛おしげに見つめた。

「天邪鬼。一生幸せにするから覚悟するように」

　その約束に涙が頬を伝う。

　こんなに幸せなことはない。今の私には彼と歩いていく未来がはっきりと見える。

「……うん」

　匡を見つめ返して返事をすると、彼は私の涙を指で拭いながら甘い目で囁いた。

「愛してるよ」

　その言葉で涙腺が崩壊する私を見て、彼が困った顔をする。

「……なんでまた泣く？」

「だ、だって……匡の口から愛してるなんて言葉が出てくるとは思わなくて……夢みたいっていうか」

　しゃくり上げながらそんな弁解をしたら、彼がニヤリとして私を弄った。

「昨夜ベッドの中でも言ったぞ」

　その発言で涙が引っ込んだが、代わりに顔がカーッと熱くなった。

　そういえば、彼と身体を重ねた時に言われたような……。

　匡ってそういう甘い言葉を口にする人じゃないから夢かと思っていた。

「あの……もう一度言ってくれない？　ちゃんと記憶しておきたい」

　彼のキャラ的にそう何度も言ってくれないと思ってお願いすると、彼はクスッと笑った。

「これから何度でも言うからいちいち記憶なんてしなくていい」

　私を抱き寄せると、彼はその腕の中に閉じ込めて……。

「璃子、愛してるよ」

　蕩けるような甘い声で告げ、私の唇に口づけた――。
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俺が全力で家族を守る　―　匡 side




　ロンドンから帰国して十日後――。

「璃子ちゃん、めちゃくちゃ綺麗だったよ」

　タキシードのジャケットを着ていたら、弟の直が花嫁の控室から戻ってきた。

「当然だ」

　直に目を向け、フッと微笑する。

　今日は俺と璃子の結婚式。

　日本に戻った次の日に役所に婚姻届を提出して、俺と璃子は夫婦になった。

　先に入籍をしたのは、一刻でも早く璃子と結婚したかったから。

　現在広ひろ尾おにある新居で結婚生活を始めているが、生活自体は以前とあまり変わらない。だが、一分、一秒を大事にして生きるようになった。璃子と一緒にいられる幸せを噛みしめているのだ。

　本当は璃子がロンドンで入院中、ずっと一緒にいてやりたかった。だが、副社長という立場上できなくて、もどかしい思いをした。

　璃子の病気が完治してまた一緒に暮らせるようになって、彼女のいる生活の大切さを思い知った。

　璃子が俺のマンションに転がり込んでくる前は、誰とも結婚する気はなかったのに、今は璃子なしの生活なんて考えられない。

　こんなに変わった自分に驚くが、直に言わせれば予想通りらしい。直は子供の頃からずっと璃子と俺が結婚すると思っていたようだ。

「兄貴、まだ璃子ちゃんのドレス姿見てないんでしょう？」

　ドレスの試着の時も、璃子は『匡の楽しみが減るから』と言って俺の同行を頑なに拒否した。

「まあな。璃子が本番にしか見せないって言ったんだ」

　苦笑いしながら答える俺を見て、直がおもしろそうに目を光らせる。

「午前中の式のリハも璃子ちゃん私服だったよね。今、京介さん、璃子ちゃん見て号泣しながら写真撮ってるよ」

　直の話を聞いて、ハハッと笑った。

「想像つくな。で、親父と母さんもまだ花嫁の控室にいるのか？」

「まあね。おじさんやおばさんたちとウェディングドレス姿の璃子ちゃんを眺めて歓談中」

「息子を放置するとはホントいい親だな」

　うちの親は俺の控室に荷物を置いてすぐに璃子の様子を見に行ってしまった。

　小さく口角を上げてそんな皮肉を口にすると、俺の秘書の長谷川がなだめるように言う。

「仕方ないですよ。社長も奥様も璃子さんを実の娘のようにかわいがられていたんですから」

　両親を弁護するような長谷川の発言に、わざと顔をしかめてみせた。

「うちの家族は皆、璃子ファーストだからな」

「匡さまを含めてですよ」

　間髪置かず長谷川が指摘して小さく頷いた。

「そうだな」

　この日を迎えることができて本当によかった。つらい日々を乗り越えたからこそ今がある。これからはめいっぱい璃子を甘やかすつもりだ。

「そろそろお時間です。礼拝堂に移動しましょう」

　長谷川が腕時計を見て言うと、「ああ」と返事をして礼拝堂に向かった。

　うちの家族や長谷川が先に礼拝堂に入ると、俺もスタッフの指示に従って祭壇の前に行く。

　俺と璃子の結婚を祝福するかのように、祭壇には温かい光が差し込んでいた。

　今日は家族とごく親しい友人たちを招いての式。アットホームな雰囲気で、璃子も気負うことはないだろう。

　だが、やはりこうして祭壇の前に立っていると、厳粛な気持ちになる。

　軽く深呼吸したその時、礼拝堂の扉が開いてそちらに目を向けた。

　祭壇から扉の前まで続く真っ赤なヴァージンロード。パイプオルガンの音色とともに、璃子が彼女の父親にエスコートされて一歩一歩俺に近づいてくる。

　彼女は俺と目が合うと、花のように可憐に微笑んだ。

　その姿を見て思わず息を呑む。

　まるで春の女神のよう。そんな言葉が頭に浮かんだ。

　自分の妻を美人だと常々思っているが、ウェディングドレスを着た彼女はまた一段と美しかった。

　長い髪はアップにして、頭にはティアラをつけている。

　上質のシルクで仕立てたプリンセスラインのウェディングドレスは、璃子の要望を聞いて俺がロンドンの有名デザイナーに作らせたもの。

　デザインは知っていたが、やはり着ている姿は想像以上だ。

　ずっと彼女の成長を見守ってきた。

　赤ちゃんだった璃子。

　おしゃまな女の子だった璃子。

　生意気な学生だった璃子。

　そして、今目の前にいる彼女は……俺の花嫁。

　これまでの彼女との思い出が脳裏に浮かぶと同時に胸が熱くなる。

　もし、一昨年の秋に璃子が俺のもとに来ていなかったら、この瞬間を迎えていなかったかもしれない。

　あの日が運命の別れ道だった。

　今でも璃子が来た日のことははっきり覚えている。璃子がうちのソファで寝ていたから、思い切り顔をしかめて、彼女の頬をつねって起こし、問い質したんだよな。

『お前がなんで俺のマンションにいる？　どうやって部屋に入った？』

　あれから二年も経っていないのに、ずいぶん昔のことのように思える。

　目が潤むのを感じながら、璃子に優しく微笑み返した。

　なんだか夢を見ているような気がするが、これは現実。

「ううっ、璃子～」と未練がましく嗚お咽えつを漏らす京介がいても、今日は寛大な気持ちになれる。

　こんなに綺麗な妹を嫁に出すのだ。まあ、悔しいよな。

　リハーサルが終わった時は京介に泣きつかれた。

『やっぱり匡に璃子をやりたくない』

『お前ねえ、もう籍を入れてるんだ。ホントいい加減妹離れしろよ。璃子が俺を望んだんだ。それに、もう璃子のお腹にお前の甥っ子か姪っ子がいるかもしれないぞ』

　ニヤリとして順調に夫婦生活を送っていることを仄ほのめかせば、京介は絶句した。

『璃子の赤ちゃん抱きたいだろ？』

　ショックを受けている京介に今度は優しく接すると、彼は目を輝かせて俺の両肩を強く掴んだ。

『抱きたい！　ああ～、きっと璃子に似て美人だろうな』

　俺の遺伝子も半分入ることを忘れているようだが、俺たちの結婚を受け入れたようだからまあいいか。

『俺、璃子の赤ちゃんの名付け親になる』

　京介が張り切ってそう言うので、笑顔で断った。

『いや、気持ちだけでいい。お前のネーミングセンスおかしいっていうか、怖いから』

　京介は璃子が俺にべったりだったから、小さい頃に飼っていたハムスターに〝リーコ〟って妹に似た名前をつけてかわいがっていた。

　健気と思う人もいるかもしれないが、そこまでされると怖い。彼に任せたら、俺たちの子供にも男だろうが女だろうが漢字違いで〝莉り子こ〟とかつけそうだ。

『そうかあ？　伯父としてなにかしてやりたいな。赤ちゃんが生まれたら、東京に拠点移そうかな』

　少し残念そうな顔をして、彼がう～んと唸うなりながらそんなことを呟いたのでギョッとした。

　冗談じゃない。京介が帰国したら、毎日うちに押しかけてくるに決まってる。

『いや、アメリカの方が大きなビジネスチャンスがいっぱいある。ニューヨークにいた方がいい。それに、俺たちが遊びに行く場所ができるしな』

　いつ行くかわからないが。

　俺がそんな話をしたら、京介は『それもそうか』と言って納得した。

　つくづくこいつが素直な性格でよかったと思う。

「匡くん」

　祭壇の前まで来たお義父さんに声をかけられ、ハッと我に返った。

「璃子を頼むよ」

　俺に穏やかな目で微笑むお義父さんをまっすぐに見て約束する。

「必ず幸せにします」

　お義父さんやお義母さんには感謝しかない。

　余命数カ月と医者に言われていた璃子を俺に預けてくれたのだから。

　娘を大切に思う気持ちがそうさせたのだろうが、なかなかできることではない。

　だからふたりに代わって俺が璃子を守っていく。

　お義父さんの腕から手を離し、璃子は俺の横に並んだ。

　その手をすかさず掴んで指を絡め、囁くように言う。

「綺麗だよ」

　横目でチラリと璃子を見ると、ベール越しに彼女が頬をほんのりピンクに染めるのがわかった。

　彼女も俺を見て、はにかみながら微笑む。

　今まであまり褒めたことがなかったせいか、とても嬉しそうだ。

　これからは思ったことをちゃんと言葉にしよう。

　愛してるとは毎日言っているが、綺麗だなんて過去に言ったことがなかった。

　成人式の振り袖を着た写真を見せられても、『馬ま子ごにも衣装だな』って俺なりの褒め方しかできなかった気がする。

　綺麗だというのは京介と直が言うし、甘い言葉を口にするのは俺の柄じゃなかった。

　だが、もう今の俺は思いを言葉にすることの大切さを知っている。

　お互い見つめ合いながら賛美歌を斉唱し、誓約と指輪の交換を済ませると、誓いのキスとなった。

　璃子が誓いのキスは互いの家族がいるから振りだけにしようと言っていたが、ベールを上げて、彼女が俺を見つめるのを目にすると我慢できなくて……。

　顔を近づけて璃子の唇を奪った。

　少し緊張しているのか、彼女の唇はいつもより冷たい。

　ハッと驚いて瞠目した彼女を見て、ニヤリとする。

　彼女の唇が熱を持つと、俺はゆっくりとキスを終わらせた。

　璃子が咎とがめるようにじっとりと俺を見たが気にしない。

　退場する時に彼女は皆に笑顔を向けながら、俺にボソッと文句を言う。

「本当にするなんて聞いてないよ、もう」

「お前が綺麗すぎるのがいけない」

　クスリと笑って璃子のせいにすれば、彼女は一瞬絶句して立ち止まり、まじまじと俺を見た。

「匡……」

　その曇りのない綺麗な瞳を見て、愛おしさが込み上げてくる。

「だから、その目がいけない」

　璃子の腰に手を回してチュッと口づけると、「おおっ！」と周囲からどよめきが起こり、彼女が固まった。

　すでに俺の妻だというのにキスをしただけで彼女はウブな反応を見せる。

「ほら、行くぞ」

　璃子の腰に回した手に力を入れて促すと、彼女は俺の腕をギュッと掴んで歩きだす。

「退場でキスなんて段取りにないわよ」

「俺たちらしくていいじゃないか。内輪の式だし、お前の頬もいい感じに色づいて綺麗だよ」

「……そういうこと言われると怒れないじゃないの」

　璃子が俺に目を向け、少し困ったように笑う。

「怒った顔も好きだから俺は構わない。それに俺は今、璃子とここに立っていることが嬉しいよ」

「私も」

　極上の笑みを浮かべる璃子がとても輝いていて、俺の目に眩しく映る。

　今日の結婚式を俺は一生忘れないだろう。

　いつか子供ができたら、ママはお姫様みたいに綺麗だったって話してやりたい。




　その日、式を終えて家に帰宅すると、彼女はソファに座り込んだ。

「無事に終わってよかった。タキシードの匡、すごくカッコよかった」

「当然だ」

　俺も璃子の横に腰を下ろすと、彼女が抱きついてきた。

「幼稚園の時に、七夕の短冊に〝匡のお嫁さんになりたい〟って書いたの。ウェディングドレスを着て、匡と結婚式挙げるのずっと夢だった。叶えてくれてありがとね」

「お前の夢ならなんだって叶えてやりたい。次の夢は？」

　俺の問いに彼女は頬を赤くしながら照れくさそうに答える。

「……匡の赤ちゃんが欲しい」

「奇遇だな。俺も璃子に似た赤ちゃんが欲しいと思ってた。もうできてるかもしれないな」

　優しく微笑んで璃子のお腹に手を当てれば、彼女は俺を見つめて破顔する。

「ママになるなら、いっぱい食べて体力つけなきゃ……。あふっ……」

　式で疲れたのか、彼女は欠伸を噛み殺す。

「ずっと立ってたから疲れたんだろ？　いいから寝ろよ」

　病気は治ったが、まだ体力は完全に戻ってない。今の彼女にとっては、寝るのも大事な仕事。

「……うん」

　眠そうな声で返して、彼女は俺に身を預ける。

　その重みを感じられるのは幸せなこと。

　俺の胸で安心した顔で眠り始める璃子を愛おしげに見つめながら、彼女の頭を優しく撫でた。




　それから半年後――。

「……体調悪いのか？」

　いつものように朝食を食べるが、向かい側にいる璃子はトーストを半分くらい残している。

　璃子の皿を見て尋ねると、彼女は胸のあたりに手を当てた。

「……食欲ないの。なんだか胸がムカムカする。料理見ただけで、食欲なくしちゃうんだよね。病気……再発したのかな？」

　不安そうな顔をする彼女の答えを聞いて、ピンときた。

　胸がムカムカする？

「妊娠したんじゃないのか？」

　璃子の身体のこともあって、妊娠についてはネットでよく調べていた。

　多分、彼女よりも知識はあると思う。

　ニコッと笑って指摘すると、彼女は一瞬目を大きくした後、ポツリと呟きながら俺に確認してきた。

「妊娠……。本当に？」

　多分、病気をしたこともあって信じられないのだろう。

「調べてみないと確かなことは言えないが、その可能性が高い。妊娠検査薬で確認してみろよ」

　席を立ってリビングに移動すると、薬箱が置いてある棚から妊娠検査薬を取って、いつの間にか俺の横に来ていた璃子に渡した。

「ほら」

　いつ子供ができてもいいように検査薬は買ってあった。それに、いろいろリスクを考えて、知人が経営している産婦人科病院に話もつけてある。

「ありがとう。ちょっとトイレに行って試してみる」

　璃子は少し緊張した面持ちで言って、検査薬を持ってリビングを出ていく。

　俺はキッチンに戻って皿を片付けるとリビングのソファに座り、スマホで産婦人科病院の診療時間を確認した。

　多分十中八九妊娠だろう。子供が欲しくてずっと避妊してなかったし、そろそろできてもいいのでは？と内心思っていた。

　なんだろう。俺まで緊張してきたのか落ち着かない。

　じっとリビングのドアを見つめ、璃子が戻るのを待つ。

　十分ほどしてドタドタと足音がしたかと思ったら、璃子が小走りで戻ってきた。

「匡～！」

　大事件とばかりに彼女が俺のところにやってくるのを見て確信した。

　やっぱり赤ちゃんができたんだな。

「こら、落ち着け。転ぶと危ないから走るな」

　璃子の身体を掴んで横抱きにし、彼女をやんわりと注意する。

「だって……検査薬が陽性だったの」

　笑顔で報告する璃子を見て、頬を緩めながら言い返した。

「だったら余計走るなよ。大事な身体なんだから」

　俺の言葉を聞いて、彼女は嬉しそうに頷く。

「うん」

「病院予約するから、今日診てもらおう。ちょうど土曜で会社が休みでよかった」

　璃子の身体をしっかりと抱いて微笑むと、彼女はクスッと声を出して笑った。

「匡がいる時でよかった。ひとりで妊娠検査薬試してたら、私おろおろしてたかもしれない」

「確かに」

　彼女の目を見て頷いて小さく微笑む。




　その後病院で診てもらうと、やはり璃子は妊娠していて、医師に「妊娠三カ月ですね」と告げられた。

　家に帰宅すると、彼女はソファに座り、病院でもらったエコー写真を眺めて笑みを浮かべる。

「この豆粒みたいなのが赤ちゃんだなんて、なんだか不思議」

「妊娠初期は悪阻つわりがあるから、体調が悪いと思ったら遠慮せずに言えよ」

　璃子の隣に座り、我慢癖がついている彼女に釘を刺した。

「うん。わかってる」

「本当か？」

　疑わしいのでもう一度確認すると、彼女は俺の目をまっすぐに見て約束する。

「本当にわかってる。匡との赤ちゃんだもの。ちゃんと言うわ」

「それでいい。仕事のこともあるから、長谷川には妊娠のことを伝えるが、いいか？」

　妊娠初期は流産の可能性もあるから、まだ周囲には秘密にしておきたいけど、秘書の長谷川には知っておいてもらう必要がある。

「もちろん。でも、仕事をセーブとかしないでね」

　俺を気遣って念押ししてきた彼女の目を見て、安心させるように微笑んだ。

「お前はそんな心配しなくていい。毎日元気に過ごすことだけ考えろ。食事も悪阻がある間は俺が作る」

　俺の発言を聞いて、彼女は目を丸くする。

「ええ？　匡が？」

　普段俺が料理をしないから、信じられないのだろう。

「やろうと思えばできるし、変なものは食わせないから安心しろ」

　自分のためにはやらないが、愛する妻と子供のためならどんなことだってやる。

「でも、それだと匡が大変じゃないの。仕事だってあるのに」

　素直に甘えればいいのに、彼女は俺の身体の心配をする。

「平気だ。璃子が無理をして倒れられる方が困る」

　俺の説明を聞いて、彼女は俺にもたれかかり、とても幸せそうに笑った。

「私って……本当に恵まれてるよね。こんなによくしてくれる旦那さまがいるんだもの」

「俺の大事な奥さんだからな。赤ちゃんが生まれても、俺がサポートするからなにも心配いらない」

「ふふっ、頼もしいね」

「なんたって俺は璃子のオムツも替えたし、ミルクだってあげたんだからな」

　誇らしげに何度も璃子に話していたその話題を持ち出すと、彼女はわざと顔をしかめた。

「はいはい。それ、百回くらい聞いたよ」

　璃子の腰に手を回し、その身体を優しく抱いて彼女に誓った。

「とにかく、全力でお前と子供を守るよ」










大事な宝物




「涼りょう、走ったら転ぶよ」

　迷路をとことこと走り回っている三歳の息子を注意する。

　匡と結婚してから四年後、私は家族とともにイギリスにいた。お世話になったクラーク教授に息子を会わせるためだ。

　昨日は教授の家に招かれて食事をしたのだが、涼が生まれたことをとても喜んでくれて嬉しかった。

　ファントムが完治した患者で子供を出産したのはまだ私しかいない。だから教授には、ファントム患者にとっても朗報だと言われた。

　完治もしたし、私の存在がファントム患者の励みになれたらと思う。私も今後はＭＵＧＥＮＤＡＩを通して教授の研究を支えていくつもりだ。涼を授かることができたのも、教授の研究があったからだ。

　息子の涼はまだ小さいのに目鼻立ちがしっかりとしていて、夫のミニチュア版と言っていい。

　涼を妊娠した時は、天にも昇るような気持ちだった。難病に冒されたこともあって、本当に妊娠できるか不安があったのだ。だが、妊娠中は悪阻が少しあったくらいで、特になんの異常もなく、無事に涼を出産した。

〝涼〟という名前は匡と相談して決めた。その名には聡明な子に育ってほしいという私たちの願いが込められている。

「こーら、勝手に行くな」

　匡がはしゃいでいる息子を追いかけてその小さな身体をしっかりと捕まえると、軽々と抱き上げて肩車をした。

「わ～、パパ高～い！　ゴールが見える！」

　興奮した様子で喜ぶ息子に、匡は笑顔で尋ねる。

「これで迷わずゴールに辿り着けるぞ。涼、どっちに行けばいい？」

「うーんとね、右」

　涼が指をさして示すと、匡は「了解」と返事をして前へ進んでいく。

「ちょ……待って。それズルいよ」

　数メートル先のふたりを追いかける私は、もう息が上がっていた。

　息子と一緒にいると、最近は百メートルを何本も走ったかのように疲れる。だんだん足も速くなって、本気で追いかけないと見失ってしまう。

「ママは少し休んでから来ればいいよ」

　涼の声がして、「待って！」と慌てて右に曲がるが、もうふたりの姿は見えない。

「置いていかれた」

　立ち止まり、ハーッと軽く息をついた。

　ふたりの声はするのに、迷路が複雑でどこにいるのかわからない。

　少し休んでからまた歩きだすと、涼と匡が小高い丘のゴールにいて、私に大きく手を振っている。

「ママ～！　右だよ、右」

　涼に教えられ、右に曲がるとまた息子から指示が飛んできた。

「次は左！」

　なんだろう。この展開、昔夢に見たような気がする。

　涼の指示通りに進むとようやくゴールして、匡が「お疲れ」と私の頭をポンと叩いた。

「先に行くなんてズルいよ」

　夫に文句を言っていたら、息子が私に抱きついてきた。

「ママ、頑張ったね」

「涼、ありがと。涼がいなかったら、ママ、ゴールできなかったよ」

　息子を抱っこして礼を言うと、よしよしと頭を撫でられた。

　息子に頭を撫でられるのは、とても嬉しい。思わずギュッと抱きしめたくなる。

　そんな私と涼のやり取りを笑顔で見ていた匡が、息子を褒めた。

「涼は偉いな。ちゃんとママの進行方向に合わせて、右、左って言うんだから」

　匡の言葉を聞いて、私が「確かに」と相槌を打ったら、涼が私を見てにっこりと笑った。

「ママのこと考えて言ったんだ」

「ママだったらそのまま言っちゃうかも。すごいね、涼」

　息子の頬に顔を近づけて頬ずりすると、涼が私の首に手を回して鼻をクンとさせ、ニコニコ顔で言う。

「ママ、お花みたいないい匂いがするね」

　涼の発言を横で聞いていた匡がククッと笑った。

「豚汁の匂いって言われなくてよかったな」

　そういえば昔、匡にそんなこと言われたっけ。

「もう、変なこと思い出さないでよ」

「俺にとってはいい思い出。どれどれ、本当に花の匂いがするかチェックしよう」

　匡も私の頭に顔を近づけてきたので、「ちょっと、変なことしないで」と抗議するが、彼はやめない。

「涼の言う通りだ。甘くていい匂いがする。触れずにはいられないな」

　色気だだ漏れの目で私を見つめながら、匡は私の髪をひと房掴んで愛おしげにチュッと口づける。息子もいたので、あたふたした。

「た……匡、なにしてるのよ」

　顔が熱くなるのを感じながら少し弱々しい声で匡を注意すれば、彼は余裕の笑みを浮かべて言い返す。

「だから、触れずにはいられないって言っただろ？　無意識だ」

「嘘よ。私を誘惑してる」

　上目遣いに匡を見て言うと、涼が不思議そうな顔をして聞いてきた。

「ママ、パパに誘惑されてるの？」

「え？　それはその……ええと」

　涼は匡に似たのか頭がよくて、誘惑という言葉の意味ももう知っている。

　なんて答えていいかわからなくて言葉に詰まっていると、匡が何食わぬ顔で答えた。

「そうだよ。ママが大好きだからな。お前も好きな女の子ができたらわかる」

「僕も、ママ大好きだよ」

　無邪気に笑う涼に、匡はやんわりと釘を刺す。

「だが、ママとは結婚できないぞ。パパがいるから」

「でも、僕もママと結婚したい」

　急に表情を変え、涼がじーっと匡を見据えて言う。

　その言葉に胸がキュンとなった。

「『ママと結婚したい』って一度息子に言われてみたかったのよね」

「そんな呑気なこと言うなよ。涼は本気だぞ。ここはちゃんとわからせないと」

　息子にメロメロの私を少し呆れ顔で見ると、匡は私の顎をクイと掴んで、唇を重ねてきた。

　涼に見せつけるようにゆっくりキスをした夫は、息子に目を向け、不敵な笑みを浮かべる。

「これでわかっただろ？　パパとママはラブラブだ。ママはパパだけの奥さんなんだよ」

　匡、息子相手になに本気になってるのよ～。

　恥ずかしくて顔を赤くしながら目で夫に抗議すると、匡はそんな私を見てニヤリとして、再び涼に視線を戻す。

「パパ、ズルい」

　じっとりと匡を見て文句を言う涼に、匡は優しい目で告げた。

「大きくなればわかる。お前もいつかパパやママよりも大事な人を見つける。パパはあのお城でママにプロポーズしたんだぞ」

　匡が私の腕の中にいた涼を左腕で抱っこし、右手にあるお城を指さす。

「指輪を渡して結婚してくださいって言ったの？」

　涼に聞かれ、匡は私に目を向けながら笑顔で頷いた。

「そうだ」

　匡の話を聞いて、彼にプロポーズされた時のことが頭に浮かんだ。

『お前が好きなんだ。俺と結婚しよう』

　彼がイギリスまで私を追いかけてきてプロポーズしてくれて、感動で涙が止まらなかった。

　心臓が壊れそうなくらい嬉しくて……夢じゃないかって何度思っただろう。

　普通は余命宣告された人間にプロポーズなんてしないよね。

　それだけに、彼の愛の深さを知った。

　今でもあの時のことは、鮮明に覚えている。

「お前が好きな人を見つけてプロポーズするのはいつだろうな？　かわいいお嫁さんをうちに連れてくるのを楽しみにしてるよ」

「僕もママみたいに優しいお嫁さん見つけて、あのお城でプロポーズする」

　涼が真剣な顔で宣言すると、匡と私は目を合わせて微笑みを交わした。

「ママも涼がかわいいお嫁さんを連れてくるのを楽しみにしてるね」

　息子の頭を撫でながらそう声をかけると、涼は弾けるような笑顔を見せた。

「うん」

　幸せな時間――。

　匡がいて、涼がいて……。別に特別なことをしていなくても、ふたりがいるだけで心が温かいもので満たされる。

　ふたりは私の大切な宝物。

　そんなことを考えていたら、匡が私の手を掴んで恋人繋ぎをしてきた。

「なにボーッとしてるんだ？　行くぞ」

　温かい目で言われて、笑って返した。

「我が家にはいい男がふたりもいるなって」

「我が家にはとびきり綺麗なママがいるから、パパと涼で守ろうな」

　匡が私の言葉を引用しながら涼に目をやると、涼が首を縦に大きく振った。

「うん。男の人ってみんなママのことデレデレした目で見るもんね。こないだなんかママと図書館に行ったら、僕が本探してる間に知らない男の人が『お茶でもどうですか？』ってママに話しかけてたよ」

「それは初耳だな」

　匡が涼の言葉を受け、スーッと目を細めて私を見る。

　うっ、その不穏な声の響きと目が怖いんですけど。

「り、涼がタイミングよく『ママ！』って声をかけてくれたから、すぐに去っていったよ。なんの問題もなかったから」

　激しく動揺しながら言い訳する私を、彼はやんわりとたしなめた。

「問題大ありだ。そういうことはちゃんと言えよな。護衛でもつけるか」

　匡が本気で考えているようだったので、慌てて断った。

「大袈裟だよ。別にお姫様とかじゃないんだから」

「お前は美人と言われる女優よりも綺麗なんだ。それに、璃子はＭＵＧＥＮＤＡＩの副社長夫人。全然大袈裟じゃない」

「パパ、大丈夫だよ。ちゃんと僕がママを守るから」

　にっこりと自信満々に微笑む涼の笑顔がどこかダークなものに思えたのは気のせいではないと思う。

　この企み顔、やっぱり匡の子だわ。

　改めてそう実感していたら、匡が涼に命じた。

「そうか。だったら、どんな手段を使ってもいいから全力でママを守れ」

　どんな手段を使ってもって……どんな教育してるのよ。

　匡の言葉を聞いてハハッと苦笑いする。

　でも、私は幸せ者だ。愛するふたりにこんなにも大事にされているんだもの。

　私も全力でふたりを守ろう。

　愛する夫と息子を見つめながら、心の中でそっと誓った――。




The end.










あとがき




　こんにちは、滝井みらんです。今回は、本編では書けなかった八神一家のあるシーンをお届けしますね～。


涼　　ママ、これから寝る時に本を読むのはなしでいいよ。パパとゆっくり過ごしてね。おやすみなさ～い。

璃子　え？　おやすみ、涼。匡、涼ひとりで自分の寝室行っちゃったけど、なんで？

匡　　ああ。妹か弟が欲しいんだってさ。だから、『ママをゆっくり休ませてあげないとコウノトリさんは来ないぞ』って俺が言ったんだ。

璃子　また適当なことを。涼は賢いからそのうち嘘だってバレちゃうよ。

匡　　まんざら嘘でもない。いつも俺が帰ると涼に読み聞かせしてそのまま自分も寝てるし、璃子が疲れてなければ子作りに励めるだろ？

璃子　子作りって……もうちょっとオブラートに包んで言ってよ。恥ずかしい。

匡　　そういうとこ、ママになっても変わらないな。まあ、かわいいからいいけど。

璃子　からかわないでよ、もう。

匡　　からかっていない。本気で言ってる。さあて、他ならぬ大事な息子の頼みだ。早速子作りに励もうか。

璃子　きゃっ！　なんでお姫様抱っこして寝室のベッドに運ぶの？

匡　　この方がムードがあっていいだろ？

璃子　で、でも……涼まだ寝たばかりよ。

匡　　心配はない。涼は一度寝たら起きないし、寝室は完全防音。安心しろ。

璃子　安心しろって……そんなセクシーな目で言わないで。あ～、改めて子作りって言われると緊張する。

匡　　大丈夫だ。十分後には俺に抱かれて乱れてるよ。



　え～、最後になりましたが、相変わらず絶不調な私を支えてくださった編集部の鶴嶋さま、妹尾さま、また、とっても素敵なイラストを描いてくださった森原八鹿先生、厚く御礼申し上げます。そして、いつも応援してくださる読者の皆さま、心より感謝しております。

　皆さまにとって今年もよい年となりますように！




滝たき井いみらん










電子限定ＳＳ『永遠の約束　―　涼 side』




「副社長、これのどこが自動車工場なんですか！」

　香菜が目の前にある古城をチラリと見やると、腰に手を当て俺に噛みついた。

　自動車工場の視察だと言って連れて来たので、彼女はおかんむりだ。

　俺は八神涼、二十六歳。世界的な大企業であるＭＵＧＥＮＤＡＩの副社長。ちなみに社長は俺の父だ。

「息抜きだよ。イギリス出張で休みが潰れただろ？　香菜にも休養が必要だと思って」

　穏やかに言うが、彼女は俺をじっと見据えたまま反論する。

「仕事でイギリスに来たんですよ。観光のためじゃありません。それに出張中なんですから、下の名前で呼ばないでください」

　今日はクリスマスイブだというのに仕事モード全開の香菜を見て、ハーッと溜め息をつく。

　彼女は長谷川香菜といって俺の秘書をしている。父の右腕である長谷川さんの娘で、年は二十四歳。目が真ん丸で顔がアイドルのようにかわいい彼女は一見高校生に見えるが、仕事は有能。

　俺とは幼馴染で、マイペースな俺を支えるためにうちの会社に入ったらしい。

　服装や身だしなみはいつもキャビンアテンダントのようにキチンとしている。今日も髪もシニヨンにまとめ、ネイビーのスーツをカチッと着こなし、どこから見ても完璧な秘書だ。

　社内で『風紀委員長』と呼ばれている彼女は、入社二年目にしてうちのベテランの秘書からも一目置かれている。そんな彼女に逆らえる役員はいない。

　彼女は俺の大切な人――。

「ふたりでいる時くらい名前でいいじゃないか」

　俺がなだめるように言っても、彼女は首を縦に振らない。

「ダメです。仕事に集中できなくなります」

　ホント頑固だな。

　付き合って一年になるが、彼女は決して公私混同しない。

　それに、香菜の強い要望で俺たちが付き合っていることは、会社では秘密にしている。

　周囲に副社長の恋人という目で見られると仕事がしにくくなるかららしい。

「香菜は真面目に考えすぎ。ほらおいで」

　入り口でチケットを買い、強引に彼女の手を引いて一キロほど先に見える城に向かって歩いていく。

　途中森を抜けるが、その風景を見てさっきまで怒っていた香菜が頬を緩めた。

「すごく幻想的な森ですね。童話の世界みたい」

「気に入ると思った」

　キラキラした目で森を眺めている彼女がなんともかわいい。

「前にも来てるんですか？」

「前にもっていうか、両手で数えきれないくらいね。だから、また帰ってきたなって感じがする」

　俺の話を聞いて彼女が驚きの表情を見せる。

「そんなに？」

「うちの家族にとって特別な場所なんだ。ここに来ることは八神家の慣例というか。神社に参拝するより大事かもしれないな。親父もイギリス出張の度に母さんをここに連れて来るらしいよ」

「そう言えば、社長はいつも出張に奥さまを一緒に連れていくって父が」

「昔母さんが難病で余命宣告されたこともあって、少しでも離れると不安なんだと思う。今は元気だけどね」

　直叔父さんから聞いた話では、親父は母さんの病気を治すためにありとあらゆる方法を使ったらしい。

　ＭＵＧＥＮＤＡＩによる難病の研究支援もそのひとつだ。俺たち家族がお世話になったクラーク教授への研究支援は今も続けている。

「社長、奥さまをとても大事にされてますよね。傍で見てても愛が伝わってきます。美男美女で、秘書室のみんな憧れてるんですよ。素敵なご夫婦だって」

「そうだね。俺も結婚したらあんな夫婦になりたいって思う」

　香菜を見つめてそう言うと、彼女の顔がボッと赤くなった。

「ふ、副社長なら素敵な夫になれると思いますよ」

「だから、今は副社長ってのは禁止」

「でも……！」

　香菜の唇に指を当て、彼女の言葉を笑って遮る。

「〝でも〟はナシだ。俺の命令が聞けないなら担当外すぞ」

「え？　え？　涼？」

　混乱気味の彼女は、ようやく俺の下の名前を口にする。

「親父の口真似。こっちの方が効き目があるなら、これからは俺様口調にしようかな」

「や、やめてください。社長と間違えたらややこしいことになります」

「そんなに似てた？　でも、母さんには全然似てないって言われるんだ。香菜はまだまだ修行が足りないね」

　親父の真似をして電話をかけても、母さんには一発でバレる。

「どういう修行ですか！」

　俺に抗議する彼女をじっと見て告げた。

「もっと一緒にいる時間を増やせばいいのかなって思うよ」

「一緒にいる時間長いですよ」

　真面目にそう返す彼女に、小さく頭を振って見せる。

「まだ足りないってことだね」

「え？　もっと残業した方がいいってことですか？」

　彼女がズレた方向に解釈するので、苦笑いした。

　プライベートでもっと一緒にいようとは考えないのだろうか。

「どんな鬼上司なの、それ。一回仕事から離れようか。せっかくこんな綺麗な場所に来たんだから」

　そう言って彼女を連れて森を抜けると、目の前に湖に佇む美しい城が見えた。

「うわー、またこれは夢の世界ですね。中世にタイムスリップしたみたい」

「中も見学できるんだ」

　そばにあるアーチ型の橋を通り、城門を抜けて中に入る。

　廊下に置かれている甲冑を見て、歴女の香菜はテンションを上げた。

「わー、この甲冑素敵！　涼が装着したら似合いそうですね」

「似合うかどうかは別として、着けたら相当重いと思うよ」

　現実的な話をしたら、彼女がクスッと笑みを浮かべて相槌を打った。

「確かに」

　そんな会話をして屋上へ向かう。

　香菜と笑って雑談をしてはいたが、俺はこの後のことを考えて手に汗をかいていた。

「……なんて綺麗なの」

　うっすら霧がかかった湖を見て、彼女は感嘆の声を漏らす。

　何度も見ている景色。

　しかし、今日はより一層美しく見える。

「香菜が好きだって気づいた時から、ずっとこの場所に連れてきたいって思ってた」

　スーツのポケットに忍ばせておいた小箱から指輪を取り出し、彼女に微笑む。

「すごく嬉しいです。涼、ありがと……！」

　俺に目を向けてにっこり微笑む香菜の足元に跪くと、彼女が首を傾げて怪訝な顔をした。

「涼？　どうしたんですか？」

「長谷川香菜さん、僕と結婚してください」

　香菜の左手を掴んでその薬指に指輪を嵌めてプロポーズしたら、彼女はハッと息を呑んで自分の口を手で押さえた。

「必ず幸せにする。だから俺とずっと一緒にいてほしい」

　香菜を真っ直ぐに見つめて俺の思いを口にすると、彼女は目に涙を浮かべながら文句を言う。

「……こんな不意打ち……ズルい」

「香菜にとっては不意打ちだったかもしれないけれど、俺は『好きだよ』って告白した時から絶対にここに連れてきてプロポーズするって決めてた」

　何度頭の中でこのプロポーズをシミュレーションしただろう。

　俺の話を聞いて、香菜の目から大粒の涙がこぼれ落ちた。

「え？　じゃあ一年も前から……結婚考えてたんですか？」

「まあね。生半可な気持ちでは付き合っていないよ。ここ、親父が母さんにプロポーズした場所なんだ」

　立ち上がって香菜の涙を拭いながら説明すると、彼女は俺に聞き返した。

「……社長もここで？」

「そう。もう長く生きられないからって姿を消した母さんを追って、親父はプロポーズしたらしい。それで、泣きじゃくった母さんに『お前は長生きして、一生俺のそばにいるんだよ』って母さんに言い聞かせたって本人が言ってたよ」

　親父からその話を聞かされた時、胸がジーンとして涙が出そうになった。

「……そんなことが」

「俺がこの世に生まれて、香菜出会えたのも、親父がここで母さんにプロポーズしたから。ちなみにノーという返事は認めない。すでに、香菜のお父さんに『香菜さんをもらいます』って伝えて了承を得てるから」

　実はイギリス出張前に親父と談笑していた長谷川さんを捕まえ、香菜にプロポーズすることを伝えていた。彼は『涼くんが娘をもらってくれて嬉しいよ』ととても喜んでくれた。

　ニコッと笑って先手を打っておくと、彼女は上目遣いに俺を睨みつけた。

「うっ、しっかり外堀埋めて……。マイルドな性格にみえるのに、ホント策士ですよね」

「どうもありがとう。そんなこと言うのは、親父と香菜くらいだよ。で、返事は？」

　ニコニコ顔で問う俺の手を掴んで、彼女は少しはにかみながら答える。

「私を……あなたの奥さんにしてください」

「喜んで」

　俺が破顔してコクッと頷くと、香菜はまじまじと指輪を見つめた。

　美しい流線型のフォルムのプラチナリングの中央にダイヤが埋め込まれたその婚約指輪は、彼女が仕事中もつけていられるよう俺がいろいろリサーチして選んだもの。

「この婚約指輪、いつ用意したんですか？　私の好きなブランドだし、サイズもピッタリ」

「イギリス出張前に、外商をうちに呼んで選んだんだ。サイズは前の出張で香菜がうたた寝した時にこっそり測った。香菜にバレないようにするのはちょっと大変だったよ」

「……大切にします」

　愛おしげに指輪を撫でる彼女に、笑って釘を刺した。

「棚に大事にしまっておかずにずっとつけててよ。もちろん仕事中も」

　彼女は真面目だから、「業務に集中したい」と言って仕事中は指輪を外す恐れがある。

「ええ～！」

　不服そうな顔をする彼女に、スーッと目を細めて尋ねる。

「なにか問題がある？　もう俺たちの関係を秘密にはしないよ。結婚するんだからね。親父も『正月の伊豆の宿、予約一名追加しておくぞ』って言ってたから、正月の予定は空けておくように」

「社長も……私たちのこと……ご存知なんですね」

　苦笑する彼女は、なんとも複雑な顔をしている。

「香菜のお父さんに伝える時にたまたま一緒にいたからね」

「たまたまじゃなくて、そのタイミングを狙ってたでしょう？」

　彼女がじっとりと俺を見るので、曖昧に笑って誤魔化した。

「さあどうだったかな。ちなみに正月に伊豆に行くのも八神家の毎年恒例の行事だから」

「なにか理由があるんですか？」

「なんでも親父が最初に母さん連れて温泉に行こうとしたら、豪雨でキャンセルになったらしくて……。リベンジで行って、それから毎年行くようになったとか言ってたな」

　もっと詳細を知りたかったが、母さんが親父に『それ以上言っちゃダメ！』と顔を真っ赤にして口止めしたので聞けなかった。

「なんだか社長らしいですね。奥さまにプロポーズした時の話とか直接聞いてみたいな」

「その前に香菜が俺の両親からいろいろ質問攻めされるだろうね」

　親父も母さんも俺がお嫁さんをもらうのを楽しみにしている。

　香菜のことは赤ちゃんの頃から知っているし、彼女がうちにお嫁に来てくれると知ったらふたりはすごく喜ぶだろう。

「……ははは、覚悟しておきます。あの……仕事、結婚したら続けるの難しくなりますよね。やっぱり新しい秘書探すんですか？」

　仕事のことが気になるのか、彼女は後任秘書の心配をする。

「もう見つけてあるから心配いらないよ」

「やっぱり女性ですか？」

　彼女が少し不安そうな顔をするのでピンときた。

「女性だと俺が浮気しないか心配？」

　香菜の頬に手を当てて確認すると、彼女は俯きかげんに弱々しい声で答える。

「それは……その……涼はモテるから」

「そんな心配しなくていいよ。男性だし、香菜がよく知ってる相手だから」

　俺の言葉を聞いて彼女はパッと顔を上げた。

「私が知ってる人？」

「そう。香菜の弟の裕貴くん。来年うちの会社入るから」

　裕貴くんとは月に何回か食事に行くほど仲がいい。彼は父親に似て冷静沈着で成績優秀だから、俺の腹心にしたいと常々思っていた。

「う……そ。裕貴、海外行くとか行ってたのに」

「俺がずっと口説いてたんだ」

「ふたりでずっと内緒にしてたんですね。……なんだか悔しい」

　安堵した表情を見せながらも、彼女は少し拗ねた目で俺を見る。

「まだ香菜にプロポーズしてなかったからね。だから、安心して俺のところに嫁においで。一生大事にする」

　それは永遠の約束――。

　愛おしげに香菜を見つめると、彼女に顔を近づけて甘く口づけた。




The end.
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